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別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

　ガッコウホウジン　キリガオカガクエン

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

桐生大学（Kiryu University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　桐丘学園

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　教育上の必要性及び看護職のより一層の養成が急務であることの社会的要請へ対応
するため、収容定員を変更（増員）する。

大 学 の 目 的

　教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）並び
に建学の理念に基づき、地域社会において優秀な人材を提供するため、基礎教養の知
能を授けると共に専門原理の探求と応用技能を修得させ、自ら進んで思索し、自由と
責任、独立と共同の意識を学習することを目的とする。特に、学生の個性を重視し、
知育・徳育・体育の三育を中心に健全強固な意志と社会的・美学的素養を身につけ、
国家並びに世界の平和と幸福増進に協力寄与する人材の育成を目指すこととする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ 　キリュウダイガク

記 入 欄

群馬県みどり市笠懸町阿左美606番7

学位又
は称号

5

（6） （4） （4） （25） （5）

（－）（40）

41

9

人

（）（）（）

開設時期及
び開設年次

群馬県みどり市笠懸
町阿左美606番7

32

（32）

（8） （7） （10）

17 9 9

（3）

3

44 10

（5）

15

（2） （15）

4

（4）

400
（320）

（42）

3年次
3人

計
卒業要件単位数教育

課程
－科目

新設学部等の名称
講義

講師

（）

人人 人

（）

専任教員等

－科目－科目

教

員

組

織

の

概

要

助手准教授

5

人

（）

人人

－単位

兼 任
教 員 等

（）

新
設
学
部
等
の
概
要

4

計助教

－科目

教授

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

該当なし

実験・実習演習

人

-

開設する授業科目の総数

所　在　地
収容
定員

100
（80）

年

646
（566）

人年次
人

職　　　種

計

4

修業
年限

160
（140）

3

新

設

分

　　　　　　　栄養学科

入学
定員

編入学
定　員

学　部　等　の　名　称

－

既
設

分

該当なし

合　　　　計

計

医療保健学部
(Faculty of Health
Care)

60　栄養学科
(Department of
Nutrition)

計

新 設 学 部 等 の 名 称

　看護学科
(Department of
Nursing)

医療保健学部　看護学科
11 7 6 5 29

－

6

（6）

－

2

－ －
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大学全体

　

図書館購入費に
は電子ジャーナ
ル・データベー
スの整備費（運
用コスト）を含
む

大学全体

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 桐生大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

医療保健学部 年 人 年次
人

人

14室

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル

第３年次

新設学部等の名称

大学全体

（39,590〔4,694〕）

40,090〔4,694〕　

（39,590〔4,694〕）

1,450〔3〕　

（1,450〔3〕）

74〔9〕　

（74〔9〕）

図書館

計
40,090〔4,694〕　

冊 種

（1,450〔3〕）

経費
の見
積り

（241）

（1,743）

（1,743） （3,151）

該当なし

面積

1,274.85㎡

区　分 第５年次開設前年度 第１年次

（74〔9〕）

面積

1,743

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

241

（241）

3,151

（3,151）

1,750千円

50,000

第５年次

設 備 購 入 費

第６年次

4 80 － 320 学士(看護学) 1.04 平成20
年度

1,549.67㎡ 279

倍

1,450千円

第２年次

1,450千円

第４年次

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

学 部 等 の 名 称

　看護学科 群馬県みどり市笠
懸町阿左美606番7

　栄養学科 4 60 3年次
3人

246 同上

1,700千円

第１年次

80

学士(栄養学) 0.92 平成20
年度

50 － 短期大学士
(アート・デ
ザイン)

1.22

40

桐生大学短期大学部

収容
定員

定　員
超過率

　生活科学科

年 人

附属施設の概要
該当なし

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

2

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

2

群馬県みどり市笠
懸町阿左美606番7

倍年次
人

－

　アート・デザイン学科 同上

（16,608.07㎡）

33,284.00㎡

6,145.25㎡

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

2,985.08㎡

2,985.08㎡

2,281.36㎡2,985.08㎡

合 計

8,646.26㎡

専　　用

3室

講義室

（6,296.18㎡）

専　　用

共用する他の
学校等の専用

計

26,508.62㎡878.81㎡

共　　用

（8,646.26㎡）

点

（1,665.63㎡）

1,665.63㎡

機械・器具視聴覚資料

共用する他の
学校等の専用

878.81㎡

室　　　数

16,608.07㎡

1室

点〔うち外国書〕

語学学習施設情報処理学習施設

12室

29,420.11㎡

6,296.18㎡

22,644.73㎡

0㎡

（補助職員0人）

標本

42室

878.81㎡

学術雑誌

計区　　　分

小 計

そ の 他 0㎡

0㎡20,363.37㎡

6,775.38㎡

20,363.37㎡

校　　　舎

2411,74374〔9〕　

所　在　地

大 学 の 名 称

1,450千円 －千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

－千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

該当なし

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

体育館

昭和39
年度

短期大学士
(生活科学)

100

人

414千円 414千円 414千円 414千円 － －

－千円 －千円 －千円 －千円 － －

1,500千円

3,151

0.91 昭和39
年度

共　　用

図書

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

1,450〔3〕　

（補助職員0人）

2室

点

桐生大学短期大
学部と共用

桐生大学短期大
学部と共用

1,500千円 1,500千円 －千円 －千円
学生納付金は上
から、看護学
科、栄養学科

9,450千円 9,450千円 9,450千円 9,450千円 9,450千円 － －

13,316千円 13,316千円 13,316千円 13,316千円 13,316千円 － －

第６年次

6,775.38㎡

0㎡
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入学
定員

収容
定員

入学
定員

収容
定員

変更の事由

桐生大学 桐生大学

医療保健学部 医療保健学部

　看護学科 80 0 320 　看護学科 100 － 400 定員変更（20）

　 　

　栄養学科 60 3年次 3 246 　栄養学科 60 3年次 3 246

計 140 3年次 3 566 計 160 3年次 3 646

　生活科学科 40 － 80 　生活科学科 40 － 80
　アート・デザイン学科 50 － 100 　アート・デザイン学科 50 － 100

計 90 180 計 90 180

桐生大学短期大学部 桐生大学短期大学部

組織の移行表

令和4年度
編入学
定員

令和5年度
編入学
定員
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（1）都道府県内における位置関係の図面 

 

  

桐生大学 

- 図面 - 1 -



（2）最寄駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面 

 

■電車 

東武桐生線 阿左美駅より約 1.7㎞ 徒歩 15分 

■車 

北関東自動車道 太田藪塚 I.Cより約 5㎞ 10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 桐生大学 

桐生大学 
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桐生大学 学則（案） 

 

 

目次 

第１章 総則 

第１節 目的（第１条―第４条） 

第２節 組織（第５条―第７条） 

第３節 教職員組織（第８条） 

第４節 大学運営評議会、教授会及びＦＤ委員会（第９条―第 11 条） 

第５節 学年、学期及び休業日（第 12 条―第 14 条） 

第２章 学部通則 

第１節 修業年限及び在学期間（第 15 条） 

第２節 入学（第 16 条―第 24 条） 

第３節 休学・転学及び退学（第 25 条―第 30 条） 

第４節 教育課程（第 31 条―第 37 条） 

第５節 卒業、学位授与及び資格（第 38 条―第 42 条） 

第６節 別科（第 43 条―第 49 条） 

第７節 研究生、聴講生、科目等履修生及び外国人学生（第 50 条―第 53 条） 

第８節 入学試験料及び授業料等（第 54 条―第 62 条） 

第９節 賞罰（第 63 条―第 64 条） 

附則 

 

第１章 総則 

 

第１節 目的 

（目的） 

第１条 桐生大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）及

び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）並びに建学の理念に基づき、地域社会において

優秀な人材を提供するため、基礎教養の知能を授けると共に専門原理の探求と応用技能

を修得させ、自ら進んで思索し、自由と責任、独立と共同の意識を学習することを目的

とする。特に、学生の個性を重視し、知育・徳育・体育の三育を中心に健全強固な意志

と社会的・美学的素養を身につけ、国家並びに世界の平和と幸福増進に協力寄与する人

材の育成を目指すこととする。 

 

（自己評価等） 

第２条 前条の目的を達成するために、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価

を行い、その結果を公表するものとする。 

２ 前項の点検及び評価の方法等については、別に定める。 

（教育研究活動等の状況の公表） 

- 学則 - 1 -



第３条 本学における教育研究活動等の状況については、広く周知を図ることができる方

法によって積極的に情報を提供するものとする。 

（教育方法等の改善） 

第４条 教育内容及び教育方法の改善を図るための組織的な研究及び研修の実施に努める

ものとする。 

 

第２節 組織 

（学部） 

第５条 本学に、次の学部を置く。 

 医療保健学部 

２ 前項の学部に置く学科及びその収容定員は、次のとおりとする。 

 看護学科     収容定員 400 名  （入学定員 100 名） 

栄養学科   収容定員 246 名 （入学定員 60 名 ３年次編入学定員 3 名） 

３ 栄養学科の学級数は２クラスとする。 

４ 医療保健学部は、教育研究上の目的として、次のとおり掲げるものを定める。 

 建学の精神である「社会に出て役立つ人間の育成」を基本とし、生命の尊厳、人の多様

な価値観を認識し、生涯にわたって職務実践が向上できる人材を育成する。 

教育方針である「高い教養と確かな技術の修得をめざした『実学実践』による幅広い職

業人の育成」を基本とし、科学的な根拠に基づいた知識・技術、ICT による情報収集・活

用、他職種との連携・協働する基礎的能力を修得し、国際的な視野でさまざまな地域で生

活する人々の多様な文化・慣習を理解し、地域の発展に寄与する職業人を育成する。 

５ 各学科の教育研究上の目的として、次のとおり掲げるものを定める。 

 看護学科 

豊かな人間性を育むための幅広い教養教育と看護学における確かな知識･技術の修得を

基盤とし、対象の健康レベルやライフステージに応じた支援を展開する能力を身に付けて、

保健･医療･福祉･教育の分野において広く社会に貢献できる専門職、看護師･保健師･助産

師･養護教諭を育成する。 

 栄養学科 

(１) 自立した専門職としての知識・技能・態度及び考え方の総合的能力の育成。 

(２) 人間愛と奉仕の精神に基づく豊かな人間性の育成。 

(３) 保健・医療・福祉分野に対応できる「食」のスペシャリストの育成。 

(４) 地域の保健・医療・福祉分野における「食と健康」に関する実践的職業人の育成。 

（総合図書館） 

第６条 本学に、総合図書館を置く。 

２ 総合図書館に関する規程は、別に定める。 

（附属研究所等） 

第７条 本学に、研究所、研究施設及び教育学術支援のための組織（以下「附属研究所等」

という。）を置くことができる。 

２ 附属研究所等に関する規程は、別に定める。 
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第３節 教職員組織 

（教職員組織） 

第８条 本学に学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、業務職員（事務局長、

事務職員、技術職員、司書）その他必要な教職員を置く。 

２ 本学に副学長を置くことができる。副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさ

どる。 

 

第４節 大学運営評議会、教授会及びＦＤ委員会 

（評議会） 

第９条 本学に、本学の重要事項を審議するため大学運営評議会（以下「評議会」という。）

を置く。 

２ 評議会は、次の各号に掲げる評議員をもって組織する。 

(１) 学長 

(２) 副学長 

(３) 学部長 

(４) 学長が指名する者 

３ 評議会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(１) 教育及び研究活動の基本に関する事項 

(２) 大学の組織及び運営に関する事項 

(３) 学則その他重要な規則の制定又は改廃に関する事項 

(４) 教員人事に関する事項 

(５) 大学の将来計画に関する事項 

(６) 学年暦及び全学的行事に関する事項 

(７) 入学、卒業又は課程の修了その他、学生の在籍に係る方針及び学位の授与に係る方

針及び学位の授与に係る方針に関する事項 

(８) 教学関係予算の編成方針及び予算の配分等に関する事項 

(９) 学生の厚生補導の基本に関する事項 

(10) 学生の賞罰の基本に関する事項 

(11) 学長から諮問された事項 

(12) 教授会から提案又は付託された事項 

(13) その他必要な事項 

４ 評議会に関し、その他必要な事項は別に定める。 

（教授会） 

第 10 条 本学に、学部の教育研究に関する重要事項を審議するため教授会を置く。 

２ 学部の教授会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(１) 学長 

(２) 学部長 

(３) 学科長 

(４) 当該学部の教授 

(５) 当該学部の准教授 
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(６) 学長が指名する者 

３ 学部の教授会は、学長が次の事項の決定を行うにあたり、審議して意見を述べること

とする。 

(１) 学部内規程等の制定及び改廃に関する事項 

(２) 学生の入学・卒業並びに除籍に関する事項 

(３) 編入学生の単位の認定に関する事項 

(４) 研究生・聴講生・科目等履修生及び外国人学生に関する事項 

(５) 教育課程の編成及び試験に関する事項 

(６) 学生の厚生補導並びに賞罰に関する事項 

(７) 学長の諮問した事項 

(８) その他本学部の教育・研究及び運営に関する重要事項 

４ 教授会はその任務の一部を、教授会により設置が認められた各委員会に付託すること

ができる。 

５ 教授会に関し、その他必要な事項は別に定める。 

（ＦＤ委員会） 

第 11 条 本学に第４条の日的を達成し、教員の教育方法等に関わる能力開発（Faculty 

Development－以下「ＦＤ」という。）を推進するため、ＦＤ委員会を置く。 

２ ＦＤ委員会に関し、その他必要な事項は別に定める。 

 

第５節 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第 12 条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

（学期） 

第 13 条 学年を次の２期に分ける。 

前期   ４月１日から９月 30 日まで 

後期   10 月１日から翌年３月 31 日まで 

２ 学長が必要と認めたときは、変更することがある。 

（休業日） 

第 14 条 休業日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 

(２) 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日 

(３) 本学園創立記念日 12 月６日 

(４) 夏期休業日 

(５) 冬期休業日 

(６) 春期休業日 

２ 前項第４号から第６号までの休業期間については、学長が別に定める。 

３ 学長が必要と認めたときは、休業日を変更又は臨時休業日を定めることがある。 

 

第２章 学部通則 
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第１節 修業年限及び在学期間 

（修業年限及び在学期間） 

第 15 条 医療保健学部の修業年限は４年とする。 

２ 医療保健学部の学生は８年を超えて在学することはできない。 

３ 前２項の規定にかかわらず、第 22 条に規定する編入学生の修業年限は２年とし、４

年を超えて在学することはできない。 

 

第２節 入学 

（入学の時期） 

第 16 条 入学の時期は、学年始とする。ただし、再入学及び転入学については、学期始

とする。 

（入学資格） 

第 17 条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(１) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(２) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により

これに相当する学校教育を修了した者 

(３) 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定した者 

(４) 文部科学大臣が高等学校と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

(５) 文部科学大臣の指定した者 

(６) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定

める日以後に修了した者 

(７) 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入

学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格した者を含む。） 

(８)  本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、18 歳に達した者 

（入学の出願） 

第 18 条 本学に入学を志願する者は、入学願書に所定の入学試験料及び書類を添えて願

い出るものとする。提出すべき書類、その他必要な事項は別に定める。 

（入学者の選考） 

第 19 条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第 20 条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに保証人

連署の誓約書及び別に定める所定の書類を提出するとともに、所定の入学金その他の経

費を納付し、入学手続を完了しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（保証人） 

第 21 条 保証人は独立の生計を営む者で、在学中における学生の身上に関し、一切の責
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任を負うものとする。 

２ 学生は保証人がその資格を失うに至ったときは、直ちに別の保証人を定めて届け出な

ければならない。 

３ 学生は保証人の住所、氏名に変更が生じたときは、直ちにその旨を届け出なければな

らない。 

（編入学） 

第 22 条 栄養士の免許を取得（見込みを含む）し、かつ次の各号の一に該当する（見込

みを含む）者で、本学医療保健学部栄養学科に編入学を志願する者があるときは、選考

のうえ、３年次に入学を許可する。 

(１) 栄養士養成課程の大学又は短期大学を卒業した者 

(２) 栄養士養成系専修学校の専門課程のうち文部科学大臣の定める基準を満たすものを

修了した者 

２ 前項に定めるもののほか、編入学に関する必要な事項は別に定める。 

（転入学・転科） 

第 23 条 他大学の学生で当該大学長の承認を得て転入学を志願する者があるときは、欠

員のある場合に限り、選考のうえ、相当年次に入学を許可することがある。 

２ 本学の学生で同一学部の他の学科への転科を希望する者があるときは、選考のうえ、

学年始めに限り相当年次に転科を許可することがある。 

（再入学） 

第 24 条 退学者が再入学を志願するときは、欠員のある場合に限り、原学年以下に入学

を許可することがある。 

２ 再入学に関する規程は別に定める。 

 

第３節 休学・転学及び退学 

（休学） 

第 25 条 学生が疾病その他やむを得ない理由により続けて２か月以上の期間、修学する

ことができない者は、学長の許可を得て休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命じ

ることができる。 

（休学期間） 

第 26 条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、更に１年を

限度として休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第 15 条の在学期間には算入しない。 

（復学） 

第 27 条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することがで

きる。 

（転学） 

第 28 条 他大学への転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければならな

い。 
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（退学） 

第 29 条 退学しようとする者は、保証人連署の上願い出、学長の許可を受けなければな

らない。 

（除籍） 

第 30 条 次の各号の一に該当する者は、当該学部の教授会の議を経て学長が除籍する。 

(１) 学費等の納入を怠り督促してもなお納付しない者 

(２) 第 15 条に定める在学年限を超えた者 

(３) 第 26 条第２項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

(４) 死亡、又は１年以上行方のわからない者 

 

第４節 教育課程 

（授業科目） 

第 31 条 本学の教育課程は、別表のとおりとする。 

（履修単位） 

第 32 条 医療保健学部看護学科の学生は、別表に定める教養科目 20 単位、専門基礎科目・

専門科目 104 単位、総計 124 単位以上修得しなければならない。 

２ 医療保健学部栄養学科の学生は、別表に定める教養科目 24 単位、専門基礎科目・専

門科目 102 単位、総計 126 単位以上修得しなければならない。 

３ 編入学生が本学において修得すべき単位数は、他大学等において修得したと本学が認

定した単位を勘案し、別に定めるものとする。 

（授業の方法） 

第 32 条の 2 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれら

の併用により行うものとする。 

２ 文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利

用して、教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業の方法により修得する単位数は、卒業の要件として修得すべき単位数のう

ち 60 単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第 33 条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学または短期大学等

において履修した授業科目について修得した単位を、本学に入学した後の本学における

授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認めるときは、前項に規定する学修を、本学における授業科目の履修と

みなし、本学の定めるところにより単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし、または与えることのできる単位数は、編

入学、転学等の場合を除き、60 単位を越えないものとする。 

（単位） 

第 34 条 各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時

間外に必要な学修等を考慮し、次の基準によって計算する。 

(１) 講義及び演習については、15 時間ないし 30 時間をもって１単位とする。 
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(２) 実験、実習及び実技については、30 時間ないし 45 時間をもって１単位とする。 

(３) １授業時間あたりの時間数は、原則として 45 分とする。 

２ 各学科の授業科目ごとの単位については、別表に掲げるとおりとする。 

（１年間の授業期間） 

第 35 条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め 35 週にわたることを原則

とする。 

（成績） 

第 36 条 授業科目の成績の評価は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５種とし、Ｓは 90 点以上、Ａ

は 80 点以上、Ｂは 70 点以上、Ｃは 60 点以上、Ｄは 60 点未満とし、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合

格、Ｄを不合格とする。 

（その他） 

第 37 条 この節に定めるもののほか、履修方法等については、学部の履修規程の定める

ところによる。 

 

第５節 卒業、学位授与及び資格 

（卒業） 

第 38 条 本学医療保健学部に４年以上在学し、第 32 条に定める授業科目を修了した者に

ついては、学部の教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 本学医療保健学部栄養学科に編入学後２年以上在学し、第 32 条に定める授業科目を

修了した者については、学部の教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

（学位の授与） 

第 39 条 学長は卒業した者に対して、学士の学位を授与することができる。 

２ 前項の規定により授与する学位については次のとおりとする。 

医療保健学部 

栄養学科   学士（栄養学） 

看護学科   学士（看護学） 

 

（教育職員免許状取得資格） 

第 40 条 教育職員免許状を得ようとする者は、第 32 条の規程のほか、教育職員免許法及

び同法施行規則に定める授業科目を履修し、その単位を修得しなければならない。 

２ 各学科で取得できる免許状の種類は次のとおりとする。 

 看護学科   養護教諭一種免許状 

 栄養学科   栄養教諭一種免許状 

（看護師・保健師・助産師国家試験受験資格） 

第 41 条 本学医療保健学部看護学科において看護師の国家試験受験資格を得るには、保

健師助産師看護師学校養成所指定規則に規定する教育内容に相当する授業科目を履修し、

その単位を修得しなければならない。 

２ 本学医療保健学部看護学科において保健師の国家試験受験資格を得るには、保健師助

産師看護師学校養成所指定規則に規定する教育内容に相当する授業科目を履修し、その

単位を修得しなければならない。 
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単位を修得しなければならない。 

３ 本学医療保健学部看護学科において助産師の国家試験受験資格を得るには、保健師助

産師看護師学校養成所指定規則に規定する教育内容に相当する授業科目を履修し、その

単位を修得しなければならない。 

（栄養士免許証取得・管理栄養士国家試験資格） 

第 42 条 本学医療保健学部栄養学科において栄養士免許証を得るには、栄養士法及び同

法施行規則に規定する教育内容に相当する授業科目を履修し、その単位を修得しなけれ

ばならない。 

２ 前項に相当する科目と教育内容の対応については、別表３に定める。 

３ 本学医療保健学部栄養学科において管理栄養士国家試験の受験資格を得るには、栄養

士法施行規則及び管理栄養士学校指定規則に定める科目を履修し、その単位を修得しな

ければならない。 

４ 前３項に相当する科目と教育内容の対応については、別表４に定める。 

第６節 別科 

(別科) 

第 43 条 本学に，別科助産専攻を置く。 

２ 別科助産専攻の学生定員は次のとおりとする。 

  桐生大学 別科助産専攻 18 名 

３ 別科助産専攻は、教育研究上の目的として、次に掲げるものを定める。 

専門性の高い助産師に必要な知識・技術を習得し、それらを実践できる能力を身に

付け、幅広く社会に貢献できる助産師の育成。 

(別科の修業年限及び在学期間) 

第 44 条  別科助産専攻の修業年限は１年とする。 

２ 別科助産専攻の学生は前項に規定する修業年限の２倍を超えて在学することはできな

い。 

(別科の入学資格) 

第 45 条 別科助産専攻に入学できる者は、学校教育法第 90 条第 1 項に規定する大学入学

資格を有し、かつ保健師助産師看護師法第 21 条に規定する看護師国家試験受験資格を有

する女子とする。 

 (別科の授業科目) 

第 46 条 別科助産専攻の授業科目、単位数および必修または選択の別は別表５に定める

通りとする。 

２ 別科助産専攻の学生は、別表５に定める必修科目単位、選択科目単位以上修得しなけ

ればならない。 

(別科の修了) 

第 47 条 本学別科助産専攻に１年以上在学し、第 46 条に定める授業科目を修了した者に

ついては、教授会の議を経て、学長が修了を認定する。 

(助産師国家試験受験資格) 

第 48 条 別科助産専攻において助産師の国家試験受験資格を得るには、保健師助産師看

護師学校養成所指定規則に規定する教育内容に相当する授業科目を履修し、その単位を修
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得しなければならない。 

(学部学生に関する規定の準用) 

第 49 条 別科生については，本学則に特別の定めがある場合を除き，原則として学部学

生に関する規定を準用する。 

 

第 7 節 研究生、聴講生、科目等履修生及び外国人学生 

（研究生） 

第 50条 本学において特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、

教育研究に支障のない場合に限り、選考のうえ、研究生としてこれを許可することがある。 

２ 研究生に関する事項は、別に定める。 

（聴講生） 

第 51 条 本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、教育

に支障のない場合に限り、選考のうえ、聴講生としてこれを許可することがある。 

２ 聴講生に関する事項は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第 52 条 本学において開設する授業科目の履修を志願する本学の学生以外の者があると

きは、教育に支障のない場合に限り、選考のうえ、科目等履修生としてこれを許可するこ

とがある。 

２ 科目等履修生に関する事項は、別に定める。 

（外国人学生） 

第 53 条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、入学を志願する者

があるときは、選考のうえ、外国人学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人学生に対しては、全て本学則の規程を準用する。 

 

第８節 入学試験料及び授業料等 

（医療保健学部の入学試験料及び授業料等） 

第 54 条 入学試験料、入学金、授業料、教育充実費の金額は、次のとおりとする。なお、

教育充実費には実習費が含まれる。 

（単位：円） 

入学試験料   30,000（センター入試以外） 

        15,000（センター入試） 

入学金     250,000 

授業料     1,000,000（看護学科） 950,000（栄養学科） 

教育充実費    500,000 

２ 編入学生の入学試験料、入学金、授業料、教育充実費の金額は、第１項に準ずる。 

（別科の入学試験料及び授業料等） 

第 55 条 入学試験料、入学金、授業料、教育充実費の金額は、次のとおりとする。 

（単位：円） 

入学試験料   30,000 

入学金     250,000 
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授業料      900,000 

教育充実費    450,000 

（授業料の納入） 

第 56 条 授業料は学年度の当初において、これを納入する。ただし、次の２期に分けて

納付することができる。 

前期 ４月末日まで 

後期 10 月末日まで 

（復学の場合の授業料） 

第 57 条 学期の中途で復学した者に対しては、当該期分の授業料を徴収する。 

（退学の場合の授業料） 

第 58 条 学期の中途で退学した者に対しては、当該期分の授業料を徴収する。 

（休学の場合の授業料等） 

第 59 条 休学を許可した者に係る授業料等は、特に教授会の決議に基づき承認した場合

を除き、別に定める在籍料を、授業料に代えて徴収する。 

（授業料の徴収の猶予） 

第 60 条 授業料等納付金の納付が経済的理由により困難であると認められ、かつ、学業

成績優秀と認められる者については、別に定めるところにより、その授業料等納付金を減

額または免除することができる。 

２ 授業料納入猶予期間は、納入期限後（前期・後期とも）３か月以内とし、納入しない

者は、第 30 条第１号により除籍とする。 

（研究生、聴講生及び科目等履修生の授業料） 

第 61 条 研究生、聴講生及び科目等履修生の検定料及び授業料の金額は、次のとおりと

する。 

                  検定料     入学金    履修登録料    授業料 

研究生       3,000         50,000                          300,000 

聴講生            5,000                                          10,000 

  科目等履修生     10,000                           15,000         20,000 

※授業料は研究生の場合は、年額 

聴講生および科目等履修生の場合は、１単位又は 15 時間あたり 

（納入した授業料等） 

第 62 条 納入した入学試験料、入学金、授業料及びその他の諸納付金は、特別の事情の

ある場合を除き返還しない。但し、入学手続きに際して納入した授業料等納付金は、所定

の期日までに入学の辞退および返還の申し出があった場合は、その請求により入学金を除

く授業料等納付金を返還する。 

第９節 賞罰 

（表彰） 

第 63 条 学生として表彰に価する行為があった者に対し、学長は教授会の議を経て、表

彰することができる。 

（懲戒） 

第 64 条 学生が、その本分に反する行為又は本学の諸規程等に違反する行為を行ったと
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きは、教授会の議を経て、学長が懲戒する。 

２ 懲戒は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 次の各号の一に該当する者に対し、退学を行う。 

(１) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(２) 正当な理由なくして出席が常でない者 

(３) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

附  則  

本学則は平成３１年４月１日から施行する。 

２．平成23年度以前の入学者については、学則別表の規定に関わらず、従前の例による。 

附 則 

本学則は令和２年４月１日から施行する。 

 ２. 令和元年度以前の入学者については、第36条の規定に関わらず、従前の例による。 

附 則 

  本学則は令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

  本学則は令和４年４月１日から施行する。 

 ２. 令和３年度以前の入学者については、学則別表の規定に関わらず、従前の例による。 

附 則 

  本学則は令和５年４月１日から施行する。 

 ２. 令和４年度以前の入学者については、第5条、第22条、第32条、第38条、第41条、第

42条、第46条、学則別表の規定に関わらず従前の例による。 
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別表

必　修選　択 自由

哲学・倫理学 2

心理学 2

教育原論 2

日本国憲法 2

国際文化論 2

家族関係論 2
スポーツ科学Ⅰ(レクリエーションとしてのスポーツ) 1

スポーツ科学Ⅱ(トレーニングの方法) 1

人間発達学 2

ベーシックサイエンス 2

生活とデザイン 1

地域社会学 1

人間工学 2

行動科学 1

コミュニケーション論 1
基礎英語Ⅰ(Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ＆Ｒｅａｄｉｎｇ) 1
基礎英語Ⅱ(Ｓｐｅａｋｉｎｇ＆Ｗｒｉｔｉｎｇ) 1

実践英会話 1

医療保健英語 1

中国語 1

スペイン語 1

ポルトガル語 1

データサイエンス 1

情報処理基礎演習 1

情報処理応用演習 1
7 27 0 20単位以上履修

スタートアップセミナー 1

チーム連携論 1

人体の構造と機能Ⅰ 2

人体の構造と機能Ⅱ 2

人体の生化学 1

生命倫理 1

生命と環境 1

疾病の成り立ち 1

感染と防御 1

臨床検査（放射線医学含む） 1

栄養学 2

臨床薬理学 1

ヘルスカウンセリング 1

疾病の回復促進Ⅰ 2

疾病の回復促進Ⅱ 2

疾病の回復促進Ⅲ 2

疫学 2

保健統計学 2

保健医療福祉行政論 2

社会福祉学概論 1

社会保障論 1

医療関係法規 1
26 5 0

「人間と情報・コ
ミュニケーション」
の必修科目５単位、
選択科目から３単位
以上選択

人
間
と
情
報
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

合計（教養科目）
専

門

基

礎

科

目

医

療

保

健

科

目

人
体
の
し

く

み

人

間

と

健

康

健

康

生

活

と

社

会

専門基礎科目、 専門
科目から 選択科目９
単位以上選択

合計（専門基礎科目）

人

間

と

科

学

教

養

科

目

人

間

と

社

会

１．看護学科教育課程

備考

「人間と社会」から
選択科目６単位以上
選択

「人間と科学」から
必修科目２単位、選
択科目４単位以上選
択

科目
区分

授業科目の名称
単位数
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看護学概論 2

看護倫理学 1

看護技術学概論 1

看護技術学Ⅰ （生活行動支援技術） 2

看護技術学Ⅱ（ヘルスアセスメント） 1
看護技術学Ⅲ（治療過程演習・症状緩和） 2

看護過程演習 2

対人援助方法 1

早期体験実習 1
基礎看護学実習Ⅰ （日常生活支援技術） 2

基礎看護学実習Ⅱ （看護過程の展開） 3

母性看護学概論 2

母性看護支援技術 2

母性看護学実習 2

小児看護学概論 2

小児看護支援技術 2

小児看護学実習 2

成人看護学概論 2

成人慢性期看護支援技術 2

成人慢性期看護学実習 2

成人急性期看護支援技術 2

成人急性期看護学実習 2

セルフケア論 1

クリティカルケア論 1

精神看護学概論 2

精神看護支援技術 2

精神看護学実習 2

高齢期看護学概論 2

高齢期看護支援技術 2

地域高齢者支援実習 1

高齢期看護学実習 2

地域・在宅看護概論 1

家族看護学 1

地域・在宅看護支援技術 2

地域・在宅看護学実習 2

公衆衛生看護学概論 2

公衆衛生看護支援技術 2

対象別公衆衛生看護活動 2

公衆衛生看護管理 1

産業保健活動 1

公衆衛生看護学実習 5

学校保健Ⅰ (学校保健の概要) 1

学校保健Ⅱ (学校保健の研究と展望) 1

学校における健康相談 1

学校における救急処置活動 1

看護教育とキャリア発達支援 1

看護管理 1

看護研究Ⅰ 1

看護研究Ⅱ 1

医療安全管理 1

緩和ケア 1

感染看護 1

災害看護 1

国際看護と多文化共生 2

看護特別セミナーⅠ 1

看護特別セミナーⅡ 2

看護統合実習 2

専門基礎科目、 専
門科目から 選択科
目９単位以上選択

地

域

・

在

宅

看

護

看

護

の

基

本

看

護

の

統

合

と

発

展

専

門

科

目

看

護

の

実

践
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助産学概論 1

妊娠期助産診断技術学 1

分娩期助産診断技術学 2

産褥期・新生児期助産診断技術学 1

周産期ハイリスクケアⅠ 2

周産期ハイリスクケアⅡ 2

保健指導技術 2

地域母子保健 1

助産管理 1

助産学実習 11

69 48 0

現代教職論 2

教育心理学 2

教育課程論 2

教育方法論 1

生徒指導論 2

特別支援教育論 1

道徳理論・特別活動論 1

総合的な学習の時間の指導法 1

教育相談論 2

養護概論 2

教職実践演習（養護教諭） 2

養護実習 4

教育実習事前事後指導 1

0 0 23

助

産

師

合計（専門科目）

合計（教職科目）

教
職
科
目

専

門

科

目
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必　修選　択 自由

哲学・倫理学 2

心理学 2

教育原論 2

法学 2

日本国憲法 2

国際文化論 2

家族関係論 2
スポーツ科学Ⅰ (レクリエーションとしてのスポーツ) 1

スポーツ科学Ⅱ (トレーニングの方法) 1

環境論 2

人間発達学 2

物理学 2

生物学 2

化学 2

生活とデザイン 2

地域社会学 2

人間工学 2

行動科学 1

コミュニケーション論 1
基礎英語Ⅰ (Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ＆Ｒｅａｄｉｎｇ) 1
基礎英語Ⅱ (Ｓｐｅａｋｉｎｇ＆Ｗｒｉｔｉｎｇ) 1

実践英会話 1

医療保健英語 1

英書講読 1

中国語 1

スペイン語 1

ポルトガル語 1

統計学 1

情報処理基礎演習 1

情報処理応用演習 1

文献検索とクリティーク 1
4 42 24単位以上履修

備考

２．栄養学科教育課程

科目
区分

授業科目の名称

教

養

科

目

人

間

と

社

会

「人間と社会」から
選択科目８単位以上
選択

人

間

と

環

境

「人間と環境」から
選択科目８単位以上

単位数

人

間

と

情

報

・

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

「人間と情報・コ
ミュニケーション」
の必修科目４単位、
選択科目から４単位
以上選択

合計（教養科目）
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医療保健論 1

チーム連携論 1

早期体験合同実習 1

管理栄養士活動論 2

生物有機化学 2

医療保健統計学 2

食文化論 2

栄養生命科学 1

臨床医学概論 2

公衆衛生学Ⅰ（社会環境・Ⅰ） 2

公衆衛生学Ⅱ（社会環境・Ⅱ） 2

公衆衛生学Ⅲ（社会環境・Ⅲ） 2

解剖生理学Ⅰ（人体・Ⅰ） 2

解剖生理学Ⅱ（人体・Ⅱ） 2

解剖生理学実験Ⅰ 1

解剖生理学実験Ⅱ 1

生化学Ⅰ（人体・Ⅲ） 2

生化学Ⅱ（人体・Ⅳ） 2

生化学実験Ⅰ 1

生化学実験Ⅱ 1

免疫学（人体・Ⅶ） 2

病理学（人体・Ⅵ） 2

栄養生理学（人体・Ⅴ） 2

食品学Ⅰ（食べ物・Ⅰ） 2

食品学Ⅱ（食べ物・Ⅲ） 2

食品学実験Ⅰ 1

食品学実験Ⅱ 1

食品衛生学（食べ物・Ⅳ） 2

食品衛生学実験 1

食事設計計画実習 1

調理科学（食べ物・Ⅱ） 2

調理学実習Ⅰ 1

調理学実習Ⅱ 1
47 5

医

療

保

健

科

目
専門基礎科目、 専門
科目から 選択科目９
単位以上選択栄

養
学
科
基
礎
科
目

社

会

･

環

境

と

健

康

人
体
の
構
造
と
機
能
･
疾
病
の

成

り

立

ち

合計（専門基礎科目）

専

門

基

礎

科

目

食

べ

物

と

健

康
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基礎栄養学 2

基礎栄養学実験 1

応用栄養学Ⅰ 2

応用栄養学Ⅱ 2

応用栄養学Ⅲ 2

応用栄養学実習 1

栄養教育論Ⅰ 2

栄養教育論Ⅱ 2

栄養教育論Ⅲ 2

栄養教育論実習Ⅰ 1

栄養教育論実習Ⅱ 1

臨床栄養学Ⅰ 2

臨床栄養学Ⅱ 2

臨床栄養学Ⅲ 2

臨床栄養学Ⅳ 2

臨床栄養学実習Ⅰ (学内実習) 1

臨床栄養学実習Ⅱ (学内実習) 1

公衆栄養学Ⅰ 2

公衆栄養学Ⅱ 2

公衆栄養学実習Ⅰ (学内実習) 1

給食経営管理論Ⅰ 2

給食経営管理論Ⅱ 2

給食経営管理論実習Ⅰ （学内実習） 1

管理栄養士総合演習Ⅰ 1

管理栄養士総合演習Ⅱ 1

給食経営管理論実習Ⅱ （臨地実習） 2

臨床栄養学実習Ⅲ （臨地実習） 2

公衆栄養学実習Ⅱ （臨地実習） 1

特別演習Ⅰ 1

特別演習Ⅱ 1

特別演習Ⅲ 1

特別演習Ⅳ 1
卒

業

研

究
卒業研究 4

薬理学 2

食品バイオテクノロジー 2

調理科学実験 1

調理学実習Ⅲ （世界の料理と調理手法） 1

健康スポーツ栄養学 2

クックチルシステム概論演習 1

フードスペシャリスト論 2

フードマーケティング論 2

フードコーディネート論 2

44 24

現代教職論 2

教育心理学 2

教育課程論 2

教育方法論 1

生徒指導論 2

特別支援教育論 1

道徳理論・特別活動論 1

総合的な学習の時間の指導法 1

教育相談論 2

栄養教諭論 2

学校食育指導論 2

教職実践演習（栄養教諭） 2

栄養教育実習 1

教育実習事前事後指導 1

0 0 22合計（教職科目）

専

門

科

目

基

礎

栄

養
学

専門基礎科目、 専
門科目から 選択科
目９単位以上選択

合計（専門科目）

教
職
科
目

公

衆

栄

養

学

給

食

経

営

管

理

論

総

合

演

習

臨

地

実

習

特

別

演

習

選

択

科

目

応
用

栄

養

学

栄

養

教

育

論

臨

床

栄

養

学
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講義又
は演習

実験又
は実習

　公衆衛生学Ⅰ（社会環境・Ⅰ） 2
  公衆衛生学Ⅱ（社会環境・Ⅱ） 2
　公衆衛生学Ⅲ（社会環境・Ⅲ） 2
　解剖生理学Ⅰ（人体・Ⅰ） 2
　解剖生理学実験Ⅰ 1
　生化学Ⅰ（人体・Ⅲ） 2
　生化学実験Ⅰ 1
　免疫学（人体・Ⅶ） 2
　病理学（人体・Ⅵ） 2
　食品学Ⅰ（食べ物・Ⅰ） 2
　食品学Ⅱ（食べ物・Ⅲ） 2
　食品学実験Ⅰ 1
　食品衛生学（食べ物・Ⅳ） 2
　食品衛生学実験 1

20 4
　基礎栄養学 2
　基礎栄養学実験 1
　応用栄養学Ⅰ 2
　応用栄養学実習 1
　臨床栄養学Ⅰ 2
　臨床栄養学Ⅳ 2
　臨床栄養学実習Ⅰ（学内実習） 1
　栄養教育論Ⅰ 2
　栄養教育論Ⅱ 2
　栄養教育論実習Ⅰ 1
　栄養教育論実習Ⅱ 1
　公衆栄養学Ⅰ 2
　公衆栄養学実習Ⅰ（学内実習） 1
　調理科学（食べ物・Ⅱ） 2
　調理学実習Ⅰ 1
　調理学実習Ⅱ 1
　給食経営管理論Ⅰ 2
　給食経営管理論実習Ⅰ（学内実習） 1

18 11
38 15総　　　　　計

３．栄養学科授業科目と栄養士施行規則に定める教育内容の対応表

専
門
基
礎
分
野

社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生

計

専
門
分
野

栄養と健康

栄養の指導

給食の運営

計

科
目
区
分

学部学科の名称

2  給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習）

備　　考

医療保健学部栄養学科

栄養士法施行規則別表
第一に定める教育内容

授業科目名
単位数
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４．栄養学科授業科目と管理栄養士学校指定規則に定める教育内容の対応表

講義又
は演習

実験又
は実習

　公衆衛生学Ⅰ（社会環境・Ⅰ） 2

  公衆衛生学Ⅱ（社会環境・Ⅱ） 2

　公衆衛生学Ⅲ（社会環境・Ⅲ） 2

　解剖生理学Ⅰ（人体・Ⅰ） 2

　解剖生理学Ⅱ（人体・Ⅱ） 2

　解剖生理学実験Ⅰ 1

　解剖生理学実験Ⅱ 1

　生化学Ⅰ（人体・Ⅲ） 2

　生化学Ⅱ（人体・Ⅳ） 2

　生化学実験Ⅰ 1

　生化学実験Ⅱ 1

　免疫学（人体・Ⅶ） 2

　病理学（人体・Ⅵ） 2

　栄養生理学（人体・Ⅴ） 2

　食品学Ⅰ（食べ物・Ⅰ） 2

　食品学Ⅱ（食べ物・Ⅲ） 2

　食品学実験Ⅰ 1

　食品学実験Ⅱ 1

　食品衛生学（食べ物・Ⅳ） 2

　食品衛生学実験 1

　食事設計計画実習 1

　調理科学（食べ物・Ⅱ） 2

　調理学実習Ⅰ 1

　調理学実習Ⅱ 1

28 10

　基礎栄養学 2

　基礎栄養学実験 1

　応用栄養学Ⅰ 2

　応用栄養学Ⅱ 2

　応用栄養学Ⅲ 2

　応用栄養学実習 1

　栄養教育論Ⅰ 2

　栄養教育論Ⅱ 2

　栄養教育論Ⅲ 2

　栄養教育論実習Ⅰ 1

　栄養教育論実習Ⅱ 1

　臨床栄養学Ⅰ 2

　臨床栄養学Ⅱ 2

　臨床栄養学Ⅲ 2

　臨床栄養学Ⅳ 2

　臨床栄養学実習Ⅰ（学内実習） 1

　臨床栄養学実習Ⅱ（学内実習） 1

　公衆栄養学Ⅰ 2

　公衆栄養学Ⅱ 2

　公衆栄養学実習Ⅰ（学内実習） 1

　給食経営管理論Ⅰ　　　　　 2

　給食経営管理論Ⅱ 2

　給食経営管理論実習Ⅰ(学内実習) 1

　管理栄養士総合演習Ⅰ 1

　管理栄養士総合演習Ⅱ 1

　給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習） 2

　臨床栄養学実習Ⅲ（臨地実習） 2

　公衆栄養学実習Ⅱ（臨地実習） 1

32 13

60 23

科
目
区
分

学部学科の名称

備　　考

医療保健学部栄養学科

管理栄養士学校指定
規則別表第一に定める
教育内容

授業科目名

単位数

専
門
基
礎
分
野

社会・環境と健康

人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち

食べ物と健康

計

　　　　総　　　　　計

専
門
分
野

基礎栄養学

応用栄養学

栄養教育論

臨床栄養学

公衆栄養学

給食経営管理論

総合演習

臨地実習

計
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必修 選択 自由

助産学概論 1

人間の性と生殖 1

妊娠・分娩・産褥の生理 1

ハイリスク妊娠・分娩・産褥 1

新生児・乳幼児の生理と病態 1

母子の栄養科学 1

母性父性の心理・社会学 1

助産診断・技術学概論 1

助産診断・技術学Ⅰ 2

助産診断・技術学Ⅱ 2

助産診断・技術学Ⅲ 1

助産診断・技術学Ⅳ 1

保健指導技術概論 1

保健指導技術 2

地域母子保健Ⅰ 1

地域母子保健Ⅱ 1

助産管理 2

助産学実習 11

助産研究 1

不妊とケア 1

国際助産師論 1

33 2計

修了要件：必修科目33単位および選択科目1単位以上、合計34単位以上を取得すること

基
礎
領
域

実
践
領
域

総
合
領
域

選択科目か
ら1単位以上
取得

５．別科助産専攻授業科目

科目
区分

授業科目の名称
単位数

備考
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変更事項を記載した書類 

 

 

 

1. 変更の事由 

 ・看護学科再編に伴う変更 

学生や社会の要請に適切に応えていくための看護学科の再編に伴い、学則及び学則別

表を変更する。 

 

2. 変更点 

（1）看護学科再編に関する変更点 

主な変更点は①収容定員変更（入学定員 80 名から 100 名、編入学定員若干名から 0）、

②教育目標の変更、③学部教育に助産師養成課程を含め、従来の看護師養成課程、保健

師養成課程、教職課程の教育を充実させるためのカリキュラム変更、④卒業要件単位の

変更（126単位から 124単位）の 4点である。 

（2）語句の修正に関する変更点 

 教授会に関する条文について、実態に即した形で第 10条を変更する。 
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「
桐
生
大
学
 
学
則
」
 
新
旧
対
照
表

 

新
 

旧
 

（
学
部
）

 

第
５
条
 

本
学
に
、
次
の
学
部
を
置
く
。

 

 
医
療
保
健
学
部

 

２
 
前
項
の
学
部
に
置
く
学
科
及
び
そ
の
収
容
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
看
護
学
科
 

 
 
 
 
収
容
定
員
 

4
0

0
名

 
 
（
入
学
定
員
 

1
0
0
名
）

 

栄
養
学
科

 
 
 
収
容
定
員
 

2
4
6
名
 
（
入
学
定
員
 

6
0
名
 
３
年
次
編
入
学
定
員
 

3
名
）

 

３
 
栄
養
学
科
の
学
級
数
は
２
ク
ラ
ス
と
す
る
。

 

４
 
医
療
保
健
学
部
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
掲
げ
る
も
の
を
定
め
る
。

 

建
学
の

精
神
で
あ
る
「
社
会
に
出
て
役
立
つ
人
間
の
育
成
」
を
基
本
と
し
、
生
命
の
尊
厳
、
人
の
多
様
な
価
値
観
を
認
識

し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
職
務
実
践
が
向
上
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

 

教
育
方

針
で
あ
る
「
高
い
教
養
と
確
か
な
技
術
の
修
得
を
め
ざ
し
た
『
実
学
実
践
』
に
よ
る
幅
広
い
職
業
人
の
育
成
」
を

基
本
と
し
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
知
識
・
技
術
、

IC
T

に
よ
る
情
報
収
集

・
活
用
、
多
職
種
と
の
連
携
・
協
働
す
る

基
礎
的
能

力
を
修
得
し
、
国
際
的
な
視
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
生
活
す
る
人
々
の
多
様
な
文
化
・
慣
習
を
理
解
し
、
地
域

の
発
展
に

寄
与
す
る
職
業
人
を
育
成
す
る
。

 

５
 
各
学
科
の
教
育
研
究
上
の
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
掲
げ
る
も
の
を
定
め
る
。

 

 
看
護
学
科

 

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
幅
広
い
教
養
教
育
と
看
護
学
に
お
け
る
確
か
な
知
識
･技

術
の
修
得
を
基

盤
と
し
、
対
象
の

健
康
レ
ベ
ル
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
を
展
開
す
る
能
力
を
身
に
付
け
て
、
保
健
･医

療
･福

祉
･教

育
の
分
野
に
お

い
て
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
専
門
職
、
看
護
師
･保

健
師
･助

産
師
･養

護
教
諭
を
育
成
す
る
。

 

 

 
栄
養
学
科

 

(１
) 

自
立
し
た
専
門
職
と
し
て
の
知
識

・
技
能
・
態
度
及
び
考
え
方
の
総
合
的
能
力
の
育
成
。

 

(２
) 

人
間
愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
く

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
。

 

(３
) 

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
に
対
応

で
き
る
「
食
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
。

 

(４
) 

地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

に
お
け
る
「
食
と
健
康
」
に
関
す
る
実
践
的
職
業
人
の
育
成
。

 

 

（
学
部
）

 

第
５
条
 
本
学
に
、
次
の
学
部
を
置
く
。

 

 
医
療
保
健
学
部

 

２
 
前
項
の
学
部
に
置
く
学
科
及
び
そ
の
収
容
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 
看
護
学
科
 

 
 
 
 
収
容
定
員
 

3
2

0
名

 
 
（
入
学
定
員
 

8
0
名
 
３
年
次
編
入
学
定
員

 
若
干
名
）

 

栄
養
学
科

 
 
 
収
容
定
員
 

2
4
6
名
 
（
入
学
定
員
 

6
0
名

 
３
年
次
編
入
学
定
員
 

3
名
）

 

３
 
栄
養
学
科
の
学
級
数
は
２
ク
ラ
ス
と
す
る
。

 

４
 
医
療
保
健
学
部
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
と
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
定
め
る
。

 

(１
) 

生
命
の
尊
厳
と
人
権
を
尊
重
し
養
護
す
る
倫
理
観
を
養
う
と
と
も
に
、「

幅
広
い
知
識
と
確
か
な
技
術
を

も
つ
、
対

応

力
に
優
れ
た
」
専
門
職
の
育
成
。

 

(２
) 

保
健
・

医
療
・

栄
養
を

人
間

総
合
科

学
の

一
分
野
と

し
て

捉
え
、

人
間

の
理
解
を

主
軸

に
新
時

代
や

国
際

社
会

に
も

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
。

 

  ５
 
各
学
科
の
教
育
研
究
上
の
目
的
と
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
定
め
る
。

 

 
看
護
学
科

 

(１
)自

立
し
た
専
門
職
と
し
て
の
知
識
・
技
能
・
態
度
及
び
考
え
方
の
総
合
的
能
力
の
育
成
。

 

(２
)人

間
理
解
と
協
働
意
識
に
基
づ
く
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
。

 

(３
)地

域
社
会
及
び
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
専
門
的
職
業
人
の
育
成
。

 

(４
)地

域
社
会
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
環
境
の
中
で
力
を
発
揮
で
き
る
実
践
的
職
業
人
の
育
成
。

 

 
栄
養
学
科

 

(１
) 

自
立
し
た
専
門
職
と
し
て
の
知
識
・
技
能
・
態
度
及
び
考
え
方
の
総
合
的
能
力
の
育
成
。

 

(２
) 

人
間
愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
く
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
。

 

(３
) 

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
に
対
応
で
き
る
「
食
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
。

 

(４
) 

地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
「
食
と
健
康
」
に
関
す
る
実
践
的
職
業
人
の
育
成
。

 

 

（
教
授
会
）
 

第
10
条
 

本
学
に
、
学
部
の
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
教
授
会
を
置
く
。
 

２
 
学
部
の
教
授
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
 

(１
) 

学
長
 

(２
) 

学
部
長
 

(３
) 

学
科
長
 

(４
) 

当
該
学
部
の
教
授
 

(５
) 

当
該
学
部
の
准
教
授
 

(６
) 

学
長
が
指
名
す
る
者
 

（
教
授
会
）
 

第
10

条
 
本
学
に
、
学
部
の
教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
教
授
会
を
置
く
。
 

２
 
学
部
の
教
授
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
 

(１
) 

当
該
学
部
の
教
授
 

(２
) 

当
該
学
部
の
准
教
授
 

(３
) 

学
部
長
が
指
名
す
る
者
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新
 

旧
 

（
編
入
学
）
 

第
22

条
 
 

（
削
除
）
 

  １
 
栄
養
士
の
免
許
を
取
得
（
見
込
み
を
含
む
）
し
、
か
つ
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
（
見
込
み
を
含
む
）
者
で
、
本
学

医
療
保
健
学
部
栄
養
学
科
に
編
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
う
え
、
３
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
。
 

(１
) 

栄
養
士
養
成
課
程
の
大
学
又
は
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
者
 

(２
) 

栄
養
士
養
成
系
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
を
修

了
し
た
者
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
編
入
学
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る
。
 

（
編
入
学
）
 

第
22

条
 
看
護
師
の
免
許
を
取
得
（
見
込
み
を
含
む
）
し
、
か
つ
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
（
見
込
み
を
含
む

）
者

で
、

本
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
に
編
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
う
え
、
３
年
次
に
入
学
を
許

可
す

る
。
 

(１
) 

看
護
師
養
成
課
程
の
大
学
又
は
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
者
 

(２
) 

看
護
師
養
成
系
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
を
修

了
し

た
者
 

２
 
栄
養
士
の
免
許
を
取
得
（
見
込
み
を
含
む
）
し
、
か
つ
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
（
見
込
み
を
含
む
）
者

で
、

本
学

医
療
保
健
学
部
栄
養
学
科
に
編
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
う
え
、
３
年
次
に
入
学
を
許

可
す

る
。
 

(１
) 

栄
養
士
養
成
課
程
の
大
学
又
は
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
者
 

(２
) 

栄
養
士
養
成
系
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
を
修

了
し

た
者
 

３
 
前
２
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
編
入
学
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る
。
 

（
履
修
単
位
）
 

第
32

条
 
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
の
学
生
は
、
別
表
に
定
め
る
教
養
科
目

20
単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目

10
4

単
位
、
総
計

12
4
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
医
療
保
健
学
部

栄
養
学
科
の
学
生
は
、
別
表
に
定
め
る
教
養
科
目

24
単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目

10
2
単
位
、

総
計

12
6
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
編
入

学
生
が
本
学
に
お
い
て
修
得
す
べ
き
単
位
数
は
、
他
大
学
等
に
お
い
て
修
得
し
た
と
本
学
が
認
定
し
た
単
位
を
勘

案
し
、
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
履
修
単
位
）
 

第
32

条
 
医
療
保
健
学
部
の
学
生
は
、
別
表
に
定
め
る
学
部
共
通
科
目

2
4
単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目

1
02

単
位

、

総
計

12
6
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
編
入
学
生
が
本
学
に
お
い
て
修
得
す
べ
き
単
位
数
は
、
他
大
学
等
に
お
い
て
修
得
し
た
と
本
学
が
認
定
し
た

単
位

を
勘

案
し
、
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
卒
業
）

 

第
3

8
条

 
本
学
医
療
保
健
学
部
に
４
年
以
上
在
学
し
、
第

3
2
条
に
定
め
る
授
業
科
目
を
修
了
し
た
者
に

つ
い
て
は
、
学
部

の
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
卒
業
を
認
定
す
る
。

 

２
 
本
学
医
療
保
健
学
部

栄
養
学
科
に
編
入
学
後
２
年
以
上
在
学
し
、
第

3
2
条
に
定
め
る
授
業
科
目
を
修
了
し
た
者
に
つ
い

て
は
、
学
部
の
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
卒
業
を
認
定
す
る
。

 

（
卒
業
）

 

第
3

8
条
 
本
学
医
療
保
健
学
部
に
４
年
以
上
在
学
し
、
第

3
2
条
に
定
め
る
授
業
科
目
を
修
了
し
た
者
に
つ
い

て
は
、
学

部

の
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
卒
業
を
認
定
す
る
。

 

２
 
本
学
医
療
保
健
学
部
に
編
入
学
後
２
年
以
上
在
学
し
、
第

3
2
条
に
定
め
る
授
業
科
目
を
修
了
し
た
者
に

つ
い

て
は

、
学

部
の
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
卒
業
を
認
定
す
る
。

 

（
看
護
師
・
保
健
師

・
助
産
師
国
家
試
験
受
験
資
格
）

 

第
4

1
条

 
本
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
に
お
い
て
看
護
師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師

学
校
養

成
所
指
定
規
則
に
規
定
す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

２
 
本
学

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
に
お
い
て
保
健
師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
学
校

養
成
所
指
定
規
則
に
規
定
す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
 
本
学

医
療
保
健

学
部
看
護
学
科
に
お
い
て
助
産
師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
学
校

養
成
所
指
定
規
則
に
規
定
す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
師
・
保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
）

 

第
4

1
条
 
本
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
に
お
い
て
看
護
師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
保
健
師
助
産

師
看
護

師

学
校
養
成
所
指
定
規
則
に
規
定
す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

２
 
本
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
に
お
い
て
保
健
師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
保
健
師
助
産

師
看

護
師

学
校

養
成
所
指
定
規

則
に
規
定
す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。 
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（
栄
養
士
免
許
証
取
得
・
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
資
格
）

 

第
4

2
条

 
本
学
医
療
保
健
学
部
栄
養
学
科
に
お
い
て
栄
養
士
免
許
証
を
得
る
に
は
、
栄
養
士
法
及
び
同
法
施
行
規
則
に
規
定

す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
に
相
当
す
る
科
目
と
教
育
内
容
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
別
表
３
に
定
め
る
。

 

３
 
本
学

医
療
保
健
学
部
栄
養
学
科
に
お
い
て
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
栄
養
士
法
施
行
規
則
及

び
管
理
栄
養
士
学
校
指
定
規
則
に
定
め
る
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
前
３
項
に
相
当
す
る
科
目
と
教
育
内
容
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
別
表
４
に
定
め
る
。

 

（
栄
養
士
免
許
証
取
得
・
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
資
格
）

 

第
4

2
条
 
本
学
医
療
保
健
学
部
栄
養
学
科
に
お
い
て
栄
養
士
免
許
証
を
得
る
に
は
、
栄
養
士
法
及
び
同
法
施
行

規
則

に
規

定

す
る
教
育
内
容
に
相
当
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
に
相
当
す
る
科
目
と
教
育
内
容
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
別
表
６
に
定
め
る
。

 

３
 
本
学
医
療
保
健
学
部
栄
養
学
科
に
お
い
て
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
に
は
、
栄
養
士

法
施

行
規

則
及

び
管
理
栄
養
士
学
校
指
定
規
則
に
定
め
る
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
前
３
項
に
相
当
す
る
科
目
と
教
育
内
容
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
別
表
７
に
定
め
る
。

 

(別
科
の
授
業
科
目

) 

第
4

6
条

 
別
科
助
産
専
攻
の
授
業
科
目
、
単
位
数
お
よ
び
必
修
ま
た
は
選
択
の
別
は
別
表
５
に
定
め
る
通
り
と
す
る
。

 

２
 
別
科
助
産
専
攻
の
学
生
は
、
別
表
５
に
定
め
る
必
修
科
目
単
位
、
選
択
科
目
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(別
科
の
授
業
科
目

) 

第
4

6
条
 
別
科
助
産
専
攻
の
授
業
科
目
、
単
位
数
お
よ
び
必
修
ま
た
は
選
択
の
別
は
別
表
８
に
定
め
る
通
り

と
す

る
。

 

２
 
別
科
助
産
専
攻
の
学
生
は
、
別
表
に
定
め
る
必
修
科
目
単
位
、
選
択
科
目
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。
 

附
 
則

 

 
 
本
学
則
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
２

. 
令
和
４
年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
第

5
条
、
第

2
2
条
、
第

3
2
条
、
第

3
8
条
、
第

4
1
条
、
第

4
2
条
、
第

4
6
条
、

学
則
別
表
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
従
前
の
例
に
よ
る
。
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別
表

必
　

修
選

　
択

　
哲

学
・

倫
理

学
2

　
心

理
学

2
　

教
育

原
論

2
　

法
学

2
　

日
本

国
憲

法
2

　
国

際
文

化
論

2
　

家
族

関
係

論
2

　
ス

ポ
ー

ツ
科

学
Ⅰ

(レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
の

ス
ポ

ー
ツ

)
1

　
ス

ポ
ー

ツ
科

学
Ⅱ

(ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法
)

1
　

環
境

論
2

　
人

間
発

達
学

2
　

物
理

学
2

　
生

物
学

2
　

化
学

2
　

生
活

と
デ

ザ
イ

ン
2

　
地

域
社

会
学

2
　

人
間

工
学

2
　

行
動

科
学

1
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

1
　

基
礎

英
語

Ⅰ
(L

is
te

ni
ng

 &
 R

ea
di

ng
)

1
　

基
礎

英
語

Ⅱ
(S

pe
ak

in
g 

& 
Wr

it
in

g)
1

　
実

践
英

会
話

1
　

医
療

保
健

英
語

1
　

英
書

講
読

1
　

中
国

語
1

　
ス

ペ
イ

ン
語

1
　

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1
　

統
計

学
1

　
情

報
処

理
基

礎
演

習
1

　
情

報
処

理
応

用
演

習
1

　
文

献
検

索
と

ク
リ

テ
ィ

ー
ク

1

4
4
2

2
4
単

位
以

上
履

修

１
．

学
部

共
通

科
目

（
教

養
科

目
）

備
考

「
人

間
と

社
会

」
か

ら
８

単
位

選
択

「
人

間
と

環
境

」
か

ら
８

単
位

選
択

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称
単

位
数

「
人

間
と

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

必
修

科
目

４
単

位
選

択
科

目
か

ら
４

単
位

以
上

選
択

人 間 と 情 報 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

計
（

学
部

共
通

科
目

）

人 間 と 環 境

学 部 共 通 科 目 （ 教 養 科 目 ）

人 間 と 社 会

別
表

必
　

修
選

　
択

自
由

哲
学

・
倫

理
学

2

心
理

学
2

教
育

原
論

2

日
本

国
憲

法
2

国
際

文
化

論
2

家
族

関
係

論
2

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅰ
(
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

の
ス

ポ
ー

ツ
)

1

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅱ
(
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

方
法

)
1

人
間

発
達

学
2

ベ
ー

シ
ッ

ク
サ

イ
エ

ン
ス

2

生
活

と
デ

ザ
イ

ン
1

地
域

社
会

学
1

人
間

工
学

2

行
動

科
学

1

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

1

基
礎

英
語

Ⅰ
(
Ｌ

ｉ
ｓ

ｔ
ｅ

ｎ
ｉ

ｎ
ｇ

＆
Ｒ

ｅ
ａ

ｄ
ｉ

ｎ
ｇ

)
1

基
礎
英
語
Ⅱ
(
Ｓ
ｐ
ｅ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｗ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
)

1

実
践

英
会

話
1

医
療

保
健

英
語

1

中
国

語
1

ス
ペ

イ
ン

語
1

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

1

情
報

処
理

基
礎

演
習

1

情
報

処
理

応
用

演
習

1

7
2
7

0
2
0
単

位
以

上
履

修

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
1

チ
ー

ム
連

携
論

1

人
体

の
構

造
と

機
能

Ⅰ
2

人
体

の
構

造
と

機
能

Ⅱ
2

人
体

の
生

化
学

1

生
命

倫
理

1

生
命

と
環

境
1

疾
病

の
成

り
立

ち
1

感
染

と
防

御
1

臨
床

検
査

（
放

射
線

医
学

含
む

）
1

栄
養

学
2

臨
床

薬
理

学
1

ヘ
ル

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

1

疾
病

の
回

復
促

進
Ⅰ

2

疾
病

の
回

復
促

進
Ⅱ

2

疾
病

の
回

復
促

進
Ⅲ

2

疫
学

2

保
健

統
計

学
2

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
2

社
会

福
祉

学
概

論
1

社
会

保
障

論
1

医
療

関
係

法
規

1 2
6

5
0

人 間 と 科 学

教 養 科 目

人 間 と 社 会

１
．

看
護

学
科

教
育

課
程

備
考

「
人

間
と

社
会

」
か

ら
選

択
科

目
６

単
位

以
上

選
択

「
人

間
と

科
学

」
か

ら
必

修
科

目
２

単
位

、
選

択
科

目
４

単
位

以
上

選
択

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称
単

位
数

「
人

間
と

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

必
修

科
目

５
単

位
、

選
択

科
目

か
ら

３
単

位
以

上
選

択

人 間 と 情 報 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

合
計

（
教

養
科

目
）

専 門 基 礎 科 目

医 療

保 健

科 目

人 体 の し

く み

人 間 と 健 康 健 康 生 活 と 社 会

専
門

基
礎

科
目

、
 
専

門
科

目
か

ら
 
選

択
科

目
９

単
位

以
上

選
択

合
計

（
専

門
基

礎
科

目
）
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看
護

学
概

論
2

看
護

倫
理

学
1

看
護

技
術

学
概

論
1

看
護

技
術

学
Ⅰ

 （
生

活
行

動
支

援
技

術
）

2

看
護

技
術

学
Ⅱ

（
ヘ

ル
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト
）

1

看
護

技
術

学
Ⅲ

（
治

療
過

程
演

習
・
症

状
緩

和
）

2

看
護

過
程

演
習

2

対
人

援
助

方
法

1

早
期

体
験

実
習

1

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅰ

 （
日

常
生

活
支

援
技

術
）

2

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

 （
看

護
過

程
の

展
開

）
3

母
性

看
護

学
概

論
2

母
性

看
護

支
援

技
術

2

母
性

看
護

学
実

習
2

小
児

看
護

学
概

論
2

小
児

看
護

支
援

技
術

2

小
児

看
護

学
実

習
2

成
人

看
護

学
概

論
2

成
人

慢
性

期
看

護
支

援
技

術
2

成
人

慢
性

期
看

護
学

実
習

2

成
人

急
性

期
看

護
支

援
技

術
2

成
人

急
性

期
看

護
学

実
習

2

セ
ル

フ
ケ

ア
論

1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

ケ
ア

論
1

精
神

看
護

学
概

論
2

精
神

看
護

支
援

技
術

2

精
神

看
護

学
実

習
2

高
齢

期
看

護
学

概
論

2

高
齢

期
看

護
支

援
技

術
2

地
域

高
齢

者
支

援
実

習
1

高
齢

期
看

護
学

実
習

2

地
域

・
在

宅
看

護
概

論
1

家
族

看
護

学
1

地
域

・
在

宅
看

護
支

援
技

術
2

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

2

公
衆

衛
生

看
護

学
概

論
2

公
衆

衛
生

看
護

支
援

技
術

2

対
象

別
公

衆
衛

生
看

護
活

動
2

公
衆

衛
生

看
護

管
理

1

産
業

保
健

活
動

1

公
衆

衛
生

看
護

学
実

習
5

学
校

保
健

Ⅰ
 (
学

校
保

健
の

概
要

)
1

学
校

保
健

Ⅱ
 (
学
校

保
健

の
研

究
と

展
望

)
1

学
校

に
お

け
る

健
康

相
談

1

学
校

に
お

け
る

救
急

処
置

活
動

1

看
護

教
育

と
キ

ャ
リ

ア
発

達
支

援
1

看
護

管
理

1

看
護

研
究

Ⅰ
1

看
護

研
究

Ⅱ
1

医
療

安
全

管
理

1

緩
和

ケ
ア

1

感
染

看
護

1

災
害

看
護

1

国
際

看
護

と
多

文
化

共
生

2

看
護

特
別

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
1

看
護

特
別

セ
ミ

ナ
ー

Ⅱ
2

看
護

統
合

実
習

2

専 門 科 目

看 護 の 実 践

専
門

基
礎

科
目

、
 
専

門
科

目
か

ら
 
選

択
科

目
９

単
位

以
上

選
択

地 域 ・ 在 宅 看 護看 護 の 基 本 看 護 の 統 合 と 発 展

必
　

修
選

　
択

必
　

修
選

　
択

　
医

療
保

健
論

1
　

母
性

看
護

学
概

論
2

　
チ

ー
ム

連
携

論
1

　
母

性
看

護
方

法
2

　
早

期
体

験
合

同
実

習
1

　
母

性
看

護
学

実
習

2

　
人

体
の

構
造

と
機

能
Ⅰ

2
　

小
児

看
護

学
概

論
2

　
人

体
の

構
造

と
機

能
Ⅱ

1
　

小
児

看
護

方
法

2

　
人

体
の

構
造

と
機

能
Ⅲ

1
　

小
児

看
護

学
実

習
2

　
人

体
の

生
化

学
1

　
成

人
看

護
学

概
論

2

 
 
生

命
倫

理
1

　
成

人
看

護
方

法
Ⅰ

(
慢

性
期

)
2

 
 
生

命
科

学
1

　
成

人
看

護
学

実
習

Ⅰ
（

慢
性

期
）

2

　
疾

病
の

成
り

立
ち

1
　

成
人

看
護

方
法

Ⅱ
（

急
性

期
）

2

　
感

染
と

防
御

1
　

成
人

看
護

学
実

習
Ⅱ

（
急

性
期

）
2

　
臨

床
検

査
1

　
セ

ル
フ

ケ
ア

論
1

　
栄

養
学

1
　

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

ケ
ア

論
1

　
食

品
学

1
　

精
神

看
護

学
概

論
2

　
臨

床
薬

理
学

1
　

精
神

看
護

方
法

2

　
臨

床
心

理
学

2
　

精
神

看
護

学
実

習
2

 
 
ヘ

ル
ス

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
1

　
高

齢
期

看
護

学
概

論
2

　
疾

病
の

回
復

促
進

Ⅰ
1

　
高

齢
期

看
護

方
法

2

　
疾

病
の

回
復

促
進

Ⅱ
2

　
高

齢
期

看
護

学
実

習
Ⅰ

1

　
疾

病
の

回
復

促
進

Ⅲ
1

　
高

齢
期

看
護

学
実

習
Ⅱ

2

　
疫

学
2

　
看

護
セ

ミ
ナ

ー
4

　
保

健
統

計
学

2
　

地
域

・
在

宅
看

護
学

概
論

1

　
医

療
保

健
福

祉
行

政
論

2
　

家
族

看
護

学
1

　
社

会
福

祉
学

概
論

1
　

地
域

・
在

宅
看

護
方

法
2

　
社

会
保

障
論

1
　

地
域

・
在

宅
看

護
学

実
習

2

　
医

療
関

係
法

規
2

　
公

衆
衛

生
看

護
学

概
論

2

小
計

（
専

門
基

礎
科

目
）

2
8

5
　
公
衆
衛

生
看
護

活
動
論
Ⅰ
（
個
人
・
家
族
・

集
団
・
組
織
へ
の
支
援
）

2

　
看

護
学

原
論

Ⅰ
（

看
護

の
本

質
）

1
　
公
衆
衛

生
看
護

活
動
論
Ⅱ
（
発
達
段
階
・
健

康
課
題
別
保
健
活
動
）

2

　
看
護
学
原
論
Ⅱ
（
対

象
理

解
と
看
護
理
論
）

1
　
公
衆

衛
生

看
護

活
動

論
Ⅲ
（
看
護
行
政

と
管

理
）

2

　
看

護
技

術
学

概
論

1
　

公
衆

衛
生

看
護

活
動

論
Ⅳ

（
産

業
に

お
け

る
保

健
活

動
）

1

　
看

護
技

術
学

Ⅰ
（

生
活

行
動

支
援

技
術

）
2

　
公

衆
衛

生
看

護
学

実
習

5

　
看

護
技

術
学

Ⅱ
（

治
療

過
程

支
援

・
症

状
緩

和
技

術
）

2
　

養
護

概
論

2

　
看
護
技
術
学
Ⅲ
（
ヘ

ル
ス

ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

1
　

学
校

保
健

Ⅰ
(
学

校
保

健
の

概
要

)
1

　
看

護
技

術
学

Ⅳ
（

看
護

過
程

演
習

）
1

　
学

校
保

健
Ⅱ

（
学

校
保

健
の

研
究

と
展

望
）

1

　
看

護
技

術
学

Ⅴ
（

教
育

支
援

技
術

）
1

　
学

校
保

健
Ⅲ

（
健

康
相

談
論

）
1

　
看

護
技

術
学

Ⅵ
（

対
人

援
助

方
法

）
1

　
学

校
保

健
Ⅳ

（
小

児
救

急
）

1

　
基

礎
看

護
学

実
習

Ⅰ
（

日
常

生
活

支
援

技
術

）
1

　
機

能
看

護
学

概
論

1

　
基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

（
看

護
過
程
の
展
開
）

2
　

看
護

教
育

と
キ

ャ
リ

ア
発

達
支

援
1

　
看

護
管

理
1

　
看

護
研

究
Ⅰ

1

　
看

護
研

究
Ⅱ

1

　
看

護
倫

理
1

　
医

療
安

全
管

理
1

　
緩

和
ケ

ア
1

　
多

文
化

共
生

1

　
感

染
看

護
1

　
災

害
看

護
1

　
国

際
看

護
2

　
統

合
セ

ミ
ナ

ー
1

6
5

3
0

9
3

3
5

単
位

数
備

考

し く み

人 体 の

専 門 科 目

と 社 会

健 康 生 活

人 間 と 健 康 看 護 の 基 本

共 通 科 目

医 療 保 健

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称
単

位
数

備
考

　
　

専
門

基

　
　

礎
科

目
、

　
　

専
門

科

　
　

目
か

ら

　
　

選
択

科

　
　

目
9
単

　
　

位
以

上

　
　

選
択

看 護 の 実 践 地 域 ・ 在 宅 看 護 看 護 の 統 合 と 発 展

合
計

小
計

（
専

門
科

目
）

専 門 科 目

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称

専 門 基 礎 科 目

２
．

看
護

学
科

専
門

科
目

  
 専

門
基

  
 礎

科
目

、
  

 専
門

科
  

 目
か

ら
  

 選
択

科
  

 目
9
単

  
 位

以
上

  
 選

択
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新
 

旧
 

  

 

  

助
産

学
概

論
1

妊
娠

期
助

産
診

断
技

術
学

1

分
娩

期
助

産
診

断
技

術
学

2

産
褥
期
・
新
生
児
期
助
産
診
断
技
術
学

1

周
産

期
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ア

Ⅰ
2

周
産

期
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ア

Ⅱ
2

保
健

指
導

技
術

2

地
域

母
子

保
健

1

助
産

管
理

1

助
産

学
実

習
11

69
48

0

現
代

教
職

論
2

教
育

心
理

学
2

教
育

課
程

論
2

教
育

方
法

論
1

生
徒

指
導

論
2

特
別

支
援

教
育

論
1

道
徳

理
論

・
特

別
活

動
論

1

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
1

教
育

相
談

論
2

養
護

概
論

2

教
職

実
践

演
習

（
養

護
教

諭
）

2

養
護

実
習

4

教
育

実
習

事
前

事
後

指
導

1

0
0

23

合
計

（
専

門
科

目
）

合
計

（
教

職
科

目
）

教 職 科 目

専 門 科 目

助 産 師

必
　

修
選

　
択

必
　

修
選

　
択

　
医

療
保

健
論

1
　

基
礎

栄
養

学
2

　
チ

ー
ム

連
携

論
1

　
基

礎
栄

養
学

実
験

1

　
早

期
体

験
合

同
実

習
1

　
応

用
栄

養
学

Ⅰ
2

　
管

理
栄

養
士

活
動

論
2

　
応

用
栄

養
学

Ⅱ
2

　
生

物
有

機
化

学
2

　
応

用
栄

養
学

Ⅲ
2

　
医

療
保

健
統

計
学

2
　

応
用

栄
養

学
実

習
1

　
食

文
化

論
2

　
栄

養
教

育
論

Ⅰ
2

　
栄

養
生

命
科

学
1

　
栄

養
教

育
論

Ⅱ
2

　
臨

床
医

学
概

論
2

　
栄

養
教

育
論

Ⅲ
2

　
公

衆
衛

生
学

Ⅰ
（

社
会

環
境

・
Ⅰ

）
2

　
栄

養
教

育
論

実
習

Ⅰ
1

 
 
公

衆
衛

生
学

Ⅱ
（

社
会

環
境

・
Ⅱ

）
2

　
栄

養
教

育
論

実
習

Ⅱ
1

　
公

衆
衛

生
学

Ⅲ
（

社
会

環
境

・
Ⅲ

）
2

　
臨

床
栄

養
学

Ⅰ
2

　
解

剖
生

理
学

Ⅰ
（

人
体

・
Ⅰ

）
2

　
臨

床
栄

養
学

Ⅱ
2

　
解

剖
生

理
学

Ⅱ
（

人
体

・
Ⅱ

）
2

　
臨

床
栄

養
学

Ⅲ
2

　
解

剖
生

理
学

実
験

Ⅰ
1

　
臨

床
栄

養
学

Ⅳ
2

　
解

剖
生

理
学

実
験

Ⅱ
1

　
臨

床
栄

養
学

実
習

Ⅰ
（

学
内

実
習

）
1

　
生

化
学

Ⅰ
（

人
体

・
Ⅲ

）
2

　
臨

床
栄

養
学

実
習

Ⅱ
（

学
内

実
習

）
1

　
生

化
学

Ⅱ
（

人
体

・
Ⅳ

）
2

　
公

衆
栄

養
学

Ⅰ
2

　
生

化
学

実
験

Ⅰ
1

　
公

衆
栄

養
学

Ⅱ
2

　
生

化
学

実
験

Ⅱ
1

　
公

衆
栄

養
学

実
習

Ⅰ
（

学
内

実
習

）
1

　
免

疫
学

（
人

体
・

Ⅶ
）

2
　

給
食

経
営

管
理

論
Ⅰ

　
　

　
　

　
2

　
病

理
学

（
人

体
・

Ⅵ
）

2
　

給
食

経
営

管
理

論
Ⅱ

2

　
栄

養
生

理
学

（
人

体
・

Ⅴ
）

2
　
給
食
経
営
管
理
論
実
習
Ⅰ
(学

内
実
習
)

1

　
食

品
学

Ⅰ
（

食
べ

物
・

Ⅰ
）

2
　

管
理

栄
養

士
総

合
演

習
Ⅰ

1

　
食

品
学

Ⅱ
（

食
べ

物
・

Ⅲ
）

2
　

管
理

栄
養

士
総

合
演

習
Ⅱ

1

　
食

品
学

実
験

Ⅰ
1

　
給

食
経

営
管

理
論

実
習

Ⅱ
（

臨
地

実
習

）
2

　
食

品
学

実
験

Ⅱ
1

　
臨

床
栄

養
学

実
習

Ⅲ
（

臨
地

実
習

）
2

　
食

品
衛

生
学

（
食

べ
物

・
Ⅳ

）
2

　
公

衆
栄

養
学

実
習

Ⅱ
（

臨
地

実
習

）
1

　
食

品
衛

生
学

実
験

1
　

特
別

演
習

Ⅰ
1

　
食

事
設

計
計

画
実

習
1

　
特

別
演

習
Ⅱ

1

　
調

理
科

学
（

食
べ

物
・

Ⅱ
）

2
　

特
別

演
習

Ⅲ
1

　
調

理
学

実
習

Ⅰ
1

　
特

別
演

習
Ⅳ

1

　
調

理
学

実
習

Ⅱ
1

卒
業
研
究

　
卒

業
研

究
4

4
7

5
　

薬
理

学
2

　
食

品
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

2

　
調

理
科

学
実

験
1

　
調

理
学

実
習

Ⅲ
（

世
界

の
料

理
と

調
理

手
法

）
1

　
健

康
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
学

2

　
ク

ッ
ク

チ
ル

シ
ス

テ
ム

概
論

演
習

1

　
フ

ー
ド

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
論

2

　
フ

ー
ド

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

2

　
フ

ー
ド

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
論

2

4
4

2
4

合
計

（
専

門
科

目
）

３
．

栄
養

学
科

専
門

科
目

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称
単

位
数

科
目

区
分

小
計

（
専

門
基

礎
科

目
）

共 通 科 目

医 療 保 健

基 礎 科 目

栄 養 学 科
と 健 康

社 会 ・ 環 境

疾 病 の 成 り 立 ち

人 体 の 構 造 と 機 能 ・

食 べ 物 と 健 康

専 門 基 礎 科 目

 

専
門

基

  
 礎

科
目

、

  
 専

門
科

  
 目

か
ら

  
 選

択
科

  
 目

1
1
単

  
 位

以
上

  
 選

択
専

門
基

 
 
 
礎

科
目

、

 
 
 
専

門
科

 
 
 
目

か
ら

 
 
 
選

択
科

 
 
 
目

1
1
単

 
 
 
位

以
上

 
 
 
選

択

単
位

数
備

考
備

考

専 門 科 目

選 択 科 目

授
業

科
目

の
名

称

栄 養 学

基 礎 応 用 栄 養 学 栄 養 教 育 論 臨 床 栄 養 学

演 習

総 合

実 習

臨 地

特 別 演 習公 衆 栄 養 学
管 理 論

給 食 経 営
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新
 

旧
 

  

 

  
 

必
　

修
選

　
択

自
由

哲
学

・
倫

理
学

2

心
理

学
2

教
育

原
論

2

法
学

2

日
本

国
憲

法
2

国
際

文
化

論
2

家
族

関
係

論
2

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅰ
 (
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

の
ス

ポ
ー

ツ
)

1

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅱ
 (
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

方
法

)
1

環
境

論
2

人
間

発
達

学
2

物
理

学
2

生
物

学
2

化
学

2

生
活

と
デ

ザ
イ

ン
2

地
域

社
会

学
2

人
間

工
学

2

行
動

科
学

1

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

1

基
礎

英
語

Ⅰ
 (
Ｌ

ｉ
ｓ

ｔ
ｅ

ｎ
ｉ

ｎ
ｇ

＆
Ｒ

ｅ
ａ

ｄ
ｉ

ｎ
ｇ

)
1

基
礎

英
語

Ⅱ
 (
Ｓ

ｐ
ｅ

ａ
ｋ

ｉ
ｎ

ｇ
＆

Ｗ
ｒ

ｉ
ｔ

ｉ
ｎ

ｇ
)

1

実
践

英
会

話
1

医
療

保
健

英
語

1

英
書

講
読

1

中
国

語
1

ス
ペ

イ
ン

語
1

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

1

統
計

学
1

情
報

処
理

基
礎

演
習

1

情
報

処
理

応
用

演
習

1

文
献

検
索

と
ク

リ
テ

ィ
ー

ク
1

4
4
2

2
4
単

位
以

上
履

修

医
療

保
健

論
1

チ
ー

ム
連

携
論

1

早
期

体
験

合
同

実
習

1

管
理

栄
養

士
活

動
論

2

生
物

有
機

化
学

2

医
療

保
健

統
計

学
2

食
文

化
論

2

栄
養

生
命

科
学

1

臨
床

医
学

概
論

2

公
衆

衛
生

学
Ⅰ

（
社

会
環

境
・

Ⅰ
）

2

公
衆

衛
生

学
Ⅱ

（
社

会
環

境
・

Ⅱ
）

2

公
衆

衛
生

学
Ⅲ

（
社

会
環

境
・

Ⅲ
）

2

解
剖

生
理

学
Ⅰ

（
人

体
・

Ⅰ
）

2

解
剖

生
理

学
Ⅱ

（
人

体
・

Ⅱ
）

2

解
剖

生
理

学
実

験
Ⅰ

1

解
剖

生
理

学
実

験
Ⅱ

1

生
化

学
Ⅰ

（
人

体
・

Ⅲ
）

2

生
化

学
Ⅱ

（
人

体
・

Ⅳ
）

2

生
化

学
実

験
Ⅰ

1

生
化

学
実

験
Ⅱ

1

免
疫

学
（

人
体

・
Ⅶ

）
2

病
理

学
（

人
体

・
Ⅵ

）
2

栄
養

生
理

学
（

人
体

・
Ⅴ

）
2

食
品

学
Ⅰ

（
食

べ
物

・
Ⅰ

）
2

食
品

学
Ⅱ

（
食

べ
物

・
Ⅲ

）
2

食
品

学
実

験
Ⅰ

1

食
品

学
実

験
Ⅱ

1

食
品

衛
生

学
（

食
べ

物
・

Ⅳ
）

2

食
品

衛
生

学
実

験
1

食
事

設
計

計
画

実
習

1

調
理

科
学

（
食

べ
物

・
Ⅱ

）
2

調
理

学
実

習
Ⅰ

1

調
理

学
実

習
Ⅱ

1 4
7

5

備
考

専 門 基 礎 科 目

食 べ 物 と 健 康

２
．

栄
養

学
科

教
育

課
程

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称

教 養 科 目

人 間 と 社 会

「
人

間
と

社
会

」
か

ら
選

択
科

目
８

単
位

以
上

選
択

人 間 と 環 境

「
人

間
と

環
境

」
か

ら
選

択
科

目
８

単
位

以
上

単
位

数

人 間 と 情 報 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

「
人

間
と

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

必
修

科
目

４
単

位
、

選
択

科
目

か
ら

４
単

位
以

上
選

択

合
計

（
教

養
科

目
）

合
計

（
専

門
基

礎
科

目
）

医 療 保 健

科 目

専
門

基
礎

科
目

、
 
専

門
科

目
か

ら
 
選

択
科

目
９

単
位

以
上

選
択

栄 養 学 科 基 礎 科 目

社 会 ･ 環

境 と 健 康

人 体 の 構 造 と 機 能 ･ 疾 病 の

成 り 立 ち

必
　

修
選

　
択

自
　

由

　
現

代
教

職
論

2
　

教
育

心
理

学
2

　
教

育
課

程
論

2
　

教
育

方
法

論
1

　
生

徒
指

導
論

2
　

特
別

支
援

教
育

論
1

　
道

徳
理

論
・

特
別

活
動

論
1

　
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
法

1
　

教
育

相
談

論
2

　
教

職
実

践
演

習
(養

護
教

諭
)

2
　

養
護

実
習

4
　

教
育

実
習

事
前

事
後

指
導

1 21

必
　

修
選

　
択

自
　

由

　
現

代
教

職
論

2
　

教
育

心
理

学
2

　
教

育
課

程
論

2
　

教
育

方
法

論
1

　
生

徒
指

導
論

2
　

特
別

支
援

教
育

論
1

　
道

徳
理

論
・

特
別

活
動

論
1

　
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
法

1
　

教
育

相
談

論
2

　
栄

養
教

諭
論

2
　

学
校

食
育

指
導

論
2

　
教

職
実

践
演

習
（

栄
養

教
諭

）
2

　
栄

養
教

育
実

習
1

　
教

育
実

習
事

前
事

後
指

導
1 22

備
考

単
位

数
科

目
区

分

科
目

区
分

単
位

数

５
．

栄
養

学
科

教
職

専
門

科
目

授
業

科
目

の
名

称
備

考

合
計

（
教

職
科

目
）

授
業

科
目

の
名

称

４
．

看
護

学
科

教
職

専
門

科
目

教 職 科 目

合
計

（
教

職
科

目
）

教 職 科 目
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旧
 

 
 

 
 

基
礎

栄
養

学
2

基
礎

栄
養

学
実

験
1

応
用

栄
養

学
Ⅰ

2

応
用

栄
養

学
Ⅱ

2

応
用

栄
養

学
Ⅲ

2

応
用

栄
養

学
実

習
1

栄
養

教
育

論
Ⅰ

2

栄
養

教
育

論
Ⅱ

2

栄
養

教
育

論
Ⅲ

2

栄
養

教
育

論
実

習
Ⅰ

1

栄
養

教
育

論
実

習
Ⅱ

1

臨
床

栄
養

学
Ⅰ

2

臨
床

栄
養

学
Ⅱ

2

臨
床

栄
養

学
Ⅲ

2

臨
床

栄
養

学
Ⅳ

2

臨
床

栄
養

学
実

習
Ⅰ

 (
学

内
実

習
)

1

臨
床

栄
養

学
実

習
Ⅱ

 (
学

内
実

習
)

1

公
衆

栄
養

学
Ⅰ

2

公
衆

栄
養

学
Ⅱ

2

公
衆

栄
養

学
実

習
Ⅰ

 (
学

内
実

習
)

1

給
食

経
営

管
理

論
Ⅰ

2

給
食

経
営

管
理

論
Ⅱ

2

給
食

経
営

管
理

論
実

習
Ⅰ

 （
学

内
実

習
）

1

管
理

栄
養

士
総

合
演

習
Ⅰ

1

管
理

栄
養

士
総

合
演

習
Ⅱ

1

給
食

経
営

管
理

論
実

習
Ⅱ

 （
臨

地
実

習
）

2

臨
床

栄
養

学
実

習
Ⅲ

 （
臨

地
実

習
）

2

公
衆

栄
養

学
実

習
Ⅱ

 （
臨

地
実

習
）

1

特
別

演
習

Ⅰ
1

特
別

演
習

Ⅱ
1

特
別

演
習

Ⅲ
1

特
別

演
習

Ⅳ
1

卒 業

研 究
卒

業
研

究
4

薬
理

学
2

食
品

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
2

調
理

科
学

実
験

1

調
理

学
実

習
Ⅲ

 （
世

界
の

料
理

と
調

理
手

法
）

1

健
康

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

学
2

ク
ッ

ク
チ

ル
シ

ス
テ

ム
概

論
演

習
1

フ
ー

ド
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

論
2

フ
ー

ド
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
2

フ
ー

ド
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

論
2

4
4

2
4

現
代

教
職

論
2

教
育

心
理

学
2

教
育

課
程

論
2

教
育

方
法

論
1

生
徒

指
導

論
2

特
別

支
援

教
育

論
1

道
徳

理
論

・
特

別
活

動
論

1

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
1

教
育

相
談

論
2

栄
養

教
諭

論
2

学
校

食
育

指
導

論
2

教
職

実
践

演
習

（
栄

養
教

諭
）

2

栄
養

教
育

実
習

1

教
育

実
習

事
前

事
後

指
導

1

0
0

2
2

合
計

（
教

職
科

目
）

専 門 科 目

基 礎

栄 養
学

専
門

基
礎

科
目

、
 
専

門
科

目
か

ら
 
選

択
科

目
９

単
位

以
上

選
択

合
計

（
専

門
科

目
）

教 職 科 目

公 衆 栄 養

学

給 食 経 営

管 理 論

総 合

演 習

臨 地 実 習 特 別 演 習 選 択 科 目応 用 栄 養 学 栄 養 教 育 論 臨 床 栄 養 学
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新
 

旧
 

 ３
．
栄
養
学
科
授
業
科
目
と
栄
養
士
施
行
規
則
に
定
め
る
教
育
内
容
の
対
応
表

 

（
省
略
）

 

 ４
．
栄
養
学
科
授
業
科
目
と
管
理
栄
養
士
学
校
指
定
規
則
に
定
め
る
教
育
内
容
の
対
応
表

 

（
省
略
）

 

 ５
．
別
科
助
産
専
攻
授
業
科
目

 

（
省
略
）

 

 ６
．
栄
養
学
科
授
業
科
目
と
栄
養
士
施
行
規
則
に
定
め
る
教
育
内
容
の
対
応
表

 

（
省
略
）

 

 ７
．
栄
養
学
科
授
業
科
目
と
管
理
栄
養
士
学
校
指
定
規
則
に
定
め
る
教
育
内
容
の
対
応
表

 

（
省
略
）

 

 ８
．
別
科
助
産
専
攻
授
業
科
目

 

（
省
略
）
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

本学は、明治 34(1901)年に桐生裁縫専門女学館として創立して以来の伝統である、「実学実践」、

「悦己悦人（他人の喜びをもって自分の喜びとする）」と「人と環境」への姿勢という教育的風

土のうえに、「社会に出て役立つ人間の育成」を建学の精神とし、現在の保健医療的課題への対

応や社会的要請に応えるために、「幅広い知識と確かな技術をもつ、対応力に優れた」スペシャ

リスト教育をめざす高等教育機関として医療保健学部のもと、看護学科と栄養学科の 2 学科体

制で平成 20(2008)年に設置された。 

このたび本学では、開設以来 20 年にわたり目指してきた持続可能な発展を、令和 5(2023)年

以降、現在の医療保健学部看護学科に助産師課程を設置することで追求することとし、別科助産

専攻については令和 8(2026)年度以降の学生募集を停止（令和 7(2025)年度別科助産専攻入学生

の修了をもって閉鎖）することとした。 

 これに伴い入学定員を 20 名、収容定員を 80名増加する。収容定員変更の内容および内訳は下

表のとおりである。 

学部 学科 
変更前 変更後（※） 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

医療保健学部 看護学科 80 320 100 400 

 別科助産専攻 18 18 - - 

※別科助産専攻は令和 7（2025）年度入学生の修了をもって閉鎖 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

保健医療的課題への対応や社会的要請に応えるために、「幅広い知識と確かな技術をもつ、対

応力に優れた」スペシャリスト教育をめざす高等教育機関として平成 20(2008)年に本学開学と

ともに設置された医療保健学部看護学科は、前身である明治 34(1901)年創立の桐生裁縫専門女

学館以来の伝統を基に、平成 13(2001)年に桐生短期大学専攻科助産学専攻として開設した別科

助産専攻とともに現在に至るまで、地域社会へ優秀な人材を輩出すべく、教育研究に専念してき

た。 

開設以降、安定的な志願者数と入学者数を確保しており、近年の 18 歳人口の減少期において

も、入学者選抜の機能を十分に果たすことができるだけの志願者確保の状況を維持している。 

今回の定員変更に伴う学則変更は、今後推定される看護職員不足や後述する教育上の必要性

及び社会的要請への対応から、看護職のより一層の養成が急務であり、本学のこれまでの実績を

活かせば、それが可能であると判断したためである。 
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(1) 教育上の必要性への対応 

 わが国では、少子高齢化が一層進む中で、看護職員の就業場所は在宅や施設等へ拡がり、こう

した多様な場においては、看護職員にはこれまで以上に多職種と連携して適切な保健・医療・福

祉を提供することが求められ、また、AI、IoT等の情報通信技術（ICT）の導入も一層求められる

ようになった。 

これらの看護師に求められる能力を養成するための教育内容を追加するには、3年間の修業年

限では困難になりつつあり、4 年制大学として本学は、こうした人材をより多く輩出することが

教育上の要請に応えることと考えている。 

(2) 社会的要請への対応 

近年、老年人口の増加により、医療や介護の需要増が見込まれる一方で、生産年齢人口の減少

が進み、医療・保健分野を支える人材、特に看護職の確保が課題となっている。さらに、新型コ

ロナウイルス感染症拡大とその長期化がそれに拍車をかけ、保健師を含む看護職全般の確保の

社会的要請が高まる結果となっている。厚生労働省の「医療従事者の需給に関する検討会 看護

職員需給分科会中間とりまとめ（概要）」では、令和 7（2025）年における需要推計を 188 万人

～202 万人、供給推計を 175 万人～182 万人と見込んでいるため、約 13 万人～20 万人の看護職

員が不足されると推定されている【資料 1】。 

また、本学が位置する群馬県みどり市からも、群馬県の東毛地区（桐生・太田・館林医療圏）

においては、看護師等養成大学が本学のみとなっており、新型コロナウイルス感染症のまん延に

伴う新しい生活様式等、我が国の保健・医療・福祉を取り巻く環境が急速に変化している中、こ

れらの課題の解消や安全で充実した福祉社会の構築という面から、是非とも定員増を認可して

いただきたいとの要望がだされている【資料 2】。 

助産師教育についてもその一部が大学院や専攻科にシフトする一方で、引き続き学部の 4 年

間で教育してほしいという声も根強く、年々強まっている側面もある。本学が位置する北関東で

も、学部で助産師国家試験受験資格を取得できる大学がいくつかあるが、いずれも学部の助産師

課程の定員が希望者に比べ非常に少なく、学生・社会の要請に応えきれていない。本学はこうし

た学生、ひいては社会の切実な要請に応えていきたいと考えている。 

 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

(ｱ) 教育課程の変更内容 

（1） 教育課程の組織 

現在、医療保健学部看護学科では入学定員を 80名、修業年限を 4年とし、看護師国家試験

受験資格、保健師国家試験受験資格、養護教諭一種免許状の資格を取得することができる。 

別科助産専攻では入学定員を 18 名、修業年限を 1年とし、助産師国家試験受験資格を取得す

ることができる。 

今回の変更は、医療保健学部看護学科の学部教育の中に助産師課程を組み入れ、入学定員を
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100 名とし、教育課程の組織を以下のとおり変更する。（現在の別科助産専攻は在学生が別科

助産専攻に進学できるように令和 7（2025）年度入学生の修了をもって閉鎖予定。） 

【現在】 

学科名 修業年限 入学定員 取得可能な資格 

医療保健学部看護学科 4 年 80 名 

看護師国家試験受験資格（80 名） 

保健師国家試験受験資格（20 名） 

養護教諭一種免許状 

別科助産専攻 1 年 18 名 助産師国家試験受験資格（18 名） 

 

【変更後】 

学科名 修業年限 入学定員 取得可能な資格 

医療保健学部看護学科 4 年 100名 

看護師国家試験受験資格（100名） 

保健師国家試験受験資格（20 名） 

助産師国家試験受験資格（9 名） 

養護教諭一種免許状 

 

 

（2）教育目標・3ポリシー 

本学は、「社会に出て役立つ人間の育成」を建学の精神として、高い教養と確かな技術の修

得を実践する教育（「実学実践」）を教育方針としている。この建学の精神と教育方針を基に、

社会情勢の変化や上述した社会的な要請に応えるべく、教育目標、3 ポリシーを以下のとおり

変更する。 

【現在の教育目標】 

≪医療保健学部≫ 

(１) 生命の尊厳と人権を尊重し養護する倫理観を養うとともに、「幅広い知識と確かな技術

をもつ、対応力に優れた」専門職の育成。 

(２) 保健・医療・栄養を人間総合科学の一分野として捉え、人間の理解を主軸に新時代や国

際社会にも貢献できる人材の育成。 

 

≪看護学科≫ 

(１)自立した専門職としての知識・技能・態度及び考え方の総合的能力の育成。 

(２)人間理解と協働意識に基づく豊かな人間性の育成。 

(３)地域社会及び国際社会に貢献できる専門的職業人の育成。 

(４)地域社会の保健・医療・福祉環境の中で力を発揮できる実践的職業人の育成。 
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【変更後の教育目標】 

≪医療保健学部≫ 

建学の精神である「社会に出て役立つ人間の育成」を基本とし、生命の尊厳、人の多様な価

値観を認識し、生涯にわたって職務実践が向上できる人材を育成する。 

教育方針である「高い教養と確かな技術の修得をめざした『実学実践』による幅広い職業人

の育成」を基本とし、科学的な根拠に基づいた知識・技術、ICT による情報収集・活用、多職

種との連携・協働する基礎的能力を修得し、国際的な視野でさまざまな地域で生活する人々の

多様な文化・慣習を理解し、地域の発展に寄与する職業人を育成する。 

 

≪看護学科≫ 

 豊かな人間性を育むための幅広い教養教育と看護学における確かな知識･技術の修得を基

盤とし、対象の健康レベルやライフステージに応じた支援を展開する能力を身に付けて、保

健･医療･福祉･教育の分野において広く社会に貢献できる専門職、看護師･保健師･助産師･養

護教諭を育成する。 

 

 

【現在のディプロマポリシー】 

≪医療保健学部≫ 

医療保健分野に関する幅広い知識と確かな技術を修得し、国際化・情報化が進展した社会

環境においても柔軟に対応ができ、医療・福祉施設及び居宅等の多様な場で活躍できる能力

を備えている。その結果、本学の建学の理念である「社会に出て役立つ人間」となり得る知

識・技術を修得している。 

 

≪看護学科≫ 

１. 人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面から理解している。 

２. 看護学の基礎となる、人体のしくみ、健康の諸側面、健康生活と社会との関係につい

て、理解している。さらに、医療者として必要な倫理、守るべき法令を理解し、それに

沿って行動できる。 

３. 看護の基本精神・基礎技術を理解した上で、さまざまな健康レベル、あらゆる発達段

階における科学的知識を修得し、実践的な援助技術を修得している。 

４. 看護学を系統的に理解し、看護の基礎や健康問題別発達段階別看護で学んだ知識と技

術を統合することができる。また、臨床現場でチーム医療の一員として活躍し、そこで

調整する能力及び問題を解決する能力を修得している。 

 

【変更後のディプロマポリシー】 

≪医療保健学部≫ 
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科学的な根拠に基づいた知識と確かな技術を修得し、社会状況の変化や国際化・情報化が

進展した社会環境においても柔軟に対応でき、多職種の人々と連携・協働しながら社会に貢

献する基盤を身に付けている。 

 

≪看護学科≫ 

１．生命の尊厳に基づき、人を価値ある存在として認めることができる。 

２．多様な価値観を認め、倫理観を持って看護を実践できる。 

３．科学的な根拠に基づいた知識・技術を修得し、安全・安心を配慮した看護の実践に応用

できる。 

４．ICT(情報通信技術)を利用して必要な情報を収集・活用し、看護の実践に役立てること

ができる。 

５．多職種との連携・協働を理解し、良好な関係をもって看護を展開できる。 

６．国際的な視野を持ち、さまざまな地域で生活する人々の多様性を理解し、発達課題・健

康レベルに応じた支援が提供できる。 

７．看護の質の向上を探求し、看護の発展に寄与する姿勢を身に付けている。 

８．能動的な学習方法を習得し、生涯にわたり研鑽を積む習慣を身に付けている。 

 

 

【現在のカリキュラムポリシー】 

≪看護学科≫ 

１. 医療・保健を担う者にとって必要な「人間」の理解と、「文化・社会」に対する知識と

技能の修得、国際化・情報化に対応するための総合的な学習を目的とする「学部共通科

目」を配置する。 

２. 「人間の理解」を主軸に、「健康・疾病・生活・社会」に関する理解に基づく観察力や

判断能力を養うとともに、保健・医療分野を支えるための総合的な学習を目的とする「専

門基礎科目」を配置する。 

３. 基礎・基本から実践・応用まで、多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイク

ルに沿って、学生一人一人が看護師としての実践に必要な質の高い知識と技術を系統

的・体系的に学習する「専門科目」を配置する。 

４. 「専門科目」の中に、看護学を系統的に理解し、看護の基礎や健康問題別発達段階別

看護で学んだ知識と技術を統合する「看護の統合と発展」に係る科目を配置する。 

 

【変更後のカリキュラムポリシー】 

≪看護学科≫ 

１. 広い視野から人間を総合的に理解するために、倫理観を培い、豊かな感性と幅広い教養

を身に付けることができるよう、社会、科学、情報、コミュニケーションに関連する科目
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を配置する。 

２．人間の健康について、看護学の教育内容と結び付けて理解することができるよう、専門

基礎科目において、基礎医学・臨床医学系の科目を連動させて配置する。 

３. 看護実践の基礎的能力を身に付けることができるよう、人間の発達段階、健康レベル、

生活の場を主軸に、看護師課程、保健師課程、助産師課程、教職課程の教育内容を 4年間

のカリキュラムにおいて統合する。 

４. ⽂書作成やプレゼンテーションに必要なソフトウエアの使い⽅を修得するとともに、

ICT（情報通信技術）を利⽤し情報を適切に収集・活⽤する研究能力を身に付けることが

できるよう、情報科学、データサイエンスなどの科⽬を学年横断的に配置する。 

５. チームの一員として活躍するために、多職種との連携・協働を理解することができるよ

う、チーム連携はじめ、看護の統合に関する科目を配置する。 

６. 国際的な視野を持つことができるよう、⼀般教養や外国語、看護における国際化に関連

する科目を１年次から 4 年次まで継続的に配置する。 

７. 社会医学・公衆衛⽣や保健・医療・福祉・教育制度などを理解することができるよう、

社会医学系科⽬を２年次から４年次まで継続的に配置する。 

 

 

【現在のアドミッションポリシー】 

≪医療保健学部≫ 

医療保健学部では、社会に出て役立つ人間の育成という建学精神のもと、医療保健分野で幅

広い知識と確かな技術をもつ、対応力に優れた専門職を育成することをめざしています。そ

のため、自ら学び、考え、判断し、責任ある行動をとれる人材を求めています。 

 

≪看護学科≫ 

看護学科では、医療保健の高度化・専門化・複雑化・多様化に伴い、社会が求める看護に生

涯にわたって対応し、活躍できる人材の基盤を養います。そのためには、自らの職業に対す

る心構えを持ち、様々な状況にある人々の生活に関心を払い、また、自らの日常生活に対し

ても、自立的に整えられる人を求めています。 

 

【変更後のアドミッションポリシー】 

≪医療保健学部≫ 

医療保健学部では、社会に出て役立つ人間の育成という建学精神のもと、医療保健分野で幅

広い知識と確かな技術をもつ、対応力に優れた専門職を育成することをめざしています。そ

のため、自ら学び、考え、判断し、責任ある行動をとれる人を求めています。 

 

≪看護学科≫ 
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 看護学科では、大学の建学の精神ならびに教育方針に基づき、多様な社会において貢献で

きる人間性豊かな看護職を育てることをめざしている。 

 そのために、次のような人を求めている。 

１. 確かな基礎学力を持っている人 

２. 向上心を持って学習する人 

３. 自らの生活を整え、自立して健康的な社会生活が営める人 

４. 他者を大切にできる人 

５. 柔軟な考え方を持って対応しようとする人 

６. 周囲の人々と良好な関係を構築することができる人 

７. 社会貢献に関心のある人 

 

（3）教育課程（カリキュラム）【資料 3】 

 新たなディプロマポリシー、カリキュラムポリシーへの対応や助産師課程を統合することに

より、主に以下の 4点を変更する。 

 ①現在の卒業要件単位は 126単位（学部共通科目 24単位、専門基礎科目・専門科目 102 単位）

となっているが、一つひとつの科目の理解度を深めるため、124単位（教養科目（学部共通

科目より名称変更）20 単位、専門基礎科目・専門科目 104単位）に変更する。 

 ②助産師課程を統合するため、専門科目に「助産学概論」、「妊娠期助産診断技術学」、「分娩期

助産診断技術学」、「産褥期・新生児期助産診断技術学」、「周産期ハイリスクケアⅠ」、「周産

期ハイリスクケアⅡ」、「保健指導技術」、「地域母子保健」、「助産管理」、「助産学実習」の科

目を追加し、助産師必修科目とする。その他既存の「家族関係論」、「母性看護学概論」、「母

性看護支援技術」、「公衆衛生看護支援技術」、「看護管理」の科目を助産師必修科目とし、助

産師国家試験受験資格に対応するカリキュラムとする。既存の科目はもちろん、新たに追加

した科目においても、本学の別科助産専攻で蓄積した授業のノウハウ、経験を基に授業を展

開するため、定員変更前の教育内容と同等以上の内容が担保されている。 

③その他、令和 4年度入学生から「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」に沿ってカリキ

ュラムを一部変更予定であるが、更に、学生が一目で何を学んでいるかわかりやすくするた

めに科目名称の変更（内容は変更なし）や、初年次教育の単位化に伴う新規科目の追加、ICT

活用のためのデータサイエンスの科目の追加、科目の統廃合を行う。 

④学外実習については、1グループ 5名～6名の計 14グループで行っており、1グループ 1名

の増員と 1 グループ程度の増加となるが、既に新たに実習施設の開拓を行っており、2022

年 2月時点で 4 つの病院・施設から新規に内諾を得ているため、従前の実習の教育の質を十

分に担保できる。 
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(ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

① 教育方法 

 本学看護学科のカリキュラムは、教養科目（学部共通科目）と専門基礎科目、専門科目で構

成されており、年次を跨ることなく 1年次毎の授業単位としている。また、入学前教育、初年

次教育、専門科目への導入教育を体系的に推進するとともに、英語や情報処理、演習科目等は

クラスを 2つに分け、基礎的能力を養う教育に取り組んでいる。さらにアクティブラーニング

を積極的に導入している科目も多く、主体的な学びを通じて、本学の教育方針である「実学実

践」に則った実践的な能力を育むことができる教育方法を実践しており、入学定員増による影

響は生じないと考えている。 

② 履修方法 

  入学時のオリエンテーションにおいて、全体に対して大学生活全般や履修登録等の説明を

行い、その後、学科別の履修相談・履修指導を行っている。本学は担任制度を導入しており、

各学科学年に担任 1名、副担任 1名、担当助手 1 名を置く体制としている。担任、副担任及び

担当助手は学生の履修指導、クラス全員を対象とした面談の実施、問題を抱えている学生や欠

席が目立つ学生への学習面及び学生生活での相談、支援を行っている。 

以上のように、学生との距離が近くきめ細やかな指導は、本学の特色の一つであり、入学定

員増に対しても影響は生じないと考えている。 

  新たに設ける助産師課程の履修方法に関しては、希望者へのガイダンスや助産師必修科目

の履修指導を実施する必要があるが、これまでも別科助産専攻への進学希望者、保健師課程の

希望者を対象としたガイダンスを実施してきたため、十分に対応できると考えている。 

 

(ｳ) 教員組織の変更内容 

① 既設学部学科の教員組織 

下表のとおり本学では、大学設置基準上必要な教員数を確保し、適切に配置している。 

開設年度（令和 5年度）の教員数 

大学 

 

設置基準上必要な

専任教員数 

()は教授の数 

専任教員数 

助手 

教授 准教授 講師 助教 計 

看護学科 12(6) 11 6 4 4 25 5 

栄養学科 10(5) 6 2 3 4 15 5 

別科助産専攻 3(0) ※ 0 1 2 0 3 0 

大学全体の収容定員に応じ

定める専任教員数 
11(6) ― ― ― ― ― ― 

計 33(17) 17 9 9 8 43 10 

※保健師助産師看護師学校養成所指定規則による 
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本学では教員の採用・昇任の方針は、各種法令、法人・学内規程等に基づき、教員の採用・昇

任を含む任命権として理事長が示している（就業規則第 8 条）。教員の採用は原則として公募に

よっている。 

規則としては、就業規則の他、「教員の資格基準（大学）」、「教員の資格審査運営規則」、「教員

資格基準審査の内規」等を制定している。昇任を含む教員の資格審査は、「教員の資格基準（大

学）」に基づき、審査会によって行う。審査会の構成員は「学長、副学長、学部長、当該教員が

所属する学科の学科長、その他学長の指名した者」としている。審査のプロセスは、審査会長が

審査会における審査意見を調整し判定案としてまとめ、これを踏まえ学長は大学運営評議会の

議を経て最終判定を決定し、これを理事長に報告、理事長の承認を得て、昇格を行うものとし、

実際の運用についてもこれら規程類を厳格に遂行している。 

 

② 看護学科の教員組織 

 新たに助産師課程を設置することから、保健師助産師看護師学校養成所指定規則に従い助産

師資格を有する教員を 3名増員する。 

 また、収容定員増加に伴い変更前と同等の内容を担保するために、数名の教員を増員し教育研

究体制に万全の対応を行う。 

 

(ｴ) 大学全体の施設・設備の変更内容 

本収容定員増加に係る学則変更は、医療保健学部看護学科の定員増によるものである。 

本看護学科の校舎として新たな建物の増設は実施しないが、定員増により必要となる既存の

教室の机と椅子について、相当数の増設をする。 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 添付資料目次 

 

 

資料 1  医療従事者の需給に関する検討会 看護職員需給分科会中間とりまとめ（概要） 

 

資料 2  みどり市 要望書 

 

資料 3  教育課程の概要 
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資料 8
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会

看
護
職
員
需
給
分
科
会

中
間
と
り
ま
と
め
（
概
要
版
）

看
護
職
員
の
需
給
推
計
結
果
（
全
国
単
位
）

〇
2
0
2
5
年
に
お
け
る
需
要
推
計
に
関
し
て
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
で
は

1
8
0
万
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
前
提
に
看
護
職
員

の
超
過
勤
務
時
間
や
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
な
ど
勤
務
環
境
改
善
に
つ
い
て
、
看
護
職
員
の
労
働
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
幅
を
持
た
せ
た
３
と
お
り
の
シ
ナ
リ

オ
を
設
け
て
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

1
8
8
万
人
～

2
0
2
万
人
と
な
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
１
：
就
業
中
の
全
て
の
看
護
職
員
に
お
い
て
、

1ヶ
月
に
お

け
る
超
過
勤
務
時
間
が

10
時
間
以
内
、

1年
あ
た
り
の

有
給
取
得

5日
以
上
が
達
成
さ
れ
た
場
合

シ
ナ
リ
オ
２
：
就
業
中
の
全
て
の
看
護
職
員
に
お
い
て
、

1
ヶ
月
に
お

け
る
超
過
勤
務
時
間
が

1
0
時
間
以
内
、

1
年
あ
た
り
の

有
給
取
得

1
0
日
以
上
が
達
成
さ
れ
た
場
合

シ
ナ
リ
オ
３
：
就
業
中
の
全
て
の
看
護
職
員
に
お
い
て
、

1ヶ
月
に
お

け
る
超
過
勤
務
時
間
な
し
、

1年
あ
た
り
の
有
給
取
得

20
日
以
上
が
達
成
さ
れ
た
場
合

【
シ
ナ
リ
オ
設
定
条
件
】

〇
今
般
の
推
計
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
を
前
提
と
し
た
推
計
値
で
あ
り
、
実
現
度
合
い
に
よ
り
、
看
護
職
員
の
必
要
数
は
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

〇
今
般
の
推
計
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
を
前
提
と
し
た
全
国
共
通
の
推
計
方
法
と
し
て
画
一
的
な
算
定
で
あ
り
、
個
々
の
都
道
府
県
の
実
情
を
綿
密
に
反
映
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
。

２

〇
2
0
2
5
年
に
お
け
る
供
給
推
計
に
関
し
て
は

1
7
5
～

1
8
2
万
人
程
度
と
見
込
ま
れ
る
（
次
項
参
照
）
。

〇
2
0
2
5
年
に
お
け
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
前
提
と
し
て
仮
定
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
度
合
い
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
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1,
55

0,
00

0

1,
60

0,
00

0

1,
65

0,
00

0

1,
70

0,
00

0

1,
75

0,
00

0

1,
80

0,
00

0

1,
85

0,
00

0

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

20
25

医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会

看
護
職
員
需
給
分
科
会

中
間
と
り
ま
と
め
（
概
要
版
） 18

2万
人

実
績
に
基
づ
く
就
業
者
数
推
計

〇
都
道
府
県
に
よ
る

2
0
25
年
に
お
け
る
供
給
推
計
は
、
指
数
平
滑
法
に
よ
る
過
去
実
績
（３
カ
年
）等

（※
）と
対
比
す
る
と
、
約

7
万
人
の
差
が
生
じ
る
。

看
護
課
調
べ
【
単
位
：
千
人
】

約
7万
人

３

17
5万
人

都
道
府
県
の
供
給
推
計
の
総
数

20
17
年
に
お
け
る
看
護
職
員
就
業
者
数
（
看
護
課
調
べ
）を
基
に
直
近

3カ
年
分
の
伸
び
率
（
指
数
平
滑
法
）を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
令
和
７
（

20
25
）
年
の
推
計
値

出
典
：
厚
生
労
働
省
「
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会
　
看
護
職
員
需
給
分
科
会
　
中
間
と
り
ま
と
め
（
概
要
）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

－ 7 27 0 3 0 0 0 0 兼11

1前 1 ○ 5 1

3後 1 ○ 1 1 兼4

1前 2 ○ 3

1前 2 ○ 3

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 2

1後 1 ○ 3

1後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼2

1後 1 ○ 2

4前 1 ○ 1 1

1後 2 ○ 2 兼1

2前 2 ○ 2

2前 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

－ 26 5 0 7 3 1 1 0 兼13

人
体
の

し
く

み

人
間
と
健
康

健
康
生
活
と
社
会

教
養
科
目

専
門
基
礎
科
目

人
間
と
社
会

人
間
と
科
学

人
間
と

情
報
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

医

療

保

健

科

目

感染と防御

疾病の成り立ち

生命と環境

生命倫理

人体の生化学

人体の構造と機能Ⅱ

疾病の回復促進Ⅱ

疾病の回復促進Ⅰ

ヘルスカウンセリング

臨床薬理学

栄養学

臨床検査（放射線医学含む）

人間発達学

ベーシックサイエンス

生活とデザイン

哲学・倫理学

基礎英語Ⅱ（Speaking&Writing）

データサイエンス

－

情報処理基礎演習

情報処理応用演習

小計（25科目）

スタートアップセミナー

保健医療福祉行政論

社会福祉学概論

社会保障論

医療関係法規

小計（22科目）

保健統計学

疫学

疾病の回復促進Ⅲ

人体の構造と機能Ⅰ

チーム連携論

－

心理学

スポーツ科学Ⅱ （トレーニングの方法）

スポーツ科学Ⅰ（レクリエーションとしてのスポーツ）

家族関係論

国際文化論

日本国憲法

教育原論

ポルトガル語

スペイン語

中国語

医療保健英語

実践英会話

基礎英語Ⅰ（Listening&Reading）

コミュニケーション論

地域社会学

人間工学

行動科学

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医療保健学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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1前 2 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 1

1前 2 ○ 1 1

1後 1 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 1

1後 2 ○ 1 1 1

2後 3 ○ 1 1 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前・後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前・後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前・後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1 1

3前・後 2 ○ 1 1 1

2前 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼2

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前・後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 1 ○ 1 1 1

3前・後 2 ○ 1 1

2前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 1

3前・後 2 ○ 1 1 1

2前 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 兼1

3後 1 ○ 1

3後 5 ○ 1 1

3後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 1 ○ 1 兼1

3後 1 ○ 1 1

4前・後 1 ○ 1 1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 1 兼1

4前 1 ○ 兼2

4後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1

3後 1 ○ 1 1

4後 2 ○ 2 1

4前・後 2 ○ 1 1

看
護
の
統
合
と
発
展

専
門
科
目

看
護
の
基
本

看
護
の
実
践

地
域
・
在
宅
看
護

看護学概論

地域高齢者支援実習

高齢期看護支援技術

高齢期看護学概論

精神看護学実習

精神看護支援技術

精神看護学概論

クリティカルケア論

セルフケア論

成人急性期看護学実習

成人急性期看護支援技術

成人慢性期看護学実習

成人慢性期看護支援技術

成人看護学概論

小児看護学実習

小児看護支援技術

小児看護学概論

母性看護学実習

母性看護支援技術

母性看護学概論

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）

基礎看護学実習Ⅰ（日常生活支援技術）

早期体験実習

対人援助方法

看護過程演習

看護技術学Ⅲ（治療過程演習・症状緩和）

看護技術学Ⅱ（ヘルスアセスメント）

看護技術学Ⅰ（生活行動支援技術）

看護技術学概論

看護倫理学

公衆衛生看護管理

看護特別セミナーⅡ

看護特別セミナーⅠ

国際看護と多文化共生

災害看護

感染看護

緩和ケア

医療安全管理

看護研究Ⅱ

看護研究Ⅰ

看護管理

看護教育とキャリア発達支援

学校における救急処置活動

学校における健康相談

学校保健Ⅱ（学校保健の研究と展望）

学校保健Ⅰ（学校保健の概要）

公衆衛生看護学実習

産業保健活動

地域・在宅看護支援技術

家族看護学

地域・在宅看護学概論

高齢期看護学実習

看護統合実習

対象別公衆衛生看護活動

公衆衛生看護支援技術

公衆衛生看護学概論

地域・在宅看護学実習
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3後 1 ○ 1 兼1

3後 1 ○ 1

4前 2 ○ 1 1

3後 1 ○ 1

4前 2 ○ 1 兼1

4前 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1

4前 1 ○ 1 兼2

4前・後 11 ○ 1 2 1

－ 69 48 0 8 7 6 5 5 兼14

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1 兼1

4前・後 4 ○ 1 兼1

4前・後 1 ○ 1 兼1

－ 0 0 23 0 1 0 0 0 兼7

－ 102 80 23 11 7 6 5 5 兼42

助
産
師

専
門
科
目

教
職
科
目

小計（67科目） －

助産学概論

１時限の授業時間

養護概論

教育相談論

総合的な学習の時間の指導法

道徳理論・特別活動論

特別支援教育論

生徒指導論

教育方法論

教育課程論

教育心理学

助産学実習

助産管理

地域母子保健

保健指導技術

周産期ハイリスクケアⅡ

周産期ハイリスクケアⅠ

産褥期・新生児期助産診断技術学

現代教職論

分娩期助産診断技術学

妊娠期助産診断技術学

90分

必修科目102単位、教養科目の選択科目から13単位（「人間と社会」6単位以上、「人間と
科学」4単位以上、「人間と情報・コミュニケーション」3単位以上）、専門基礎・専門科
目の選択科目から9単位以上を修得し、124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：50単位（年間））

教育実践演習（養護教諭）

養護実習

教育実習事前事後指導

小計（13科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

合計（127科目） －

学位又は称号 学士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係
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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

 ① 学生の確保の見通し 

 ア 定員充足の見込み 

 

（本学の伝統と実績） 

本学は、明治 34（1901）年に桐生裁縫専門女学館として創立して以来の伝統である、「実学実

践」、「悦己悦人（他人の喜びをもって自分の喜びとする）」と「人と環境」への姿勢という教育

的風土のうえに、「社会に出て役立つ人間の育成」を建学の精神とし、現在の保健医療的課題へ

の対応や社会的要請に応えるために、「幅広い知識と確かな技術をもつ、対応力に優れた」スペ

シャリスト教育をめざす高等教育機関として平成 20（2008）年に設置され、現在は医療保健学

部のもとに群馬県東部地域に所在する大学として唯一看護学科を有し、主に看護師と保健師を

養成している。また助産師の養成については、平成 13（2001）年に桐生短期大学専攻科助産学

専攻にて開始し、その後平成 23（2011）年 4 月に発展的に開設した桐生大学別科助産専攻にて

継続してきた。 

 

（学部での助産師養成） 

本学では平成 13（2001）年に桐生短期大学専攻科助産学専攻にて助産師養成を開始し、その

後平成 23（2011）年 4 月に発展的に開設した桐生大学別科助産専攻にて継続して現在まで養成

を行い、地域社会へ人材を輩出してきた。 

こうした中、以前より本学への入学を検討している者や在学生から、ガイダンスや進学説明会、

オープンキャンパス等で『4 年間の学部教育の中で助産師国家試験受験資格を取得したかった』

との要望を聞く機会が多くあり、4 年間の学部教育の中で助産師国家試験受験資格を取得するこ

とのメリットを検証するとともに、本学においてもその方向性について検討した。 

この結果、現在本学が設置している別科助産専攻や、大学院、専攻科、専門学校などのように、

看護師受験資格を取得している人を入学対象者とする助産師養成施設では、次の課題が浮かび

上がった。 

A．看護師受験資格取得までにかかった学納金に加え、助産師養成施設の学納金が必要となる

ことから、金銭的な負担は決して少なくない。 

B．大学卒業後に養成施設に入学する場合は、助産師国家試験受験資格を取得するまでに大学

での 4年間に加え最低でも 1 年間の時間を要することから、時間的な負担も生じることに

なる。 

C．大学卒業とともに助産師資格を取得することができ、大学卒業後すぐに助産師として勤務

する場合と比較すると、最低でも 1年間の給与相当分は生涯賃金に差が生じることになる。 

以上を鑑み、平成 13（2001）年に助産師養成課程を開設して以来 20年にわたり目指してきた

持続可能な発展を、令和 5（2023）年度より現在の医療保健学部看護学科に助産師課程を設置す

ることで追求することとした。 
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（高校生の地元志向） 

近年の高校生の進路選択動向に関しては、厚生労働省が平成 13（2001）年 1 月と 7 月に誕生

した子どもが 18歳（高校 3年生相当）の時点での進学希望の学校の所在地について調査した「21

世紀出生児縦断調査（平成 13 年出生児） 第 18回調査（平成 31年・令和元年実施）」より読み

取ることができる。同調査によると、第一志望進学先では『住む都道府県で自宅から通学』が

44.8％、『県外（自宅から通学）』18.2％で、自宅からの通学を考えている生徒が全体の 6割を超

える割合を占めている。一方で、自宅外から通学を希望するとの回答は 35.3％に止まっており、

地元の大学等への進学を考える傾向が高くなっていることが伺える【資料 1】。 

同様の傾向は本学が所在する群馬県内においても顕著である。文部科学省「学校基本調査」に

よると、平成 13（2001）年に群馬県内の高校を卒業し、大学・短期大学へ進学した約 1.1 万人

のうち、進学先が群馬県内の大学・短期大学である割合は約 26.7％であったが、令和 3（2021）

年には、大学・短期大学進学者こそ 20年前から 1 千人程減少し約 1万人となっているものの、

自県進学者は約 9.1％ポイント上昇し、35.8％を占めるようになっている【資料 2】。以上のデー

タから、群馬県においても同様に、地元志向が高まっていることがわかる。 

地元志向が高まっている要因としては、進学率の向上に伴い経済的に十分な余裕がない家庭

の高校生も進学を希望するケースが増えたことに加え、「親・家族の存在」が大きくなっている。

これは少子化・昨今の親子の距離感の近さから、子どもにとっては、自宅外より親元で暮らすこ

とで精神的・経済的にも安定した生活ができ、親にとっても、兄弟が多い時代ではないために子

どもを手元に置いても負担に感じることが少なくなっているためと考えられる。さらに、イン 

ターネット等の発達により生活の利便性が高まり、地方部でも都会生活に近い満足度を得られ

るようになったことが主な要因として挙げられる。 

 

（定員充足の見込み（平均志願倍率・入学定員超過率）） 

 全国・群馬県・本学の平均志願倍率・入学定員超過率はともに十分に定員を充足できる数値を

示している。 

具体的には、厚生労働省の「看護師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査」によると、

過去 5年間（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度入学試験）の看護師学校（大学）の平均

志願倍率は全国 5.9倍、群馬県 4.3 倍【資料 3】、本学においても表 1 のとおり 2.53 倍と安定し

て志願者を集めている。 

同調査によると入学定員超過率に関しても全国・群馬県ともに 100％を超える値で推移してい

ることからも、看護師学校（大学）は安定した募集状況にあることが見てとれる【資料 3】。本学

においても表 1 のとおり、ここ 5年間の入学定員超過率の平均は 104.8％であり、安定して高い

水準を維持している。 

助産師学校としても本学の平均志願倍率・入学定員超過率はともに十分に定員を充足できる

数値を示している。 

具体的には、過去 5 年間（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度入学試験）の本学の平均

志願倍率は表 2 のとおり 2.13 倍と安定して志願者を集めている。 
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入学定員超過率に関しても表 2のとおり、本学のここ 5 年間の入学定員超過率の平均は 100％

であり、安定して高い水準を維持している。 

 

表 1 桐生大学医療保健学部看護学科定員充足状況 

平成 29（2017）～令和 3（2021）年度入学試験 

 

表 2 桐生大学別科助産専攻定員充足状況 

平成 29（2017）～令和 3（2021）年度入学試験 

 

（定員充足の見込み（地方自治体の施策）） 

地元自治体においても看護師・助産師等の養成と確保に係る施策の整備の過程であり、定員充

足の一助となっている。 

具体的には、本学の所在する群馬県において平成 30（2018）年 3月に策定、令和 3（2021）年

4 月一部改定された「第 8次群馬県保健医療計画」では、「看護師・准看護師の養成と確保」「看

護師等の質の向上」「助産師の養成と確保」「助産師出向支援導入事業の検討」「助産師の質の向

上」を施策に掲げており、例えば「看護師等養成所への運営費補助や施設・設備整備への補助等

年度 
入学定員 

（A） 

志願者数 

（B）  
受験者数  

合格者数 

（C）  
辞退者数 

入学者数 

（D） 

志願倍率 

（B/A） 

歩留率 

（D/C） 

定員超過率 

（D/A）  

平成 29 

（2017） 
80 180 176 128 0 82 2.25 64% 102.5% 

平成 30 

（2018） 
80 214 211 168 0 91 2.68 54% 113.8% 

令和元 

（2019） 
80 211 203 165 1 77 2.64 47%  96.3% 

令和 2 

（2020） 
80 196 187 167 7 82 2.45 49% 102.5% 

令和 3 

（2021） 
80 211 208 187 4 87 2.64 47% 108.8% 

平均 80 202 197 163 2 84 2.53 51% 104.8% 

年度 
入学定員 

（A） 

志願者数 

（B）  
受験者数  

合格者数 

（C）  
辞退者数 

入学者数 

（D） 

志願倍率 

（B/A） 

歩留率 

（D/C） 

定員超過率 

（D/A）  

平成 29 

（2017） 
20 39 35 21 1 20 1.95  95％ 100% 

平成 30 

（2018） 
18 34 33 19 1 18 1.89  95％ 100% 

令和元 

（2019） 
18 33 32 19 1 18 1.83  95％ 100% 

令和 2 

（2020） 
18 32 30 18 0 18 1.78 100％ 100% 

令和 3 

（2021） 
18 58 56 18 0 18 3.22 100％ 100% 

平均 18 39 37 19 1 18 2.13  95％ 100% 

- 学生確保（本文） - 4 -

yokoyama-chi
テキストボックス



4 

により、看護師等の養成を支援する」ことや、「県内の看護師等学校養成所を紹介する進学ガイ

ドの作成や看護職の魅力を伝えるイベント等を開催し、看護職を目指す学生等の確保に努める」

とされている【資料 4】。本学のキャンパスのあるみどり市からも、看護学科収容定員増員に対

して要望書が提出されている【資料 5】。これらは、群馬県内の大学における看護師養成に対す

る社会的要望の強さを示しているものと考える。 

 

（定員充足の見込み（18歳人口減少との関連）） 

こうした平均志願倍率・入学定員超過率・地方自治体の施策により、18 歳人口の減少を織り

込んでも十分な定員充足を実現できると考えている。 

「リクルート進学総研 マーケットリポート 2020 年 1 月号」の『18 歳人口予測』【資料 6】

によると、今後 10 年間の群馬県の 18 歳人口の予測は全国を上回る減少率を示している。他方、

わが国で今後直面するであろう世界に例のない超高齢社会の到来を鑑みると、医療・保健・福祉

を通じて社会に貢献するために看護職員を目指し、本学を志願する者は一定数見込めると考え

る。具体的には、仮に令和 2（2020）年の群馬県の 18歳人口 19,425人を 1とした場合の令和 14

（2032）年の群馬県の 18 歳予想人口は 15,175 人で 0.78 となり、この比率と【既出資料 3】の

群馬県の学校養成所（大学）の志願倍率の値（令和 2（2020）年度：4.1）から、令和 14（2032）

年の群馬県の予想志願倍率を算出すると、3.2 倍であり、同様に算出した令和 14（2032）年の本

学の予想志願倍率は 2.0倍となる。 

以上を鑑みると、医療保健学部看護学科の入学定員を80名から100名に増加させたとしても、

将来にわたり入学者の安定的な確保が可能であると思料する。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 

（本学の志願倍率等） 

 前述のとおり、近年の群馬県内の看護師学校（大学）は入学定員を大きく上回る志願者を集め

ている。 

本学看護学科についても過去 5年間（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度）の入学試験

において、志願倍率は 2.25 倍から 2.68倍で推移しており、看護師学校（大学）が増加する中で

も安定している。さらに 5 年間の平均歩留率（入学者／合格者）は 51％、平均入学定員超過率

は 104.8％であり、ともに安定して推移している【既出表 1】。 

別科助産専攻についても過去 5年間（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度）の入学試験

の志願倍率は 1.78 倍から 3.22 倍で推移しており、さらに 5 年間の平均歩留率（入学者／合格

者）は 95％、平均入学定員超過率は 100％であり、ともに安定して推移している【既出表 2】。

とりわけ令和 3（2021）年度入学試験では、新型コロナウイルス流行の影響から、行動の制約や

移動のリスクを避け、地元への進学を希望した受験生の増加に伴い、志願者数が増加している状

況が反映されている。 

- 学生確保（本文） - 5 -

yokoyama-chi
テキストボックス



5 

以上のような客観的なデータが示しているとおり、本学は、定員を十分充たせるものと思料す

る。 

 

（入学者の出身地域の特徴） 

本学看護学科入学者の出身高等学校所在県を表している下表から、本県に隣接する栃木県か

ら本学への入学者が非常に多いことがわかる。 

表 3 看護学科入学者の出身高等学校所在県上位 5 県 

平成 30（2018）年度～令和 3（2021）年度 

順位 県名 入学者数 構成比 

1 群馬県 208 61.7％ 

2 栃木県 69 20.5％ 

3 新潟県 12  3.6％ 

4 埼玉県 11  3.3％ 

5 長野県 10  3.0％ 

 

次に、両県の看護師学校（大学）数及び大学の総入学定員数を比較した資料（表 4）から、栃

木県と比較し群馬県は看護師学校（大学）数・総入学定員数ともに大幅に上回っていることが明

らかである。 

 

表 4 群馬県と栃木県の看護師養成大学数及び総入学定員数（令和 4（2022）年 3 月現在） 
 

 群馬県 栃木県 

大学数   （校） 7   4   

総入学定員数（人） 600   395   
    

※入学定員数は、各大学ホームページより引用し、本学にて作成。 

 

そこで両県の看護師学校（大学）の位置について調査したところ、本学を除く群馬県内の看護

師学校（大学）は高崎市に 3 校、前橋市に 2校、藤岡市に 1校設置されているが、冒頭で記述し

たとおり群馬県東部地域に所在する大学は本学のみである。同様に栃木県内の看護師学校（大学）

の位置を見てみると、足利市、大田原市、下野市、壬生町にそれぞれ 1 校ずつ設置されており、

足利大学を除いては県中部地域以東に位置していることがわかる。このことから、栃木県西部の

群馬県に隣接する地域に居住する受験生が、通学に便利な本学に入学している状況を確認する

ことができる。これと併せて、前述の地元志向の高まる中、地域に密着した本学では、今後も群

馬県および栃木県を中心に安定的に志願者を確保できるものと考える。 
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（ニーズ調査結果について） 

 本学では、入学定員増について上記の見通しを踏まえ、本学が定員増を構想している医療保健

学部看護学科の学生確保の見通しについて、第三者機関（丸善雄松堂株式会社）に委託し、アン

ケート調査を実施した。その概要は以下のとおりである。 

調 査 目 的 

桐生大学医療保健学部看護学科収容定員増員計画検討のため、本アンケート

調査により高校生の進学需要等を把握し、定員増員計画の基礎資料とするこ

とを目的とする 

調 査 対 象 
桐生大学医療保健学部看護学科への進学実績等を参考に選定した高等学校に

在籍する 2年生 

実 施 時 期 令和 3（2021）年 6月 25日～令和 4（2022）年 1月 20日 

回 収 状 況 
本調査では、122校 16,247人を対象に調査票を配布し、その結果 90校 

10,072件の調査票を回収することができた（回収率 62.0%） 

調 査 方 法 調査票による定量調査（アンケート調査） 

利用調査票 添付アンケート調査票参照 

 

・回答者の居住地域は、本学の所在する「群馬県」が 6,214 人（61.7％）、隣接する「栃木 

県」が 2,342人（23.3％）であり、これらの合計で全体の 85％を占めた。 

・高校卒業後の希望進路は「大学への進学」が 5,281 人（52.4％）と最も多く、「専門学校 

への進学」2,016人（20.0％）、「就職」1,245 人（12.4％）と続いている。 

・回答者の進路希望分野（第一希望）は、第 1 位が｢看護学｣1,025 人(10.2%)で、第 2 位｢理 

学・工学｣967 人(9.6%)、第 3 位｢その他｣886 人(8.8%)と続いている。この結果から、回答 

を得た高校生のうち 1 割程度が、看護系学科への進学を検討していることがうかがえる。 

 

（調査結果から類推される学生確保の見通し） 

本アンケート調査期間中に、調査対象校に設定した高等学校が所在する地域において、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のための「まん延防止等重点措置」ならびに「緊急事態宣言」が適用

された影響から、分散登校やオンライン授業を実施する高等学校が多く、本学看護学科への有力

な進学実績校複数校から回答を得ることができなかったが、これを踏まえても本調査に基づく

と定員充足は十分図れると考えている。 

本学看護学科への進学意向への回答では、｢進学したいと思う｣ との回答が 105 人（1.0%）、

｢進学を検討したいと思う｣との回答は 537 人（5.3%）となっており、本学看護学科へ何らかの進

学の意向を持つこれらの回答者の合計が 642人（6.4%）おり、｢進学したいと思う｣のみで入学定

員（100 人）の 1.1 倍、｢進学を検討したいと思う｣を含めると入学定員（100 人）の 6.4 倍と 

なっている。 

なお、「進学したいと思う｣105人のうち 4人は進路として就職を希望しており、これらを除く

合計は 101人となる。このうち 31人は、大学進学以外の進路を選択しており、内訳は「短大」

2 人、「専門学校」21人、「決めていない」8人となっているが、その多くは助産師資格の取得に
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図 1 桐生大学医療保健学部看護学科在学生の大学志望度（2021年 12月 16日実施） 

何らかの興味をもっており、それ以外の層はほぼ全員が、栃木県、群馬県の居住者であったこと

から、本学看護学科の概要を確認し、助産師資格の取得や通学の利便性等から｢進学したいと思

う｣を選択していると思われる。 

また、大学進学を希望している 70人の一部は、学びたい分野として「看護学」以外を選択し

ていたが、それらの層は資格の取得、特に看護師、助産師資格の取得に関心をもっており、本学

看護学科の概要を確認したうえで｢進学したいと思う｣を選択していると思われる。 

さらに、｢進学したいと思う｣105人（1.0%）を第一希望で入学する層と定義した場合、第二希

望以下となる｢進学を検討したいと思う｣と回答した 537 人（5.3%）から本学に進学する層も一定

数潜在する可能性があるため、そのことを検証するため、令和 2（2020）年度および令和 3（2021）

年度に本学看護学科に入学した学生に対し、令和 3（2021）年 12月 16日に実施した「在学生進

学志望調査」における在学生本学志望度を調査した結果が図 1 である。図 1より、在学生の 50％

以上は第一志望以外で本学に入学した学生であることがわかる。 

このことを勘案し、『図 1における「第一希望」をニーズ調査で「進学したいと思う」と回答

した人数』、『図 1の「第一希望以外」をニーズ調査で「進学を検討したいと思う」と回答し、本

学に入学した人数』と仮定し、図 1 の比率とニーズ調査で「進学したいと思う」と回答した人数

（105 人）から第一希望以外で本学看護学科へ進学することが見込まれる人数を算出すると、「進

学を検討したいと思う」からも第一希望以外で 115人の進学が見込まれる。 
 

第一志望 47.7％（105人） ： 第一志望以外 53.3％（115 人） 

＝ 進学したいと思う ： 進学を検討したいと思う 

以上のことから、桐生大学医療保健学部看護学科への進学需要は 220（105+115）人で入学定

員（100人）の 2.2倍となり、入学定員を確保することは十分可能であると考えられる【資料 7】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学では、学生募集と広報活動の専門部署として入学広報課を設置し、様々な学生確保に

係る活動を展開してきたが、収容定員の増加に合わせて次の通りこれを強化していく。 
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（取り組み状況） 

○本学主催の入試説明会（高等学校進路指導者向け） 

高等学校進路指導者向けに開催してきた本学主催の入試説明会に令和 3（2021）年度は 26

校の参加があったが、収容定員増加後はより広範に案内し参加校を増やすなどしてこれを

強化する。 

○高校訪問 

入試広報課を中心に実施してきた教育内容・教育の特色等を高校進路担当教員へ直接伝

える高校訪問（例年、5 月ごろより実施し、大学案内や募集要項、ポスター、入試ガイド等

の配布を行ってきた。令和 3（2021）年度は 98 校を訪問）の訪問校やその回数を増やすな

どして本学への認知をより一層高めていく。 

○高等学校校内説明会 

令和 3（2021）年度は本学教員による高等学校校内での出張講座を 7 講座、進学ガイダン

スを 96回実施した。収容定員増加後は実施回数を大幅に増やしていく。 

○オープンキャンパス 

本学のオープンキャンパスでは、模擬授業、体験実習、保護者向け説明会の他、学生生

活、卒業後の進路など個別相談も行ってきたが、これを継続・強化する。なお、令和 4（2022）

年度には 8回のオープンキャンパスを計画している。 

○併設高等学校との連携 

併設高等学校である桐生第一高等学校の生徒、保護者、教員等へ、看護学科への理解促

進の活動をより一層深めていく。 

○ホームページ、SNS等 

本学ホームページや SNSでは、学部・学科紹介や各学部・学科の取り組み、教育活動情報

を発信してきたが、収容定員増加後は認知をより一層広めるべく、その質と量を改善してい

く。 

○その他広報媒体等への掲出 

大学案内等、各種パンフレットの配布や進学情報誌への掲載、ダイレクトメールの送付

などを増加させていく。 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

 ① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 

本学は、明治 34（1901）年に桐生裁縫専門女学館として創立して以来の伝統である、「実学実

践」、「悦己悦人（他人の喜びをもって自分の喜びとする）」と「人と環境」への姿勢という教育

的風土のうえに、「社会に出て役立つ人間の育成」を建学の精神とし、現在の保健医療的課題へ

の対応や社会的要請に応えるために、「幅広い知識と確かな技術をもつ、対応力に優れた」スペ

シャリスト教育をめざす高等教育機関として平成 20（2008）年に設置された。 

本学ではこうした建学の精神を使命・目的及び教育目的として明文化している。すなわち、桐
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生大学学則第 1 条において「地域社会において優秀な人材を提供するため、基礎教養の知能を授

けると共に専門原理の探求と応用技能を修得させ、自ら進んで思索し、自由と責任、独立と共同

の意識を学習することを目的とする。特に、学生の個性を重視し、知育・徳育・体育の三育を中

心に健全強固な意志と社会的・美学的素養を身につけ、国家並びに世界の平和と幸福増進に協力

寄与する人材の育成を目指すこととする」と規定している。 

また、看護学科では前述の使命・目的及び教育目的を桐生大学学則第 5条において以下のとお

り簡潔に文章化している。 

１．自立した専門職としての知識・技能・態度及び考え方の総合的能力の育成 

２．人間理解と協働意識に基づく豊かな人間性の育成 

３．地域社会及び国際社会に貢献できる専門的職業人の育成 

４．地域社会の保健・医療・福祉環境の中で力を発揮できる実践的職業人の育成 

 

② 上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

 

（看護職の不足） 

そもそも本学に看護師養成課程を設置した背景には、地域社会において特に保健医療分野に

おける諸問題・課題への対応が強く求められていたことが挙げられるが、近年の保健医療分野を

取り巻く環境は、社会や医療福祉制度、少子高齢化の進展、医療技術の進歩及び医療提供の場の

多様化等により大きく変わってきている。医療の高度化、保健・福祉の充実などにより平均寿命

が延伸した一方で、出生数は減少し、急速な少子高齢化が進展している。このような状況下で、

国内の看護職就業者数は年間 3 万人程度増えているものの、団塊の世代が 75歳以上となる令和

7（2025）年には、世界に例のない超高齢社会を迎え、医療・介護の需要が一層増加することが

見込まれる。 

厚生労働省より令和元（2019）年 11月に出された「医療従事者の需給に関する検討会 看護職

員需給分科会 中間とりまとめ（概要）」によると、令和 7年における国内の看護職員の需要推計

は 188～202 万人であるにもかかわらず、供給推計は 175～182 万人となっており、少なくとも 6

万人の看護職員が不足すると予想されている【資料 8】。 

 

（助産師の需要） 

看護師同様、助産師を取り巻く環境も大きく変化している。女性と家族の出産や子育てに対す

る希望やそのあり方は多様化しており、出産後の母と子のケア、妊娠期から子育て期にわたる切

れ目のない支援の提供、地域社会の中で命の重要性を広く説き、思春期から更年期に至る女性の

ライフステージに合わせた健康問題への対応等、助産師の活躍が一層期待される。加えて産科を

取り巻く現状は産科医師不足や分娩施設の減少、産科の混合病棟化、ハイリスク妊娠産褥の増加

など、依然厳しい状況にあり、助産師の積極的な活用による安全・安心な出産環境の確保が求め
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られている。 

 

（地域的な看護職・助産師の需給見通し） 

厚生労働省「平成 30 年衛生行政報告例（就業医療関係者）の概要」から、群馬県内の看護職

就業者数も決して安閑としていられる状況ではないことが読み取れる。群馬県の人口 10 万人対

就業看護師数は平成 30（2018）年末時点で 974.5 人であり、全国平均の 963.8 人をわずかに上

回っている程度にとどまっており、今後も医療ニーズの増大および高度化や質の向上が求めら

れることを勘案すると、看護職員の一層の養成が重要であると考えられる【資料 9】。 

同様に、厚生労働省「平成 30 年衛生行政報告例（就業医療関係者）の概況」によると、平成

30（2018）年末時点の群馬県の就業助産師数は 514人であり、人口 10万人あたりでは 26.3 人に

とどまっている。この値は年々増加しているものの、依然全国平均 29.2 人を下回っており、今

後も安定的な助産師養成が必要となることを示している【資料 9】。 

 

（人材需要に関するニーズ調査結果について） 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が人材需要等社会の要請を踏まえたもの

であることについて、客観的な根拠を得ることを目的として、第三者機関（丸善雄松堂株式会

社）に委託し、実施したアンケート調査の概要は以下のとおりである。 

調 査 目 的 

桐生大学医療保健学部看護学科収容定員増員計画検討のため、本アンケート

調査により事業所の人材需要等を把握し、定員増員計画の基礎資料とするこ

とを目的とする 

調 査 対 象 
桐生大学医療保健学部看護学科の卒業生の就職実績等を参考に選定した病

院・事業所 

実 施 時 期 令和 3（2021）年 6月 25日～令和 3（2021）年 9月 27日 

回 収 状 況 
本調査では、506事業所を対象にアンケート調査票を配布し、109 件のアン

ケートを回収することが出来た（回収率 21.5%） 

調 査 方 法 調査票による定量調査（アンケート調査） 

利用調査票 添付アンケート調査票参照 

 ・回答事業所の種別は、｢病院、診療所｣104 事業所（95.4%）が最も多く 9 割以上を占めてお 

り、他に｢地方自治体｣3事業所（2.8%）、｢検診センター｣1事業所（0.9%）、｢未回答・無効回

答｣1事業所（0.9%）となっている。 

 ・回答事業所の過去 3 年間の採用職種は、｢看護師｣6,274 人（95.7%）が最も多く、｢助産師｣

180人（2.7%）、｢保健師｣102 人（1.6%）と続いている。 

 ・回答事業所の過去 3年間の採用職種充足状況は、｢不足している｣が 20事業所（18.3%）、｢や

や不足している｣33 事業所（30.3%）で、両者の合計は 53 事業所（48.6％）となっている。 

 ・桐生大学医療保健学部看護学科の収容定員増の必要性について、｢必要性を感じる｣が 36 事

業所（33.0%）、｢ある程度の必要性を感じる｣が 37 事業所（33.9%）で、これらの合計が 73

事業所（67.0%）と、7割近くの事業所が収容定員増について何らかの必要性を感じている。 
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（調査結果から類推される人材需要の見通し） 

アンケート調査に回答した事業所の桐生大学医療保健学部看護学科卒業生の採用意向は、｢採

用したいと思う｣が 47 事業所（内 19事業所は人数未回答）83人、｢採用を検討したいと思う｣が

30 事業所（内 13事業所は人数未回答）33人となっており、これらの合計は人数を回答した事業

所のみで 116人となっている。 

また、実際に採用に至るか否かについては就職希望者個人の人格や能力が大きく影響するこ

とから、ここでは｢採用したいと思う｣に加えて、｢採用を検討したいと思う｣までを採用需要とし

て定義し、上記採用意向で希望人数の記載がなかった事業所の採用意向人数を保守的に 1 事業

所当たり 1 人と仮定した場合、調査結果に基づく桐生大学医療保健学部看護学科卒業生の採用

需要は、｢採用したいと思う｣のみで 102人、｢採用を検討したいと思う｣まで含めると 148人で、

｢採用したいと思う｣が桐生大学医療保健学部看護学科の入学定員（100 人）の 1.0 倍、「採用を

検討したいと思う」まで含めると 1.5倍となり、アンケート調査の結果から、桐生大学医療保健

学部看護学科卒業生への人材需要は十分に見込まれるものと考える。 

さらに、関心層の過去 3 年間の看護師採用数は令和元（2019）年度 1,678 人、令和 2（2020）

年度 1,687 人、令和 3（2021）年度 1,404 人となっている。令和 3（2021）年度はコロナ禍によ

る採用活動の停滞などが影響し、採用数が減少しているものと思われるが、いずれの年度も

1,400 人以上が採用されていることから、桐生大学保健医療学部看護学科卒業生への継続的な採

用需要があることが窺われる【資料 10】。 

 

 

- 学生確保（本文） - 12 -

yokoyama-chi
テキストボックス



 

 

学生の確保の見通し等を記載した書類 添付資料目次 

 

 

資料 1  21世紀出生児縦断調査（平成 13年出生児） 第 18回調査（平成 31年・令和元年

実施） 

資料 2  群馬県の高等学校卒業者の進学動向 

資料 3  学校養成所（大学）入学状況 （平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度） 

資料 4  第 8次群馬県保健医療計画 

資料 5  みどり市 要望書 

資料 6  リクルート進学総研 マーケットリポート 2020年 1月号 

資料 7  桐生大学医療保健学部看護学科収容定員増に係るニーズ調査報告書（高校生編） 

資料 8  医療従事者の需給に関する検討会 看護職員需給分科会 中間とりまとめ（概要） 

資料 9  人口 10万対就業看護師数・人口 10万対就業助産師数 

資料 10 桐生大学医療保健学部看護学科収容定員増に係るニーズ調査報告書（事業所編） 

以上 

 

- 学生の確保（資料） - 1 -



資料 1

 
 

 

- 22-

- 学生の確保（資料） - 2 -

yokoyama-chi
テキストボックス

yokoyama-chi
テキストボックス



1 7

26,620 23,423 88.0% 26,955 23,592 87.5% 53,575 47,015 87.8%
23,391 21,923 93.7% 23,575 22,002 93.3% 46,966 43,925 93.5%
23,374 21,365 91.4% 23,523 21,447 91.2% 46,897 42,812 91.3%
22,439 20,699 92.2% 22,398 20,860 93.1% 44,837 41,559 92.7%
21,735 19,824 91.2% 21,824 19,993 91.6% 43,559 39,817 91.4%
21,020 19,154 91.1% 21,167 19,383 91.6% 42,187 38,537 91.3%
20,182 18,304 90.7% 20,416 18,481 90.5% 40,598 36,785 90.6%
19,530 17,978 92.1% 19,731 18,158 92.0% 39,261 36,136 92.0%
18,865 17,480 92.7% 19,067 17,784 93.3% 37,932 35,264 93.0%

10 18,359 17,256 94.0% 18,630 16,868 90.5% 36,989 34,124 92.3%
11 17,948 16,426 91.5% 18,111 16,487 91.0% 36,059 32,913 91.3%
12 17,529 16,067 91.7% 17,509 15,998 91.4% 35,038 32,065 91.5%
13 16,960 15,204 89.6% 16,944 15,127 89.3% 33,904 30,331 89.5%
14 16,451 14,780 89.8% 16,392 14,726 89.8% 32,843 29,506 89.8%
15 15,738 14,462 91.9% 15,670 14,348 91.6% 31,408 28,810 91.7%
16 15,245 13,584 89.1% 15,052 13,316 88.4% 30,297 26,900 88.7%
17 15,423 12,420 80.5  15,357 12,466 81.2  30,780 24,886 80.9  
18 15,387 12,339 80.2  15,307 12,315 80.5  30,694 24,654 80.3  
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出典：厚生労働省「21世紀出生児縦断調査（平成 13年出生児）第 18 回調査」

19043 12982 6648 1140 3734 149
100.0 68.2 34.9 6.0 19.6 0.8

109 156 108 335
0.6 0.8 0.6 1.8

19043 8513 5880 855 3018 89
100.0 44.7 30.9 4.5 15.8 0.5

55 123 108 402
0.3 0.6 0.6 2.1

 

  

19043 10921 2004 4875 7060 277
100.0 57.3 10.5 25.6 37.1 1.5

19043 8528 1127 3472 5599 317
100.0 44.8 5.9 18.2 29.4 1.7
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第７章　保健・医療・福祉の提供体制の充実

６　看護師・准看護師

現状と課題   
ア　看護師・准看護師の養成と就業状況
①　本県の平成 29 年４月現在の養成施設は、大学、専修学校等の看護師等学校養成
所が 28 校 29 課程あり、定員は 1,564人となっています。
②　本県における卒業後の就業状況を見ると、平成 29 年３月の卒業生 1,330人のうち、
看護師・准看護師として就業した者は 1,169人で、県内就業者は 855人、県内就業
率は 73.1％となっています。大学の卒業者の県内就業率は低く、看護師としての就
業は 493人、県内就業者は 244人、県内就業率は 49.5％となっています。
③　本県の平成 28 年における看護師・准看護師数は 25,543人となっており、平成 18
年と比べ約 1.3 倍、約 5,400人増加しています。このうち、准看護師数はほぼ横ば
いであり、看護師数は年々増加しています。
④　人口 10 万人当たりの看護師数は、平成 28 年は 914.0人であり、全国平均の 905.5
人よりも初めて多くなりました。
⑤　就業場所別に見ると、病院及び診療所が約 78％を占めていますが、近年では介護
保険施設（13.5％）や訪問看護ステーション（3.2％）への就業が増加しています。

イ　看護師をめぐる状況の変化
①　医療は高度化・専門化しており、住民のニーズも多様化しています。そのため、
専門看護師や認定看護師等の水準の高い看護が提供できる看護師の養成が求められ
ており、併せて看護全体の質の向上も必要となっています。

就業看護師・准看護師数の推移

厚生労働省「衛生行政報告例」
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第７章　保健・医療・福祉の提供体制の充実

②　我が国では前例のない少子高齢社会を迎えており、本県も例外ではありません。
今後、ますます医療のニーズが高まることが予測され、在宅医療の推進を図ること
が求められており、訪問看護の果たす役割に期待が高まっています。
③　在宅医療の推進には、個別に熟練した看護師のみでは足りず、医師等の判断を待
たずに手順書により一定の診療の補助を行う看護師を養成し、確保していく必要が
あることから、平成 27 年 10 月から「特定行為に係る看護師の研修制度」が始まり
ました。特に訪問看護事業所等において、研修の受講の促進が望まれます。
④　入院医療から在宅医療への移行には、入院時から退院後の生活を見据えた看護ケ
アの提供と、退院に向けて多職種と調整を図る看護職員の質の向上が不可欠であり、
回復期の看護を担う人材育成が重要です。
⑤　介護保険施設や福祉施設では看護職員を確保することが難しい状況があり、さら
に医療従事者が少ない環境での看護サービスの提供が多いことから、人材の確保と
併せて実践力が高く自律的に活動できる看護師等の育成・確保が課題となっていま
す。

ウ　群馬県ナースセンターによる看護師確保
①　群馬県ナースセンターにおいて、看護師等の無料職業紹介事業、看護に関する普
及啓発活動、潜在看護職員復職支援研修等を行っています。センターの機能充実の
ため、ハローワークでの相談を開始したり、ナースセンター事業運営委員会での協
議等を行っていますが、さらなる強化が必要です。
②　平成 27 年 10 月から看護師等の離職時の届出制度が始まり、免許を持ちながら看
護師等の仕事に就いていない人にナースセンターに届出してもらうことにより、潜
在看護師等を把握し、復職への働きかけを行うことを目的としています。この制度
を推進することにより、看護師等を確保することが求められています。

エ　医療勤務環境改善支援センターによる支援
　　医療法改正により、医療機関が PDCAサイクルを活用して計画的に勤務環境改善
に取り組むことができるよう、都道府県に医療勤務環境改善支援センターを設置する
ことが努力義務化されました。
　　本県でも平成 27 年２月にセンターを設置し、個々の医療機関が勤務環境改善に取
り組むことを支援するため、運営協議会や研修会の開催、相談等を実施していますが、
医療機関への支援機能の更なる充実強化が求められています。

施策の方向   
ア　看護師・准看護師の養成と確保
①　養成力の充実及び県内就業促進
・　看護師等養成所への運営費補助や施設・設備整備への補助等により、看護師等
の養成を支援するとともに、修学資金の貸与により県内で看護職員の確保が困難
な過疎地域や小規模病院・診療所、施設等への就業を促進します。

- 学生の確保（資料） - 8 -
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第７章　保健・医療・福祉の提供体制の充実

・　専任教員養成講習会の開催や継続研修の開催、病院等での看護学生実習の指導
に当たる看護職員を対象とした実習指導者講習会を開催することにより、養成力
の向上を図ります。

・　県内の看護師等学校養成所を紹介する進学ガイドの作成や看護職の魅力を伝え
るイベント等を開催し、看護職を目指す学生等の確保に努めます。

②　離職防止対策
　　医療機関等の院内保育施設の運営費や施設整備への支援、医療勤務環境改善支援
センターによる研修会の開催・相談事業の実施等により、看護師等の医療従事者が
働きやすい環境整備を支援します。
　また、新人看護職員研修を実施するとともに、各医療機関で取り組む新人看護職員
研修への支援をすることにより、早期離職の防止と定着を図ります。

③　再就業の促進
　　看護師等免許保持者の離職時の届出制度を活用し、群馬県ナースセンターを拠点
として、再就業に関する情報提供に取り組むほか、最新の知識・技術を習得する研
修の実施、ハローワークとの連携による就業相談の充実等により、復職支援体制を
強化します。

イ　看護師等の質の向上
①　県内看護系大学及び県看護協会等の関係機関と連携し、高度化・専門化する医療
に対応可能な認定看護師・専門看護師の養成・確保を支援します。
②　今後ますます高まる在宅医療のニーズに対応するため、特定行為看護師の確保に
努めます。
・　県内の受講者数や修了者の実践状況、指定研修機関及び協力施設の実施状況等
について把握し、研修受講促進に関わる課題を検討します。

・　研修等を通じて制度に関する普及啓発を実施し、広く理解を求めます。
・　受講に係る経費への補助制度を利用し、特定行為看護師の確保を推進します。
③　在宅医療及び介護・福祉関係施設等における看護ニーズに対応可能な看護師等の
確保・育成を推進します。
・　訪問看護に従事する看護師等を確保するとともに、在宅療養者の多様なニーズ
に対応できるよう、訪問看護研修事業を実施します。

・　回復期の看護を担う看護職員が在宅医療を見据えた看護ケアが提供できるとと
もに、関係者・関係機関との調整力を向上させることができるよう支援します。

・　関係機関と協力し、介護・福祉関係施設に勤務する看護職員に対する研修支援
を検討します。

- 学生の確保（資料） - 9 -
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1．調査概要 

(1)調査目的 

桐生大学 医療保健学部 看護学科収容定員増員計画検討のため、本アンケート調査によ

り高校生の進学需要等を把握し、増員計画の基礎資料とすることを目的とする。 

 

(2)調査対象 

桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学実績等を参考に選定した高等学校に在籍する

2 年生。 

 

(3)実施時期 

2021 年 6 月 25 日～2022 年 1 月 20 日 

 

(4)回収状況 

本調査では、122 校 16,247 人を対象に調査票を配布し、その結果 90 校 10,072 件の調査

票を回収することができた。(回収率 62.0%) 

 

(5)調査方法 

調査票による定量調査。(アンケート調査) 

 

(6)利用調査票 

添付アンケート調査票参照。 
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2．調査・分析結果の要旨 

(1)調査結果の要旨 

①性別 

回答者の性別は、｢男性｣が 4,473 人(44.4%)、｢女性｣が 5,578 人(55.4%)、「未回答・

無効回答」21 人(0.2%)となっている。 

 

②居住地域 

回答者の居住地域は、「その他」を除き｢群馬県｣6,214 人(61.7%)が最も多く 6 割以上

となっており、｢栃木県｣2,342 人(23.3%)、｢埼玉県｣701 人(7.0%)と続いている。 

 

③高校卒業後の進路 

回答者の高校卒業後の進路は、｢大学への進学｣5,281 人(52.4%)が最も多く半数以上と

なっており、｢専門学校への進学｣2,016 人(20.0%)、｢就職｣1,245 人(12.4%)と続いてい

る。 

 

④進学希望分野 

回答者の進学希望分野(第 1 希望)は、第 1 位が｢看護学｣1,025 人(10.2%)で、第 2 位

｢理学・工学｣967 人(9.6%)、第 3 位｢その他｣886 人(8.8%)と続いている。 

また、進学希望分野(第 2 希望)は、第 1 位が｢その他｣921 人(9.1%)で、第 2 位｢医療技

術(リハビリ・臨床検査など)｣816 人(8.1%)、第 3 位｢経済学・経営学・商学｣567 人

(5.6%)と続いている。 

 

⑤取得したい資格 

回答者の取得したい資格は、第 1位が｢その他｣2,849 人(22.4%)で、第 2 位｢看護師｣

2,605 人(20.5%)、第 3 位｢保健師」1,505 人(11.8%)となっている。 

 

⑥進学先決定時の重視要因 

回答者の進学先決定時の重視要因は、第 1 位が｢学科、コース等の学びの分野｣4,212 人

(24.5%)で、第 2 位｢技術・資格の取得｣3,248 人(18.9%)、第 3 位｢学費（入学金・授業

料）」1,627 人(9.5%)と続いている。 

 

⑦助産師国家試験受験資格を取得できることへの興味・関心 

回答者の、4年間の学部教育の中で助産師国家試験受験資格を取得できることへの興

味・関心は、｢興味・関心がある｣が 671 人(6.7%)、｢ある程度の興味・関心がある｣が

1,333 人(13.2%)となっており、何らかの興味・関心を持つこれらの回答者の合計は

2,004 人(19.9%)となっている。 

- 学生の確保（資料） - 15 -
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⑧医療保健学部 看護学科への興味・関心 

回答者の桐生大学 医療保健学部 看護学科への興味・関心は、｢興味・関心がある｣が

402 人(4.0%)、｢ある程度の興味・関心がある｣が 1,160 人(11.5%)で、何らかの興味・関

心を持つこれらの回答者の合計が 1,562 人(15.5%)となっている。 

 

⑨医療保健学部 看護学科への進学意向 

回答者の桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学意向は、｢進学したいと思う｣が

105 人(1.0%)、｢進学を検討したいと思う｣が 537 人(5.3%)で、何らかの進学の意向を持

つこれらの回答者の合計は 642 人(6.4%)となっている。 
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(2)分析結果の要旨 

Q9)桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学意向への回答では、｢進学したいと思う｣

105 人(1.0%)、｢進学を検討したいと思う｣537 人(5.3%)となっており、桐生大学 医療保健

学部 看護学科へ何らかの進学の意向を持つこれらの回答者の合計が 642 人(6.4%)であ

り、｢進学したいと思う｣のみで入学定員(100 人)の 1.1 倍、｢進学を検討したいと思う｣を

含めると入学定員(100 人)の 6.4 倍となっている。(P15) 

 

なお、｢進学したいと思う｣105 人のうち 4 人は進路として就職を希望しており、これら

を除く合計は 101 人となる。このうち 31 人は、大学進学以外の進路を選択しており、内

訳は短大 2人、専門学校 21 人、決めていない 8 人となっているが、その多くは助産師資

格の取得に何らかの興味をもっており、それ以外の層は、ほぼ全員が栃木県、群馬県の居

住者であったことから、桐生大学 医療保健学部 看護学科の概要を確認し、助産師資格の

取得や通学の利便性等から｢進学したいと思う｣を選択していると思われる。 

また、大学進学を希望している 70 人の一部は、学びたい分野として「看護学」以外を

選択していたが、それらの層は資格の取得、特に看護師、助産師資格の取得に関心をもっ

ており、桐生大学 医療保健学部 看護学科の概要を確認したうえで｢進学したいと思う｣を

選択していると思われる。 

さらに、2021 年 12 月 16 日（12 月中旬）に実施された在学生進学志望調査（看護学

科）における、桐生大学 医療保健学部 看護学科への大学志望度では、第一志望で桐生大

学 医療保健学部 看護学科へ進学した比率：第一志望以外で桐生大学 医療保健学部 看護

学科へ進学した比率は 47.7％：52.3％ となっている。第一志望を「進学したいと思

う」、第一志望以外を「進学を検討したいと思う」とし、この比率と「進学したいと思

う」人数 105 人から第一志望以外で桐生大学 医療保健学部 看護学科へ進学する人数を算

出すると、 

（進学したいと思う）：（進学を検討したいと思う） 

第一志望 47.7％：第一志望以外 52.3％＝105 人：115 人となり、 

「進学を検討したいと思う」人数 537 人からも第一志望以外で 115 人の進学が見込まれ

る。 

以上から、桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学需要は 105＋115＝220 人で入学定

員 100 人の 2.2 倍となり、定員充足する進学需要があるといえる。(P20) 
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3．全体集計結果 

Q1)性別 

回答者の性別は、｢男性｣が 4,473 人(44.4%)、｢女性｣が 5,578 人(55.4%)、「未回答・

無効回答」21 人(0.2%)となっている。 

 

Q1) あなたの性別は、どちらですか。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
男性 4,473 44.4%
女性 5,578 55.4%
未回答・無効回答 21 0.2%

- 学生の確保（資料） - 18 -
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Q2)居住地域 

回答者の居住地域は、「その他」を除き｢群馬県｣6,214 人(61.7%)が最も多く 6 割以上

となっており、｢栃木県｣2,342 人(23.3%)、｢埼玉県｣701 人(7.0%)と続いている。 

 

 

Q2) あなたのお住まいは、どちらですか。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
群馬県 6,214 61.7%
栃木県 2,342 23.3%
埼玉県 701 7.0%
茨城県 64 0.6%
東京都 23 0.2%
千葉県 6 0.1%
その他 706 7.0%
未回答・無効回答 16 0.2%

- 学生の確保（資料） - 19 -
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Q3)高校卒業後の進路 

回答者の高校卒業後の進路は、｢大学への進学｣5,281 人(52.4%)が最も多く半数以上と

なっており、｢専門学校への進学｣2,016 人(20.0%)、｢就職｣1,245 人(12.4%)と続いてい

る。 

 

 

Q3) あなたは高校卒業後どのような進路を考えていますか。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
大学への進学 5,281 52.4%
短期大学への進学 389 3.9%
専門学校への進学 2,016 20.0%
就職 1,245 12.4%
その他 42 0.4%
決めていない 1,068 10.6%
未回答・無効回答 31 0.3%

- 学生の確保（資料） - 20 -



                     

9 
                        

Q4)進学希望分野(第 1 希望) 

回答者の進学希望分野(第 1 希望)は、第 1 位が｢看護学｣1,025 人(10.2%)で、第 2 位

｢理学・工学｣967 人(9.6%)、第 3 位｢その他｣886 人(8.8%)と続いている。 

 

 

Q4) あなたの進学したい分野は次のうちのどれですか。 (第 1 希望) 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

第１希望 回答数（人） 構成比（％）
総計 10,072 100.0%
文学・史学・哲学 217 2.2%
語学関係(外国語・言語学) 307 3.0%
教育学(幼児教育を含む) 443 4.4%
保育学 276 2.7%
心理学 204 2.0%
法学・政治学 165 1.6%
経済学・経営学・商学 697 6.9%
社会学・福祉学 196 1.9%
理学・工学 967 9.6%
農学・水産学 204 2.0%
医学・歯学・薬学 415 4.1%
看護学 1,025 10.2%
医療技術(リハビリ・臨床検査など) 768 7.6%
食物学・栄養学 417 4.1%
家政学関係(被服・住居) 49 0.5%
体育学・健康科学 310 3.1%
芸術学 379 3.8%
その他 886 8.8%
未回答・無効回答 2,147 21.3%

- 学生の確保（資料） - 21 -
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Q4)進学希望分野(第 2 希望) 

回答者の進学希望分野(第 2 希望)は、第 1 位が｢その他｣921 人(9.1%)で、第 2 位｢医療技

術(リハビリ・臨床検査など)｣816 人(8.1%)、第 3 位｢経済学・経営学・商学｣567 人(5.6%)

と続いている。 

 

 

Q4) あなたの進学したい分野は次のうちのどれですか。 (第 2 希望) 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載  

第２希望 回答数（人） 構成比（％）
総計 10,072 100.0%
文学・史学・哲学 320 3.2%
語学関係(外国語・言語学) 310 3.1%
教育学(幼児教育を含む) 562 5.6%
保育学 380 3.8%
心理学 380 3.8%
法学・政治学 242 2.4%
経済学・経営学・商学 567 5.6%
社会学・福祉学 299 3.0%
理学・工学 405 4.0%
農学・水産学 244 2.4%
医学・歯学・薬学 469 4.7%
看護学 512 5.1%
医療技術(リハビリ・臨床検査など) 816 8.1%
食物学・栄養学 334 3.3%
家政学関係(被服・住居) 118 1.2%
体育学・健康科学 450 4.5%
芸術学 301 3.0%
その他 921 9.1%
未回答・無効回答 2,442 24.2%

- 学生の確保（資料） - 22 -



                     

11 
                        

Q5)取得したい資格  ＊複数選択可(２つまで) 

回答者の取得したい資格は、第 1位が｢その他｣2,849 人(22.4%)で、第 2 位｢看護師｣

2,605 人(20.5%)、第 3 位｢保健師」1,505 人(11.8%)となっている。 

 

 

Q5) あなたが取得したいと思う資格を次の中から２つまで選び○をつけてください。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載  

回答数（人） 構成比（％）

総計 12,727 100.0%

看護師 2,605 20.5%

保健師 1,505 11.8%

養護教諭 1,384 10.9%

助産師 827 6.5%

その他 2,849 22.4%

未回答・無効回答 3,557 27.9%

- 学生の確保（資料） - 23 -
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Q6)進学先決定時の重視要因  ＊複数選択可(２つまで) 

回答者の進学先決定時の重視要因は、第 1 位が｢学科、コース等の学びの分野｣4,212

人(24.5%)で、第 2 位｢技術・資格の取得｣3,248 人(18.9%)、第 3 位｢学費（入学金・授業

料）」1,627 人(9.5%)となっている。 

 

Q6) あなたは進学先を決定する際に、どのような要因を重視しますか。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載  

回答数（人） 構成比（％）

総計 17,213 100.0%

学科、コース等の学びの分野 4,212 24.5%

技術・資格の取得 3,248 18.9%

就職実績 1,612 9.4%

校舎・施設の充実 877 5.1%

設置形態（国公立か私立） 445 2.6%

学費（入学金・授業料） 1,627 9.5%

奨学金制度の有無 419 2.4%

学校の伝統・教育理念 212 1.2%

入試の難易度・入試科目 992 5.8%

担任や進路指導の先生の意見 154 0.9%

家族の意見 646 3.8%

アクセスや立地 567 3.3%

その他 135 0.8%

未回答・無効回答 2,067 12.0%

- 学生の確保（資料） - 24 -
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Q7)助産師国家試験受験資格を取得できることへの興味・関心  

回答者の、4年間の学部教育の中で助産師国家試験受験資格を取得できることへの興

味・関心は、｢興味・関心がある｣が 671 人(6.7%)、｢ある程度の興味・関心がある｣が

1,333 人(13.2%)となっており、何らかの興味・関心を持つこれらの回答者の合計は

2,004 人(19.9%)となっている。一方、｢興味・関心がない｣は 2,259 人(22.4%)、｢あまり

興味・関心がない｣は 2,034 人(20.2%)でこれらの合計は 4,293 人(42.6%)となってお

り、1,641 人(16.3%)が｢わからない｣と回答している。 

 

 

Q7) 4 年間の学部教育の中で助産師国家試験受験資格を取得することができること 

について、興味・関心がありますか。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
興味・関心がある 671 6.7%
ある程度の興味・関心がある 1,333 13.2%
あまり興味・関心がない 2,034 20.2%
興味・関心がない 2,259 22.4%
わからない 1,641 16.3%
未回答・無効回答 2,134 21.2%

- 学生の確保（資料） - 25 -
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Q8)医療保健学部 看護学科への興味・関心  

回答者の桐生大学 医療保健学部 看護学科への興味・関心は、｢興味・関心がある｣が

402 人(4.0%)、｢ある程度の興味・関心がある｣が 1,160 人(11.5%)で、何らかの興味・関

心を持つこれらの回答者の合計が 1,562 人(15.5%)となっている。一方、｢興味・関心が

ない｣は 2,547 人(25.3%)、｢あまり興味・関心がない｣は 2,157 人(21.4%)で、これらの

合計は 4,704 人(46.7%)となっており、1,689 人(16.8%)が｢わからない｣と回答してい

る。 

 

Q8) 桐生大学 医療保健学部 看護学科について興味・関心がありますか。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載  

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
興味・関心がある 402 4.0%
ある程度の興味・関心がある 1,160 11.5%
あまり興味・関心がない 2,157 21.4%
興味・関心がない 2,547 25.3%
わからない 1,689 16.8%
未回答・無効回答 2,117 21.0%

- 学生の確保（資料） - 26 -
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Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

回答者の桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学意向は、｢進学したいと思う｣が

105 人(1.0%)、｢進学を検討したいと思う｣が 537 人(5.3%)で、何らかの進学の意向を持

つこれらの回答者の合計は 642 人(6.4%)となっている。一方、｢進学したいと思わない｣

は 4,691 人(46.6%)で、2,616 人(26.0%)が｢わからない｣と回答している。 

 

Q9) 桐生大学 医療保健学部 看護学科に進学したいと思いますか。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
進学したいと思う 105 1.0%
進学を検討したいと思う 537 5.3%
進学したいと思わない 4,691 46.6%
わからない 2,616 26.0%
未回答・無効回答 2,123 21.1%

- 学生の確保（資料） - 27 -
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Q10) 桐生大学 医療保健学部 看護学科への意見・要望 

Q10) 桐生大学 医療保健学部 看護学科に対するご意見・ご要望をお聞かせください。 

 

頑張ってください。
いいと思います。
とてもいいと思います。
とても良いと思います。もっと本気で学びたい子たちが真検に取り組めそうだなと思いました。
パンフレットの内容が簡単に書かれてあり、とても読みやすかった。学科が少ないので一つ一つの学科に力を入れられ
てるように見える。
わかりやすい先生ですか。
助産師の国家試験受験資格がとれるのはとてもみ力だと思います。
助産師の国家資格を取得できることは私自身とてもうれしいと思いました。
専門化・多様化する医療の現場に対応していていいと思いました。
様々な資格が取得できるのですごいなと思いました。
１つの大学で多くの資格が取れるのでそこが魅力的だなと思った。
４年で助産師も取れるので良いと思った。
４年間で確実に知識や技術を身につけられる環境が整っており、桐生大学の助産師国家試験受験資格を取得できる点
はとても興味深いです。この１年の間に積極的に様々な進学先を知っていき検討したいと思います。
４年間で看護師だけでなく助産師なども取得できて将来の選択が広がって良いと思います。
４年間で看護師受験試格はもちろん選択制で３つの受験試格を選べるのはみりょく的だなと思った。
４年間で助産師の資格が取れるのがいいなと思いました。
４年間で助産師国家試験受験資格を得ることができるのは良いと思った。
４年間の中で助産師の国家試験資格を取得することができることがとてもいいと思います。
あまり関心がない
あまり興味を引かれる事がない。
あまり知らないので進学先を調べる際に調べてみようと思いました。
いろいろな資格がとることができるのでそこがいいとおもいました。
いろいろな資格をとれるのはいいなと思いました。
オープンキャンパスに行ってみたいです。
きょう味を持ったので調べてみたいと思いました。
このアンケートをもって興味を少しもちました。
このような大学を知るいい機会となった。
これから必要になってくる学科だと思いました。
コロナで大変な世の中なので、看護師さんを育てることはとても大切だと思いました。
さまざまな資格も取れることはいいと思う。
すごく良い学校だと思います。８０人から１００人増員はうれしいと思います。
ぜひ行きたいです。
その大学をまず知らない。
その道も良いとは思いますが、私にはできる気がしないので、よく分かりません。
たくさんの資格を取得できるのが魅力的だと思いました。
たくさんの人たちを救える希望です。がんばってください
たくさん資格がとれてよいと思う。
たてものがきれい
どういった事が学ぶことが出来るのですか？
とても、看護に対してとても興味をそそるもの、環境がととのってると思い
とてもよさそうである。
とても設備が充実していてきれいな学校だなと思った。
どのような学習をするかを知りたいです。
どのような活動をしているか分からないので、ネットを通してもっと情報をほしい。
どのような資格が取れるのか知りたいです。
どのような就職実積があるのか気になりました。
どのような大学なのか分からなかった。けど初めて、パンフレットで知った。
どれくらいの知識がまなべるのかが気になりました。
どんなことをするのかこれから調べていきたいです。
どんなとこなのかもっと知りたいと思いました。

- 学生の確保（資料） - 28 -
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どんな医療の実習をするのか気になった。
なぜ、定員を増やしたのか。
はじめて聞いた大学なのでよくわかりませんが、綺麗な建物ですね。
パンフレットが分かりやすくていいです。
パンフレットにもう少し詳しい情報を載せてほしい
パンフレットを読んでみて、看護の仕事に興味をもつことができた。
まだ看護系に進みたいという気持ちがないので、進みたいかは分かりません。
もっと他の選択しがほしいです。
より専門的に医療の分野を学ぶことができていいと思った。
リーフレットの内容がしっかりしていて良かったです。
リーフレットをみて思ったことなのですが、卒業後の活躍フィールドがもっとくわしいといいなあと思いました。
リーフレットを見て、助産師国家試験資格を取得できることについて、とても気になりました。
医療に関する仕事をしたいと思う人にはとても良い大学だと思います。
医療の中でも専門的に看護学習を取り入れようとするのはこのご時世なので良いと思った。今、まさに医療に注目があ
るので少し医療の世界へと一歩近づけるチャンスだと思った。
医療分野に興味があるので、少し気になった。
駅から遠いと思う。
駅から何気に遠いような気がする。
学費が高すぎる。
学部・学科の特色を見てとてもいいなと感じました。
看護、医療に関する魅力的な学校だと思います。
看護についてはどのくらい学ぶことができますか。
看護の資格取得がしやすいのは看護の道へ進むのにはよいと思いました。
看護学にも興味があるので大学についてある程度の関心がわいた。
看護学科などもあり良いと思ったが国公立じゃないのが残念でした。
看護学科に興味があるので、県内に新しくできてうれしい。
看護学科の定員が増えたのは良いと思った。
看護学科の定員をふやすのはいいことだと思った
看護学部の中で面倒見良すぎる。
看護系のことがよく学べそうで良いと思う。
看護系を目指していないのでよく分かりませんが、質問７にあるような資格をとれることはすごいと思いました。
看護師・助産師の国家試験受験資格両方を取得できるという点がとてもいいなと思いました。けど、通学が大変だなと
思っています。
看護師が少ないと言われている中で定員を増やし看護師への道をひろげるのはとても良いと思います。
看護師とか医療に関わる仕事は、これから先ＡＩなどがどんどん発展してもなくならない仕事だし、大切な仕事なので入
学定員が１００人になるとすごく良いと思う。
看護師になりたいのでとても興味があります。桐生大学のオープンキャンパスに行こうと思っているのでよろしくお願いし
ます。
看護師になるための設備や環境が整っていそうですごく良さそうだと思いました。
看護師の取格だけではなくて保健師や助産師の資格を同時にとれることは学べる分野の視野が広がるのでとても嬉し
いことだと思います。
看護師を目標としているので、ぜひ桐生大学を今のうちに見に行って、看護師についてもっと知りたい！！
看護師国家試験受験資格以外にも多くの資格がとれていいと思いました。
看護師悩んでいるのですが、やっぱり、勉強量についていけるか不安で理科が苦手な人でも取れますか？
関連病院があるのか気になる。
貴校に進学するメリットや、他の学校との差別点がないと思います。
教育学部があれば、進学を検討させていただきたかったです。
教員と学生の距離が近く、ひとりひとりに寄り添えるのがいいと思いました。
桐生大学さんに進学してみたいです！
桐生大学に看護学科があることを知らなかったので知れてよかったです。
元々、助産師を目指しており、群馬県内や全国の大学を見ても、大学在学中に助産師の資格を取得できる大学が少な
かったので、在学中に助産師の資格を取得できる大学があるのは、とても嬉しいです。
交通の便が良く、通いやすそう。
交通網が整備されている場所に立地しているためいいと思います。
国家試験合格率はどのくらいですか。
国家資格に強い大学だなと思います。

- 学生の確保（資料） - 29 -



                     

18 
                        

 

国家資格を取得できる環境が整っていて看護分野を目指す人にはとても良い所だと思いました。
今、看護師が必要な時期だと思うので良いと思います。
今の時代看護師が少ないので、看護や助産師のことを学べるのはいいと思う。
今まであまり知らなかったけど、群馬県内で家から近いので興味を持った。
在学中に資格を取得することができるのはとても良いと思う。
冊子のパンフレットなどで、もっと詳しく知りたいと思いました。
施設がよさそう。
私はあまり桐生大学のことを知らないので、知名度を上げた方がいいと思います！
資格を取得することができるので良いと思いました。
資格取得に対しての意識がありいいと思った。
自分でも良く調べてみようと思いました。
実習と座学の割合
授業料削減
就職する時にこれを身につけた方が得する事は何ですか？
就職実績についてくわしく知りたい。
就職率を知りたいです。
助産師ではなく、理学療法・言語聴覚についても学べますか。
助産師の資格がとれることにより、就職の幅が増え、いいと思います。
助産師の資格がとれるのはよいことだと思います。
助産師の資格がとれるのは数少ないのでいいと思った。
助産師の資格が取れるのは嬉しい。
助産師の資格を取ることが出来るのはいいなと思いました。
助産師の選択がある大学は少ないので、少し興味を持ちました。インターネットで調べてから、志望校にするか考えよう
と思います。
助産師の免許がとれるのはすごく良いと思いました。（在学中に）
助産師を視野に入れた看護希望者にはとても魅力的だと思う
助産師以外にも、いろんな資格を取得できそうなのでいいなと思った。
助産師課程があると聞きとても興味が湧いた。
助産師国家試験の受験資格がとれるなんてすごいと思った。
助産師国家試験資格が取得できる学校が群馬県内で少ないのでとても魅力的だと思う。
助産師国家試験資格を取得できるのは良いと思いました。具体的にどんなことをしているのか少し知れたらよかったなと
思いました。
奨学金はどれぐらいもらえるのか
将来の選択肢が広がりそうだと思った。
将来の夢の幅が広がるなと思いました。
将来看護系の仕事に就きたい自分にとって入学定員が増えることは、ありがたいことです。
少人数でチーム、という活動で学んでいくことに、仲間との協力できる輪ができて良いと思った。
少人数で学ぶことができるのは集中できるし、分からない所があったら聞きやすいので良いと思いました。
少人数で生徒と教員の距離が近いというのがいいと思いました。
少人数制で、一人ひとりに寄り添った教育を受けることができるのが良いと思った。
少人数制の授業体制で専門職を目指すことができるのは、とても良いと思いました。また、早期からの臨床実習を通し
て、早いうちから看護職に対する理解を深められると思いました。
色々な資格を受けられるので将来の幅が広がり良いなと思いました。
新しい案について選択制にすることによって色々な将来への道が広がるなと思いました。
進学にむけてとても参考になりました。
入試のとき、学力だけでなく、人のことを助けたい気持ちが、どれくらいあるのか、を、伝えることができる時間が、ある
と、よりよし、未来の看護師さんたちを育てることができると思うので、そのような時間を、できれば、作って頂きたいで
す。
設備が整っていると思いました。
選択で保健師、助産師などの授業ととれるところが良いと思いました。
増員することは、今後医療従事者は必要だと思うのでよいと思います。
卒業後の就職率が知りたい。
他の大学とどう違うのかわからない
多くの資格が取得出来ることにひかれます。
多くの資格を取るチャンスがあって、将来の選択しの幅が広がって良いと思った。
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大学の運営がんばって下さい。あとパンフレットの画像が粗すぎ。
大学の情報をもっと発信してほしい。
知名度を上げたほうがいいと思う。
通常の大学の年数でさまざまな国家試験受験資格が取得出来るのはいいと思う。
定員を増やすことについて看護師になりたいと思っているのでありがたいと思う。
定員を増やすというのは、人とコミュニケーションがとれて良いと思います。
同時に２つの試験を受けられるところがいいと思いました。
入学定員を増やすのは良いと思いました。学費とかも近隣同分野の学部・学科と同じくらいなのも良いと思いました。
幅広い教養科目があり、自分の将来につながるような専門の知識を身につけられるのは大変良いことだと思いました。
保健関係の進路としてすごくいいと思う
保健師や助産師の資格を取れると知ったので、視野に入れたいと思います。
薬学について学べますか？
様々な国家試験の獲得に有効、で良い。
様々な資格が取得することができるのは将来すごく役に立つと思う。
様々な資格を取得できて良いと思いました。
様々な資格を取得できることは、とても魅力的に感じた。
様々な資格取得が良いと思うし、定員を増やすのも、自分にとっては、視野が広がると思った。
様々な資格取得のチャンスがあることが魅力的だと感じた。
様々な資格取得のチャンスがあるのでよいと思った。
様々な資格取得のチャンスがあるのはいいと思った。
様々な資格取得のチャンスがあるのは魅力だと思う
養護教諭一種免許は何名程度が学ぶことができますか？看護学科全員が看護師以外の取得が可態ですか？
養護教諭一種免許状を取得したいと考えていたので、検討したいと思う。
理学療法・リハビリの道に進めるのか知りたいです。
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4．進学需要分析 

ａ.「進学を希望する」人数 

Q9) 桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学意向で｢進学したいと思う｣と回答した人

は 105 人(1.0%)。 

 

ｂ.「進学を検討したいと思う」人数 

Q9) 桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学意向で｢進学を検討したいと思う｣と回答

した人は 537 人(5.3%)。 

 

ｃ. 桐生大学 医療保健学部 看護学科在学生の大学志望度 

在学生進学志望調査（看護学科）＊における、桐生大学 医療保健学部 看護学科への大

学志望度は以下の通り。 

桐生大学 医療保健学部 看護学科への大学志望度（%） 

 

＊在学生進学志望調査（看護学科）：(調査対象) 看護学科 1、2 年生 153 人 

（実施時期）2021 年 12 月 16 日（12 月中旬） 

ｄ．進学需要 

ｃ. 大学志望度では、第一志望で桐生大学 医療保健学部 看護学科へ進学した比率：第

一志望以外で桐生大学 医療保健学部 看護学科へ進学した比率は 47.7％：52.3％ とな

っている。第一志望を「進学したいと思う」、第一志望以外を「進学を検討したいと思

う」とし、この比率と上記ａ.「進学したいと思う」人数 105 人から第一志望以外で桐生

大学 医療保健学部 看護学科へ進学する人数を算出すると、 

（進学したいと思う）：（進学を検討したいと思う） 

第一志望 47.7％：第一志望以外 52.3％＝105 人：115 人となり、 

ｂ.「進学を検討したいと思う」人数 537 人からも第一志望以外で 115 人の進学が見込ま

れる。 

以上から、桐生大学 医療保健学部 看護学科への進学需要は 105＋115＝220 人で入学定

員 100 人の 2.2 倍となり、定員充足する進学需要があるといえる。 

 

 

 

  

第⼀志望での⼊学 47.7
第⼀志望以外での⼊学 52.3
合計 100
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5．桐生大学 医療保健学部 看護学科への関心分析 

〇医療保健学部 看護学科の関心層 

桐生大学 医療保健学部 看護学科への関心を分析するため、次のとおり｢関心層｣を定

義する。Q9)において、｢進学したいと思う｣、｢進学を検討したいと思う｣を選択した合

計 642 人(6.4%)を｢関心層｣と定義し、次項より｢関心層｣の傾向を分析する。 

 

Q9）桐生大学 医療保健学部 看護学科に進学したいと思いますか？ 

 
 

       

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*次頁以降の集計は、各設問から未回答・無効回答を除いて集計 

回答数（人） 構成比（％）
全体 10,072 100.0%
進学したいと思う 105 1.0%
進学を検討したいと思う 537 5.3%
進学したいと思わない 4,691 46.6%
わからない 2,616 26.0%
未回答・無効回答 2,123 21.1%
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Q1)性別×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

関心層の性別は、｢女性｣が 494 人(77.2%)、｢男性｣が 146 人(22.8%)で｢女性｣が 8 割近

くとなっている。また、dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と性別で｢女

性｣を選択した層に非常に高い相関性がみられる。 

 

 

Q1)性別と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q1)性別 ｄｉｆ

調査数 7,932 100.0% 105 100.0% 535 100.0% 640 100.0% 4,679 100.0% 2,613 100.0%

男性 3,379 42.6% 37 35.2% 109 20.4% 146 22.8% -19.8% 2,106 45.0% 1,127 43.1%

女性 4,553 57.4% 68 64.8% 426 79.6% 494 77.2% 19.8% 2,573 55.0% 1,486 56.9%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層
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Q2)居住地域×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

関心層の居住地域は、｢群馬県｣406 人(63.3%)が最も多く、｢栃木県｣152 人(23.7%)、

｢埼玉県｣41 人(6.4%)と続いている。また、dif(関心層での比率－全体での比率)では、

関心層と居住地域で｢群馬県｣を選択した層にやや相関性がみられる。 

 

 

Q2)居住地域と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

  

Q2)居住地域 ｄｉｆ

調査数 7,936 100.0% 105 100.0% 536 100.0% 641 100.0% 4,683 100.0% 2,612 100.0%

群馬県 4,944 62.3% 63 60.0% 343 64.0% 406 63.3% 1.0% 2,947 62.9% 1,591 60.9%

栃木県 1,814 22.9% 11 10.5% 141 26.3% 152 23.7% 0.9% 1,040 22.2% 622 23.8%

埼玉県 537 6.8% 10 9.5% 31 5.8% 41 6.4% -0.4% 308 6.6% 188 7.2%

茨城県 62 0.8% 1 1.0% 0 0.0% 1 0.2% -0.6% 42 0.9% 19 0.7%

東京都 21 0.3% 1 1.0% 2 0.4% 3 0.5% 0.2% 15 0.3% 3 0.1%

千葉県 5 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -0.1% 4 0.1% 1 0.0%

その他 553 7.0% 19 18.1% 19 3.5% 38 5.9% -1.0% 327 7.0% 188 7.2%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層
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Q3)高校卒業後の進路×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

 関心層の高校卒業後の進路は、｢大学への進学｣437 人(68.4%)が最も多く、｢専門学校

への進学｣145 人(22.7%)、｢決めていない｣24 人(3.8%)と続いている。また、dif(関心層

での比率－全体での比率)では、関心層と高校卒業後の進路で｢大学への進学｣を選択し

た層に相関性がみられる。 

 

 

Q3)高校卒業後の進路と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q3)高校卒業後の進路 ｄｉｆ

調査数 7,921 100.0% 105 100.0% 534 100.0% 639 100.0% 4,678 100.0% 2,604 100.0%

大学への進学 4,874 61.5% 70 66.7% 367 68.7% 437 68.4% 6.9% 2,933 62.7% 1,504 57.8%

短期大学への進学 354 4.5% 2 1.9% 19 3.6% 21 3.3% -1.2% 226 4.8% 107 4.1%

専門学校への進学 1,772 22.4% 21 20.0% 124 23.2% 145 22.7% 0.3% 1,028 22.0% 599 23.0%

就職 316 4.0% 4 3.8% 6 1.1% 10 1.6% -2.4% 198 4.2% 108 4.1%

その他 24 0.3% 0 0.0% 2 0.4% 2 0.3% 0.0% 15 0.3% 7 0.3%

決めていない 581 7.3% 8 7.6% 16 3.0% 24 3.8% -3.6% 278 5.9% 279 10.7%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層
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Q4)進学希望分野(第 1 希望)×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

 関心層の進学希望分野(第 1 希望)は、｢看護学｣380 人(61.6%)、｢医療技術(リハビリ・

臨床検査など)｣53 人(8.6%)、｢医学・歯学・薬学｣27 人(4.4%)と続いている。また、

dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と進学希望分野(第 1 希望)で｢看護

学｣を選択した層に非常に高い相関性がみられる。 

 

 

Q4)進学希望分野(第 1 希望)と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q4)進学希望分野（第1希望） ｄｉｆ

調査数 7,216 100.0% 97 100.0% 520 100.0% 617 100.0% 4,298 100.0% 2,301 100.0%

文学・史学・哲学 192 2.7% 2 2.1% 4 0.8% 6 1.0% -1.7% 146 3.4% 40 1.7%

語学関係(外国語・言語学) 285 3.9% 1 1.0% 11 2.1% 12 1.9% -2.0% 199 4.6% 74 3.2%

教育学(幼児教育を含む) 414 5.7% 3 3.1% 18 3.5% 21 3.4% -2.3% 276 6.4% 117 5.1%

保育学 248 3.4% 0 0.0% 11 2.1% 11 1.8% -1.7% 160 3.7% 77 3.3%

心理学 186 2.6% 1 1.0% 6 1.2% 7 1.1% -1.4% 124 2.9% 55 2.4%

法学・政治学 152 2.1% 1 1.0% 4 0.8% 5 0.8% -1.3% 94 2.2% 53 2.3%

経済学・経営学・商学 620 8.6% 3 3.1% 9 1.7% 12 1.9% -6.6% 421 9.8% 187 8.1%

社会学・福祉学 179 2.5% 1 1.0% 8 1.5% 9 1.5% -1.0% 112 2.6% 58 2.5%

理学・工学 886 12.3% 6 6.2% 12 2.3% 18 2.9% -9.4% 646 15.0% 222 9.6%

農学・水産学 185 2.6% 0 0.0% 6 1.2% 6 1.0% -1.6% 127 3.0% 52 2.3%

医学・歯学・薬学 385 5.3% 8 8.2% 19 3.7% 27 4.4% -1.0% 212 4.9% 146 6.3%

看護学 945 13.1% 62 63.9% 318 61.2% 380 61.6% 48.5% 202 4.7% 363 15.8%

医療技術(リハビリ・臨床検査など) 709 9.8% 1 1.0% 52 10.0% 53 8.6% -1.2% 374 8.7% 282 12.3%

食物学・栄養学 380 5.3% 0 0.0% 15 2.9% 15 2.4% -2.8% 241 5.6% 124 5.4%

家政学関係(被服・住居) 46 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -0.6% 30 0.7% 16 0.7%

体育学・健康科学 284 3.9% 1 1.0% 7 1.3% 8 1.3% -2.6% 177 4.1% 99 4.3%

芸術学 334 4.6% 5 5.2% 10 1.9% 15 2.4% -2.2% 244 5.7% 75 3.3%

その他 786 10.9% 2 2.1% 10 1.9% 12 1.9% -8.9% 513 11.9% 261 11.3%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 37 -
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Q4)進学希望分野(第 2 希望)×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

 関心層の進学希望分野(第 2 希望)は、｢医療技術(リハビリ・臨床検査など)｣162 人

(26.7%)、｢医学・歯学・薬学｣79 人(13.0%)、｢看護学｣76 人(12.5%)と続いている。ま

た、dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と進学希望分野(第 1 希望)で｢医

療技術(リハビリ・臨床検査など)｣を選択した層に非常に高い相関性がみられる。 

 

 

Q4)進学希望分野(第 2 希望)と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q4)進学希望分野（第2希望） ｄｉｆ

調査数 6,958 100.0% 93 100.0% 513 100.0% 606 100.0% 4,129 100.0% 2,223 100.0%

文学・史学・哲学 293 4.2% 3 3.2% 7 1.4% 10 1.7% -2.6% 208 5.0% 75 3.4%

語学関係(外国語・言語学) 278 4.0% 6 6.5% 8 1.6% 14 2.3% -1.7% 195 4.7% 69 3.1%

教育学(幼児教育を含む) 510 7.3% 2 2.2% 26 5.1% 28 4.6% -2.7% 340 8.2% 142 6.4%

保育学 347 5.0% 11 11.8% 37 7.2% 48 7.9% 2.9% 165 4.0% 134 6.0%

心理学 344 4.9% 5 5.4% 20 3.9% 25 4.1% -0.8% 217 5.3% 102 4.6%

法学・政治学 212 3.0% 2 2.2% 4 0.8% 6 1.0% -2.1% 157 3.8% 49 2.2%

経済学・経営学・商学 527 7.6% 5 5.4% 17 3.3% 22 3.6% -3.9% 359 8.7% 146 6.6%

社会学・福祉学 262 3.8% 0 0.0% 19 3.7% 19 3.1% -0.6% 154 3.7% 89 4.0%

理学・工学 374 5.4% 2 2.2% 9 1.8% 11 1.8% -3.6% 252 6.1% 111 5.0%

農学・水産学 222 3.2% 1 1.1% 3 0.6% 4 0.7% -2.5% 165 4.0% 53 2.4%

医学・歯学・薬学 429 6.2% 7 7.5% 72 14.0% 79 13.0% 6.9% 201 4.9% 149 6.7%

看護学 462 6.6% 7 7.5% 69 13.5% 76 12.5% 5.9% 167 4.0% 219 9.9%

医療技術(リハビリ・臨床検査など) 754 10.8% 23 24.7% 139 27.1% 162 26.7% 15.9% 315 7.6% 277 12.5%

食物学・栄養学 299 4.3% 2 2.2% 29 5.7% 31 5.1% 0.8% 173 4.2% 95 4.3%

家政学関係(被服・住居) 110 1.6% 1 1.1% 4 0.8% 5 0.8% -0.8% 67 1.6% 38 1.7%

体育学・健康科学 426 6.1% 6 6.5% 16 3.1% 22 3.6% -2.5% 261 6.3% 143 6.4%

芸術学 271 3.9% 3 3.2% 14 2.7% 17 2.8% -1.1% 182 4.4% 72 3.2%

その他 838 12.0% 7 7.5% 20 3.9% 27 4.5% -7.6% 551 13.3% 260 11.7%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 38 -



                     

27 
                        

Q5)取得したい資格×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

＊Q5)複数選択可(２つまで) 

 関心層の取得したい資格は、｢看護師｣515 人(49.4%)が最も多く、｢助産師｣203 人

(19.5%)、｢保健師｣150 人(14.4%)と続いている。また、dif(関心層での比率－全体での

比率)では、関心層と取得したい資格で｢看護師｣を選択した層には非常に高い相関性が

みられ、｢助産師｣を選択した層に高い相関性がみられる。 

 

Q5)取得したい資格と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性                   

単位：（人）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5)取得したい資格 ｄｉｆ

調査数 8,662 100.0% 170 100.0% 873 100.0% 1,043 100.0% 4,622 100.0% 2,997 100.0%

看護師 2,474 28.6% 88 51.8% 427 48.9% 515 49.4% 20.8% 971 21.0% 988 33.0%

保健師 1,422 16.4% 25 14.7% 125 14.3% 150 14.4% -2.0% 759 16.4% 513 17.1%

養護教諭 1,296 15.0% 19 11.2% 90 10.3% 109 10.5% -4.5% 758 16.4% 429 14.3%

助産師 795 9.2% 32 18.8% 171 19.6% 203 19.5% 10.3% 292 6.3% 300 10.0%

その他 2,675 30.9% 6 3.5% 60 6.9% 66 6.3% -24.6% 1,842 39.9% 767 25.6%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 39 -
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Q6)進学先決定時の重視要因×Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向 

＊Q6)複数選択可(２つまで) 

 関心層の進学先決定時の重視要因は、｢技術・資格の取得｣308 人(25.6%)が最も多く、

｢学科、コース等の学びの分野｣248 人(20.6%)、｢学費（入学金・授業料）｣165 人

(13.7%)と続いている。また、dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と進学

先決定時の重視要因で｢技術・資格の取得｣｢学費（入学金・授業料）｣を選択した層にや

や相関性がみられる。 

 

Q6)進学先決定時の重視要因と Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向との相関性               

単位：（人）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6)進学先決定時の重視要因 ｄｉｆ

調査数 14,279 100.0% 187 100.0% 1,015 100.0% 1,202 100.0% 8,479 100.0% 4,598 100.0%

学科、コース等の学びの分野 3,964 27.8% 47 25.1% 201 19.8% 248 20.6% -7.1% 2,487 29.3% 1,229 26.7%

技術・資格の取得 3,051 21.4% 42 22.5% 266 26.2% 308 25.6% 4.3% 1,740 20.5% 1,003 21.8%

就職実績 1,531 10.7% 10 5.3% 101 10.0% 111 9.2% -1.5% 937 11.1% 483 10.5%

校舎・施設の充実 826 5.8% 11 5.9% 61 6.0% 72 6.0% 0.2% 479 5.6% 275 6.0%

設置形態（国公立か私立） 426 3.0% 2 1.1% 23 2.3% 25 2.1% -0.9% 288 3.4% 113 2.5%

学費（入学金・授業料） 1,530 10.7% 18 9.6% 147 14.5% 165 13.7% 3.0% 863 10.2% 502 10.9%

奨学金制度の有無 389 2.7% 7 3.7% 31 3.1% 38 3.2% 0.4% 206 2.4% 145 3.2%

学校の伝統・教育理念 209 1.5% 4 2.1% 11 1.1% 15 1.2% -0.2% 151 1.8% 43 0.9%

入試の難易度・入試科目 935 6.5% 23 12.3% 86 8.5% 109 9.1% 2.5% 536 6.3% 290 6.3%

担任や進路指導の先生の意見 139 1.0% 3 1.6% 8 0.8% 11 0.9% -0.1% 75 0.9% 53 1.2%

家族の意見 613 4.3% 10 5.3% 45 4.4% 55 4.6% 0.3% 313 3.7% 245 5.3%

アクセスや立地 539 3.8% 10 5.3% 31 3.1% 41 3.4% -0.4% 333 3.9% 165 3.6%

その他 127 0.9% 0 0.0% 4 0.4% 4 0.3% -0.6% 71 0.8% 52 1.1%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層
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Q7) 助産師国家試験受験資格を取得できることについての興味・関心×Q9)医療保健学

部 看護学科への進学意向 

関心層の助産師国家試験受験資格を取得できることについての興味・関心では、｢興

味・関心がある｣286 人(44.6%)、｢ある程度の興味・関心がある｣242 人(37.8%)となって

おり、これらの合計が 528 人(82.4%)で 8 割以上となっている。一方、｢興味・関心がな

い｣は 18 人(2.8%)、｢あまり興味・関心がない｣は 61 人(9.5%)でこれらの合計は 79 人

(12.3%)となっており、34 人(5.3%)が｢わからない｣と回答している。また、dif(関心層

での比率－全体での比率)では、関心層と興味・関心で｢興味・関心がある｣｢ある程度の

興味・関心がある｣を選択した層に非常に高い相関性がみられる。 

 

 

Q7) 助産師国家試験受験資格を取得できることについての興味・関心と Q9)医療保健学部 看

護学科への進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q7)助産師国家試験受験資格への興味・関心 ｄｉｆ

調査数 7,915 100.0% 104 100.0% 537 100.0% 641 100.0% 4,670 100.0% 2,604 100.0%

興味・関心がある 668 8.4% 71 68.3% 215 40.0% 286 44.6% 36.2% 164 3.5% 218 8.4%

ある程度の興味・関心がある 1,330 16.8% 16 15.4% 226 42.1% 242 37.8% 20.9% 540 11.6% 548 21.0%

あまり興味・関心がない 2,031 25.7% 6 5.8% 55 10.2% 61 9.5% -16.1% 1,469 31.5% 501 19.2%

興味・関心がない 2,249 28.4% 2 1.9% 16 3.0% 18 2.8% -25.6% 2,025 43.4% 206 7.9%

わからない 1,637 20.7% 9 8.7% 25 4.7% 34 5.3% -15.4% 472 10.1% 1,131 43.4%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 41 -
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Q8) 桐生大学 医療保健学部 看護学科についての興味・関心×Q9)医療保健学部 看護学

科への進学意向 

関心層の桐生大学 医療保健学部 看護学科への興味・関心では、｢興味・関心がある｣

268 人(41.9%)、｢ある程度の興味・関心がある｣311 人(48.7%)となっており、これらの

合計が 579 人(90.6%)で 9 割以上となっている。一方、｢興味・関心がない｣は 8 人

(1.3%)、｢あまり興味・関心がない｣は 26 人(4.1%)でこれらの合計は 34 人(5.3%)となっ

ており、26 人(4.1%)が｢わからない｣と回答している。また、dif(関心層での比率－全体

での比率)では、関心層と興味・関心で｢興味・関心がある｣｢ある程度の興味・関心があ

る｣を選択した層に非常に高い相関性がみられる。 

 

 

Q8) 桐生大学 医療保健学部 看護学科についての興味・関心と Q9)医療保健学部 看護学科へ

の進学意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に｢Q9)医療保健学部 看護学科への進学意向｣を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載。 

構成比(%)は表頭の｢調査数｣が 100%となるように計算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q8)興味・関心 ｄｉｆ

調査数 7,936 100.0% 104 100.0% 535 100.0% 639 100.0% 4,684 100.0% 2,613 100.0%

興味・関心がある 400 5.0% 79 76.0% 189 35.3% 268 41.9% 36.9% 43 0.9% 89 3.4%

ある程度の興味・関心がある 1,158 14.6% 15 14.4% 296 55.3% 311 48.7% 34.1% 349 7.5% 498 19.1%

あまり興味・関心がない 2,152 27.1% 0 0.0% 26 4.9% 26 4.1% -23.0% 1,588 33.9% 538 20.6%

興味・関心がない 2,539 32.0% 2 1.9% 6 1.1% 8 1.3% -30.7% 2,353 50.2% 178 6.8%

わからない 1,687 21.3% 8 7.7% 18 3.4% 26 4.1% -17.2% 351 7.5% 1,310 50.1%

進学したいと思わない わからない全体平均 進学したいと思う 進学を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 42 -
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6．補記 

アンケート説明文 1/4 
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アンケート説明文 2/4 

 

  

- 学生の確保（資料） - 44 -



                     

33 
                        

アンケート説明文 3/4 
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アンケート説明文 4/4 
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アンケート調査票 1/2 
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アンケート調査票 2/2 
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資料 8
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会

看
護
職
員
需
給
分
科
会

中
間
と
り
ま
と
め
（
概
要
版
）

看
護
職
員
の
需
給
推
計
結
果
（
全
国
単
位
）

〇
2
0
2
5
年
に
お
け
る
需
要
推
計
に
関
し
て
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
で
は

1
8
0
万
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
前
提
に
看
護
職
員

の
超
過
勤
務
時
間
や
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
な
ど
勤
務
環
境
改
善
に
つ
い
て
、
看
護
職
員
の
労
働
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
幅
を
持
た
せ
た
３
と
お
り
の
シ
ナ
リ

オ
を
設
け
て
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

1
8
8
万
人
～

2
0
2
万
人
と
な
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
１
：
就
業
中
の
全
て
の
看
護
職
員
に
お
い
て
、

1ヶ
月
に
お

け
る
超
過
勤
務
時
間
が

10
時
間
以
内
、

1年
あ
た
り
の

有
給
取
得

5日
以
上
が
達
成
さ
れ
た
場
合

シ
ナ
リ
オ
２
：
就
業
中
の
全
て
の
看
護
職
員
に
お
い
て
、

1
ヶ
月
に
お

け
る
超
過
勤
務
時
間
が

1
0
時
間
以
内
、

1
年
あ
た
り
の

有
給
取
得

1
0
日
以
上
が
達
成
さ
れ
た
場
合

シ
ナ
リ
オ
３
：
就
業
中
の
全
て
の
看
護
職
員
に
お
い
て
、

1ヶ
月
に
お

け
る
超
過
勤
務
時
間
な
し
、

1年
あ
た
り
の
有
給
取
得

20
日
以
上
が
達
成
さ
れ
た
場
合

【
シ
ナ
リ
オ
設
定
条
件
】

〇
今
般
の
推
計
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
を
前
提
と
し
た
推
計
値
で
あ
り
、
実
現
度
合
い
に
よ
り
、
看
護
職
員
の
必
要
数
は
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

〇
今
般
の
推
計
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
を
前
提
と
し
た
全
国
共
通
の
推
計
方
法
と
し
て
画
一
的
な
算
定
で
あ
り
、
個
々
の
都
道
府
県
の
実
情
を
綿
密
に
反
映
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
。

２

〇
2
0
2
5
年
に
お
け
る
供
給
推
計
に
関
し
て
は

1
7
5
～

1
8
2
万
人
程
度
と
見
込
ま
れ
る
（
次
項
参
照
）
。

〇
2
0
2
5
年
に
お
け
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
前
提
と
し
て
仮
定
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
度
合
い
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
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    人口 10万人当たりの看護師数をみると、「高知県」が 1,511.0人と最も多く、次いで「鹿児

島県」が 1,394.3人、「佐賀県」が 1,335.4人となっている。一方、「埼玉県」が 693.6人と

最も少なく、次いで「千葉県」が 722.7人、「神奈川県」が 738.4人となっている。（図４） 

人口 10万人当たりの准看護師数をみると、「宮崎県」が 571.4 人と最も多く、次いで「熊本

県」が 556.4人、「佐賀県」が 553.0人となっている。一方、「東京都」が 90.9人と最も少な

く、次いで「神奈川県」が 93.3人、「滋賀県」が 120.9人となっている。（図５） 

 

図４ 人口 10万対就業看護師数 図５ 人口 10万対就業准看護師数 
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1．調査概要 

(1)調査目的 

桐生大学 医療保健学部 看護学科収容定員増員計画検討のため、本アンケート調査によ

り事業所の人材需要等を把握し、定員増員計画の基礎資料とすることを目的とする。 

(2)調査対象 

桐生大学 医療保健学部 看護学科の卒業生の実績等を参考に選定した病院・事業所。 

 

(3)実施時期 

2021 年 6 月 25 日～2021 年 9 月 27 日 

 

(4)回収状況 

本調査では 506 事業所を対象にアンケート調査票を配布し、109 件のアンケートを回収

することができた。(回収率 21.5%) 

 

(5)調査方法 

調査票による定量調査。(アンケート調査) 

 

(6)利用調査票   

添付アンケート調査票参照。 
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2．調査・分析結果の要旨 

(1)調査結果の要旨 

①事業所の種別 

回答事業所の種別は、｢病院、診療所｣104 事業所(95.4%)が最も多く 9割以上を占めてお

り、他に｢地方自治体｣3 事業所(2.8%)、｢検診センター｣1 事業所(0.9%)となっている。 

 

②事業所の所在地 

回答事業所の所在地は、｢群馬県｣が 35 事業所(32.1%)と最も多く、次いで「埼玉県」33

事業所(30.3%)、｢茨城県｣15 事業所(13.8%)、｢栃木県｣10 事業所(9.2%)と続いている。 

 

③事業所の規模 

回答事業所の規模は、｢100-499 人｣53 事業所(48.6%)が最も多く、｢500-999 人｣30 事業

所(27.5%)、｢50-99 人｣15 事業所(13.8%)と続いている。 

 

④過去 3 年間の採用職種・採用人数 

回答事業所の過去 3 年間の採用職種別人数の合計は、｢看護師｣6,274 人(95.7%)が最も

多く、｢助産師｣180 人(2.7%)、｢保健師｣102 人(1.6%)と続いている。 

また、過去 3 年間の年度別看護師採用数は、2019 年度 2,200 人、2020 年度 2,197

人、2021 年度 1,877 人となっており、2021 年度は採用数が減少しているものの、いず

れの年度も 1,800 人以上が採用されている。 

 

⑤過去 3 年間の採用職種充足状況 

過去 3 年間の採用職種充足状況は、｢不足している｣が 20 事業所(18.3%)、｢やや不足し

ている｣が 33 事業所(30.3%)で、これらの合計は 53 事業所(48.6%)となっている。一方、

｢ある程度充足している｣は 33 事業所(30.3%)、｢充足している｣は 21 事業所(19.3%)で、こ

れらの合計は 54 事業所(49.5%)となっている。 

 

⑥人材採用時の重視点 

回答事業所の人材採用の際の重視点は、｢コミュニケーション能力｣85 事業所(40.7%)が

最も多く、｢チームで働く力｣50 事業所(23.9%)、｢社会常識｣27 事業所(12.9%)と続いてい

る。 

 

⑦医療保健学部 看護学科の収容定員増の必要性 

桐生大学 医療保健学部 看護学科の収容定員増の必要性について、｢必要性を感じる｣

が 36 事業所(33.0%)、｢ある程度の必要性を感じる｣が 37 事業所(33.9%)で、これらの合

計が 73 事業所(67.0%)と、7 割近くの事業所が収容定員増について何らかの必要性を感
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じている。一方、｢あまり必要性を感じない｣は 10 事業所(9.2%)、｢必要性を感じない｣

は 1 事業所(0.9%)でこれらの合計は 11 事業所(10.1%)となっており、23 事業所(21.1%)

が｢わからない｣と回答している。 

 

⑧医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向 

桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向について、｢採用したいと思

う｣が 47 事業所(43.1%)、｢採用を検討したいと思う｣が 30 事業所(27.5%)で、何らかの採

用意向を持つこれらの合計が 77 事業所(70.6%)となっている。また、採用希望人数は人数

を回答した事業所のみで、｢採用したいと思う｣が 83 人、｢採用を検討したいと思う｣が 33

人となっている。一方、｢採用を希望しない｣は 4 事業所(3.7%)で、27 事業所(24.8%)が｢わ

からない｣と回答している。 

 

 

(2)分析結果の要旨 

回答事業所の桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生の採用意向は、｢採用したいと思

う｣が 47 事業所(内 19 事業所は人数未回答)83 人、｢採用を検討したいと思う｣が 30 事業所

(内 13 事業所は人数未回答)33 人となっており、これらの合計は人数を回答した事業所の

みで 116 人となっている。また、実際に採用に至るか否かについては就職希望者個人の人

格や能力が大きく影響することから、ここでは｢採用したいと思う｣に加えて、｢採用を検

討したいと思う｣までを採用需要として定義し、上記採用意向で希望人数の記載がなかっ

た事業所の採用意向人数を保守的に 1 事業所当たり 1 人と仮定した場合、調査結果に基づ

く桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生の採用需要は｢採用したいと思う｣のみで 102

人、｢採用を検討したいと思う｣まで含めると 148 人で、｢採用したいと思う｣が桐生大学 

医療保健学部 看護学科の入学定員(100 人)の 1.0 倍、「採用を検討したいと思う」まで含

めると 1.5 倍となり、桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生への一定の採用需要がある

といえる。(P15) 

 さらに、関心層の過去 3 年間の看護師採用数は 2019 年度 1,678 人、2020 年度 1,687

人 2021 年度 1,404 人となっており(P20)、2021 年度は採用数が減少しているものの、い

ずれの年度も 1,400 人以上が採用されており、桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生

への継続的な採用需要があることが窺われる。 
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3．全体集計結果 

Q1) 事業所の種別 

回答事業所の種別は、｢病院、診療所｣104 事業所(95.4%)が最も多く 9割以上を占めてお

り、他に｢地方自治体｣3 事業所(2.8%)、｢検診センター｣1 事業所(0.9%)となっている。 

 

Q1)貴事業所の主たる種別は次のどれですか。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 109 100.0%
病院、診療所 104 95.4%
臨床検査センター 0 0.0%
検診センター 1 0.9%
社会福祉施設 0 0.0%
保健所 0 0.0%
地方自治体 3 2.8%
一般企業 0 0.0%
その他 0 0.0%
未回答・無効回答 1 0.9%
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Q2) 事業所の所在地 

回答事業所の所在地は、｢群馬県｣が 35 事業所(32.1%)と最も多く、次いで「埼玉県」33

事業所(30.3%)、｢茨城県｣15 事業所(13.8%)、｢栃木県｣10 事業所(9.2%)と続いている。 

 

Q2)貴事業所の主たる所在地をお教えください。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 109 100.0%
群馬県 35 32.1%
栃木県 10 9.2%
埼玉県 33 30.3%
茨城県 15 13.8%
東京都 1 0.9%
千葉県 1 0.9%
その他 14 12.8%
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Q3) 事業所の規模 

回答事業所の規模は、｢100-499 人｣53 事業所(48.6%)が最も多く、｢500-999 人｣30 事業

所(27.5%)、｢50-99 人｣15 事業所(13.8%)と続いている。 

 

 

Q3)貴事業所の従業員数（正規職員）について、該当するものを１つ選び○をつけてくださ

い。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（事業所） 構成比（％）

全体 109 100.0%

50名未満 1 0.9%

50-99名 15 13.8%

100-499名 53 48.6%

500-999名 30 27.5%

1,000-4,999名 10 9.2%

5,000名以上 0 0.0%

未回答・無効回答 0 0.0%
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Q4) 過去 3 年間の採用職種・採用人数 

回答事業所の過去 3 年間の採用職種別人数の合計は、｢看護師｣6,274 人(95.7%)が最も

多く、｢助産師｣180 人(2.7%)、｢保健師｣102 人(1.6%)と続いている。 

また、過去 3 年間の年度別看護師採用数は、2019 年度 2,200 人、2020 年度 2,197 人、

2021 年度 1,877 人となっており、2021 年度は採用数が減少しているものの、いずれの年

度も 1,800 人以上が採用されている。 

 

Q4)貴事業所では、過去３年間で次の職種を何人採用されましたか。 

該当する欄に採用人数をご記入ください。＊詳細がご不明な場合は概数をご記入ください。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

 

年度別採用数(人) 

 

採用人数 構成比（％）
全体 6,557 100.0%
看護師 6,274 95.7%
保健師 102 1.6%
養護教諭 1 0.0%
助産師 180 2.7%

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度
看護師 2,200人 2,197人 1,877人
保健師 41人 28人 33人
養護教諭 0人 0人 1人
助産師 67人 53人 60人
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Q5) 過去 3 年間の採用職種充足状況 

過去 3 年間の採用職種充足状況は、｢不足している｣が 20 事業所(18.3%)、｢やや不足し

ている｣が 33 事業所(30.3%)で、これらの合計は 53 事業所(48.6%)となっている。一方、

｢ある程度充足している｣は 33 事業所(30.3%)、｢充足している｣は 21 事業所(19.3%)で、こ

れらの合計は 54 事業所(49.5%)となっている。 

 

Q5)貴事業所では、質問 4 で回答された過去 3 年間で採用された職種の充足状況について 

どのようにお考えですか。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 109 100.0%
不足している 20 18.3%

 やや不足している 33 30.3%
ある程度充足している 33 30.3%
充足している 21 19.3%
わからない 1 0.9%
未回答・無効回答 1 0.9%
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Q6) 人材採用時の重視点 ＊複数選択可(２つまで) 

回答事業所の人材採用の際の重視点は、｢コミュニケーション能力｣85 事業所(40.7%)が

最も多く、｢チームで働く力｣50 事業所(23.9%)、｢社会常識｣27 事業所(12.9%)と続いてい

る。 

 

Q6)貴事業所では人材採用の際、どのような点を重視されていますか。 

次の中から 2 つまで選び、○をつけてください。 

 

 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 209 100.0%
コミュニケーション能力 85 40.7%
語学力 0 0.0%
課題発見・課題解決能力 8 3.8%
チームで働く力 50 23.9%
チャレンジ精神・積極性 17 8.1%
国際感覚（広い視野・価値観） 0 0.0%
論理的思考力 3 1.4%
専攻分野の基礎学力 11 5.3%
社会常識 27 12.9%
その他 4 1.9%
未回答・無効回答 4 1.9%

- 学生の確保（資料） - 62 -
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Q7) 医療保健学部 看護学科の収容定員増の必要性 

桐生大学 医療保健学部 看護学科の収容定員増の必要性について、｢必要性を感じる｣

が 36 事業所(33.0%)、｢ある程度の必要性を感じる｣が 37 事業所(33.9%)で、これらの合

計が 73 事業所(67.0%)と、7 割近くの事業所が収容定員増について何らかの必要性を感

じている。一方、｢あまり必要性を感じない｣は 10 事業所(9.2%)、｢必要性を感じない｣

は 1 事業所(0.9%)でこれらの合計は 11 事業所(10.1%)となっており、23 事業所(21.1%)

が｢わからない｣と回答している。 

 

Q7)桐生大学 医療保健学部 看護学科の収容定員増計画についてどの程度必要性を 

     感じますか。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 109 100.0%
必要性を感じる 36 33.0%
ある程度の必要性を感じる 37 33.9%
あまり必要性を感じない 10 9.2%
必要性を感じない 1 0.9%
わからない 23 21.1%

 未回答・無効回答 2 1.8%

- 学生の確保（資料） - 63 -
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Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向 

桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向について、｢採用したいと思

う｣が 47 事業所(43.1%)、｢採用を検討したいと思う｣が 30 事業所(27.5%)で、何らかの採

用意向を持つこれらの合計が 77 事業所(70.6%)となっている。また、採用希望人数は人数

を回答した事業所のみで、｢採用したい｣が 83 人、｢採用を検討したい｣が 33 人となってい

る。一方、｢採用を希望しない｣は 4事業所(3.7%)で、27 事業所(24.8%)が｢わからない｣と

回答している。 

 

Q8)桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用についてどのようにお考えです

か。 

 

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

 

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 109 100.0%
採用したいと思う 47 43.1%
採用を検討したいと思う 30 27.5%
採用を希望しない 4 3.7%
わからない 27 24.8%

 未回答・無効回答 1 0.9%

Q8）採用意向
採用したいと思う　　 47事業所→計83人 内、19事業所→未回答
採用を検討したいと思う 30事業所→計33人 内、13事業所→未回答

採用希望人数内訳（人）

- 学生の確保（資料） - 64 -
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Q9)桐生大学 医療保健学部 看護学科への意見・要望 

 

Q9)桐生大学 医療保健学部 看護学科に対するご意見・ご要望をお聞かせください。 

 
 

 

 

「協働意識」と相手を思いやる「人間性」を重視した特色や養成する人材像が当院の理念と合うため、是
非検討させていただきたいと存じます。
「人間性」を重視した教育方針に期待します。
実習受け入れをしていないため（質問８）については解答できませんでした。希望して下さる方があれば
歓迎です。・近くにお住まいの方でしたら、ぜひインターンシップも参加頂きたく思います。
臨床と離れない大学教育の体制作りを期待します。・臨床指導が、あまりにも臨床側に頼りきりの印象
が強く、教員自身の臨床力の維持が、今后の学生教育の充実に肝要と考えます。
コミュニケーション能力、文章能力、看護研究能力が高くない。過去に、採用内定後キャンセルが複数人
いた。
コロナ禍の状況が続く中、看護師の需要も更に高まっております。多くの優秀な看護師への育成を期待
しております。
医療チームの一員としての態度やマナーを兼ね備えた学生を育てて下さい。
学生の中で、ゆっくり患者さんと関わりたい、急性期向きではない等、最初から大きな病院で働かなくて
も、自信が持てるまで、慢性期で、力をつける、…そんな進み方もあると伝えて頂けると、民間病院、や
慢性期の病院は、とても助かります。
看護師の求人情報は秩父市立病院ホームページで公開しておりますので、ご希望の方がおりましたら
お気軽に当院へお電話ください。
看護師育成については、不足している中、多くの人に興味をもってもらい、たくさんのＮｓのたまご達を育
てて頂きたいところです。しかし、現在コロナ禍で実習が少なくなり、やっても短縮臨床実習や中止に
なったりと現場も対応が大変な所であり、実際、今年の新人は、実習をほとんどてきておらず、現場に入
りイメージトレーニングがおいつかないため乖離が生じております。定量が増えてもしっかりと教育できる
場の確保が必要であり、今後、ご検討お願いします。
貴学が準備されている特色のある教育の方針に基づいた運営がなされるものと考えます。
貴校の卒業生が１名、現在３年目として大変、がんばってくれています。就職先としてご案内いただけま
すと幸いです。Ｗｅｂの就職説明会を企画していただけましたら参加させていただきます。
貴校より、１名入職いただいております。今後もよりよい人材の応募を期待しております。
急性期病院での看護についていくのが厳しい新人看護師が増えている印象があります。向き、不向きも
含め、就職支援の際に、良く相談されるとありがたいと感じております。※貴校卒で頑張っている看護師
もおります。ありがとうございます。
桐生短期大学の項から貴校の卒学生を存じ上げております。まじめで、向上心のある学生さん逹なので
是非採用したいと思います。
高崎市内に当院はあるので、桐生や県外者の就職は少ないです。学卒のＮＳの指導、教育体制が整っ
ていないので、求人は補充を中心に行っています。（つど）。
高等教育機関としての大学の必要性を強く感じております。これからも優秀な学生さんを輩出されますこ
と祈念しております。
小規模な病院は、看護師の確保に苦労しております。特に新卆の看護師は募集しても集まらないので、
定員増に期待しております。
精神科分野を希望する新卒の方は存在しますか。

- 学生の確保（資料） - 65 -
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大変お世話になっております。桐生という好立地な点を活かして御校に選ばれる病院と考え
ております。御指導の程よろしくお願い申し上げます。
大卆看護師求人では、地方の民間病院に対しては、まず応募がない。環境や待遇の違いが
大きくあきらめるしかないことも多い。少しでも大卆者が地方に目を向けてほしいと願ってい
る。
地域医療に貢献出来る看護師の育成を望みます。
地域密着型病院です。御興味のある方がいましたら、ぜひ御紹介下さい奨学金制度もありま
す。
当院では、新卒採用しておりません。
年度や時期により採用数が変わりますので、希望の方は、ぜひお問合わせください。ＨＰにも
採用情報を掲載しております。
毎年、当院へのインターンシップ参加や採用試験へのご応募ありがとうございます。当院は群
馬県からの入職も非常に多く、積極的に採用活動をしていきたいと孝えておりますので、今後
ともよろしくお願い致します。

- 学生の確保（資料） - 66 -
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4．採用需要分析 

桐生大学 医療保健学部 看護学科の卒業生の採用需要は下記のとおり。 

 

実際に採用に至るか否かについては就職希望者個人の人格や能力が大きく影響すること

から、ここでは｢採用したいと思う｣に加えて、｢採用を検討したいと思う｣までを採用需要

として定義する。上記の採用意向で人数が未回答であった事業所の採用希望人数を保守的

に 1 事業所当たり 1 人と仮定した場合、推計採用意向人数(採用の可能性のある人数)は下

記のとおりとなる。 

 

 
 

調査結果に基づく桐生大学 医療保健学部 看護学科の採用需要は｢採用したいと思う｣の

みで 102 人、｢採用を検討したいと思う｣まで含めると 148 人で、｢採用したいと思う｣が桐

生大学 医療保健学部 看護学科の入学定員(100 人)の 1.0 倍、「採用を検討したい」まで

含めると 1.5 倍となり、桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生への一定の採用需要があ

るといえる。 

 

 

 

 

  

Q8）採用意向
採用したいと思う　　 47事業所→計83人 内、19事業所→未回答
採用を検討したいと思う 30事業所→計33人 内、13事業所→未回答

採用希望人数内訳（人）

Q8）採用意向 採用希望人数内訳（人）
採用したいと思う  47事業所 47事業所83人+19事業所19人=102人
採用を検討したいと思う  30事業所 30事業所33人+13事業所13人=46人

合計 148人

- 学生の確保（資料） - 67 -
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5. 桐生大学 医療保健学部 看護学科への関心分析 

〇医療保健学部 看護学科の関心層 

桐生大学 医療保健学部 看護学科への関心を分析するため、次のとおり｢関心層｣を定

義する。Q8)において、卒業生を｢採用したいと思う｣47 事業所(43.1%)、｢採用を検討し

たいと思う｣30 事業所(27.5%)と回答した計 77 事業所(70.6%)を｢関心層｣と定義し、次項

より｢関心層｣の傾向を分析する。 

 

Q8)桐生大学 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用についてどのようにお考えです

か。 

 

 

        

 
*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*次頁以降の集計は、各設問から未回答・無効回答を除いて集計 

 

  

回答数（事業所） 構成比（％）
全体 109 100.0%
採用したいと思う 47 43.1%
採用を検討したいと思う 30 27.5%
採用を希望しない 4 3.7%
わからない 27 24.8%

 未回答・無効回答 1 0.9%

 

- 学生の確保（資料） - 68 -
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Q1)事業所の種別×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向 

関心層の事業所の種別は｢病院、診療所｣75 事業所(97.4%)が最も多く、次いで｢検診セ

ンター｣及び「地方自治体」がそれぞれ 1 事業所(1.3%)と続いている。また、dif(関心

層での比率－全体での比率)では、関心層と事業所の種別として｢病院、診療所｣と回答

した層にやや相関性がみられる。 

 

Q1)事業所の種別と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向との相関性 

単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

  

Q1)種別 ｄｉｆ

調査数 107 100.0% 47 100.0% 30 100.0% 77 100.0% 4 100.0% 26 100.0%

病院、診療所 103 96.3% 45 95.7% 30 100.0% 75 97.4% 1.1% 4 100.0% 24 92.3%

臨床検査センター 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

検診センター 1 0.9% 1 2.1% 0 0.0% 1 1.3% 0.4% 0 0.0% 0 0.0%

社会福祉施設 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

保健所 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

地方自治体 3 2.8% 1 2.1% 0 0.0% 1 1.3% -1.5% 0 0.0% 2 7.7%

一般企業 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 69 -
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Q2)事業所の所在地×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向 

関心層の事業所の所在地は、｢群馬県｣27 事業所(35.1%)が最も多く、｢埼玉県｣22 事業

所(28.6%)、｢栃木県｣「茨城県」各 9 事業所(11.7%)と続いている。また、dif(関心層で

の比率－全体での比率)では、関心層と事業所の所在地として｢群馬県｣と｢栃木県｣と回

答した層にやや相関性がみられる。 

 

Q2)事業所の所在地と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向との相関性 

単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

Q2)所在地 ｄｉｆ

調査数 108 100.0% 47 100.0% 30 100.0% 77 100.0% 4 100.0% 27 100.0%

群馬県 35 32.4% 16 34.0% 11 36.7% 27 35.1% 2.7% 0 0.0% 8 29.6%

栃木県 10 9.3% 5 10.6% 4 13.3% 9 11.7% 2.4% 0 0.0% 1 3.7%

埼玉県 32 29.6% 14 29.8% 8 26.7% 22 28.6% -1.1% 2 50.0% 8 29.6%

茨城県 15 13.9% 5 10.6% 4 13.3% 9 11.7% -2.2% 2 50.0% 4 14.8%

東京都 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -0.9% 0 0.0% 1 3.7%

千葉県 1 0.9% 1 2.1% 0 0.0% 1 1.3% 0.4% 0 0.0% 0 0.0%

その他 14 13.0% 6 12.8% 3 10.0% 9 11.7% -1.3% 0 0.0% 5 18.5%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を検討したいと思う 関心層

- 学生の確保（資料） - 70 -
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Q3)事業所の規模×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向 

関心層の事業所の規模は、｢100-499 人｣35 事業所(45.5%)が最も多く、5割近くとなっ

ており、｢500-999 人｣25 事業所(32.5%)、｢50-99 人｣11 事業所(14.3%)と続いている。ま

た、dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と事業所の規模として｢500-999

人｣と回答した層にやや相関性がみられる。 

 

Q3)事業所の規模と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向との相関性 

単位：（事業所）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q3)従業員数 ｄｉｆ

調査数 108 100.0% 47 100.0% 30 100.0% 77 100.0% 4 100.0% 27 100.0%

50名未満 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -0.9% 0 0.0% 1 3.7%

50-99名 15 13.9% 5 10.6% 6 20.0% 11 14.3% 0.4% 0 0.0% 4 14.8%

100-499名 52 48.1% 19 40.4% 16 53.3% 35 45.5% -2.7% 3 75.0% 14 51.9%

500-999名 30 27.8% 19 40.4% 6 20.0% 25 32.5% 4.7% 1 25.0% 4 14.8%

1,000-4,999名 10 9.3% 4 8.5% 2 6.7% 6 7.8% -1.5% 0 0.0% 4 14.8%

5,000名以上 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を検討したいと思う 関心層
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Q4)過去 3 年間の採用職種・採用人数×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用

意向 

関心層の過去 3 年間の採用職種は｢看護師｣4,769 人(97.0%)が最も多く、｢助産師｣124

人(2.5%)、｢保健師｣21 人(0.4%)と続いている。また、dif(関心層での比率－全体での比

率)では、関心層と過去 3 年間の採用職種として｢看護師｣と回答した層にやや相関性が

みられる。 

 

Q4)過去 3 年間の採用職種と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向との相関性 

単位：（人）（%） 

 
上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

〇関心層の年度別看護師採用数(人) 

 

 

関心層の過去 3 年間の看護師採用数は、2019 年度 1,678 人、2020 年度 1,687 人、

2021 年度 1,404 人となっており、2021 年度は採用数が減少しているものの、いずれの

年度も 1,400 人以上が採用されている。 

 

 

  

Q4)職種 ｄｉｆ

調査数 6,551 100.0% 3,763 100.0% 1,152 100.0% 4,915 100.0% 135 100.0% 1,501 100.0%

看護師 6,268 95.7% 3,639 96.7% 1,130 98.1% 4,769 97.0% 1.3% 129 95.6% 1,370 91.3%

保健師 102 1.6% 19 0.5% 2 0.2% 21 0.4% -1.1% 6 4.4% 75 5.0%

養護教諭 1 0.0% 0 0.0% 1 0.1% 1 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

助産師 180 2.7% 105 2.8% 19 1.6% 124 2.5% -0.2% 0 0.0% 56 3.7%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を検討したいと思う 関心層

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度
看護師 1,678人 1,687人 1,404人
保健師 6人 6人 9人
養護教諭 0人 0人 1人
助産師 48人 40人 36人
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Q5)過去 3 年間の採用職種充足状況×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向 

回答事業所の過去 3 年間の採用職種充足状況は、｢不足している｣が 17 事業所

(22.4%)、｢やや不足している｣が 22 事業所(28.9%)で、これらの合計は 39 事業所

(51.3%)となっている。一方、｢ある程度充足している｣が 21 事業所(27.6%)、｢充足して

いる｣が 16 事業所(21.1%)で、これらの合計は 37 事業所(48.7%)となっている。また、

dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と過去 3 年間の採用職種充足状況と

して｢不足している｣と回答した層と｢充足している｣と回答した層にやや相関性がみられ

る。 

 

Q5)過去 3 年間の採用職種充足状況と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の 

看護師採用意向との相関性 

                                                             単位：（事業所）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q5)充足状況 ｄｉｆ

調査数 107 100.0% 47 100.0% 29 100.0% 76 100.0% 4 100.0% 27 100.0%

不足している 19 17.8% 15 31.9% 2 6.9% 17 22.4% 4.6% 0 0.0% 2 7.4%

 やや不足している 33 30.8% 12 25.5% 10 34.5% 22 28.9% -1.9% 1 25.0% 10 37.0%

ある程度充足している 33 30.8% 11 23.4% 10 34.5% 21 27.6% -3.2% 2 50.0% 10 37.0%

充足している 21 19.6% 9 19.1% 7 24.1% 16 21.1% 1.4% 1 25.0% 4 14.8%

わからない 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -0.9% 0 0.0% 1 3.7%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を検討したいと思う 関心層
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Q6)人材採用の際の重視点(2 つまで選択)×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用

意向 

 関心層の人材採用の際の重視点は、｢コミュニケーション能力｣62 事業所(42.8%)が最

も多く、｢チームで働く力｣37 事業所(25.5%)、｢社会常識｣15 事業所(10.3%)と続いてい

る。また、dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層と人材採用の際の重視点

で｢専攻分野の基礎学力｣｢コミュニケーション能力｣｢チームで働く力｣と回答した層にや

や相関性がみられる。 

 

Q6)人材採用の際の重視点と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向との相関性 

単位：（事業所）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q6)重視 ｄｉｆ

調査数 205 100.0% 91 100.0% 54 100.0% 145 100.0% 8 100.0% 52 100.0%

コミュニケーション能力 85 41.5% 38 41.8% 24 44.4% 62 42.8% 1.3% 3 37.5% 20 38.5%

語学力 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

課題発見・課題解決能力 8 3.9% 3 3.3% 2 3.7% 5 3.4% -0.5% 0 0.0% 3 5.8%

チームで働く力 50 24.4% 25 27.5% 12 22.2% 37 25.5% 1.1% 1 12.5% 12 23.1%

チャレンジ精神・積極性 17 8.3% 4 4.4% 6 11.1% 10 6.9% -1.4% 2 25.0% 5 9.6%

国際感覚（広い視野・価値観） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

論理的思考力 3 1.5% 1 1.1% 1 1.9% 2 1.4% -0.1% 0 0.0% 1 1.9%

専攻分野の基礎学力 11 5.4% 9 9.9% 2 3.7% 11 7.6% 2.2% 0 0.0% 0 0.0%

社会常識 27 13.2% 10 11.0% 5 9.3% 15 10.3% -2.8% 1 12.5% 11 21.2%

その他 4 2.0% 1 1.1% 2 3.7% 3 2.1% 0.1% 1 12.5% 0 0.0%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を 検討したいと思う 関心層
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Q7)設置の必要性×Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向・採用希望人数 

 関心層は桐生大学 医療保健学部 看護学科の設置の必要性について、｢必要性を感じ

る｣が 29 事業所(38.2%)、｢ある程度の必要性を感じる｣が 27 事業所(35.5%)で、これら

の合計が 56 事業所(73.7%)と、7 割以上の事業所が設置について何らかの必要性を感じ

ている。一方、｢あまり必要性を感じない｣は 7事業所(9.2%)で、｢必要性を感じない｣と

回答した事業所はなかった。また、dif(関心層での比率－全体での比率)では、関心層

と設置の必要性で｢必要性を感じる｣と回答した層にやや相関性がみられる。 

 

Q7)設置の必要性と Q8)医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向との相関性 

単位：（事業所）（%） 

 

上記は、表頭(表の上側)に「Q8) 医療保健学部 看護学科卒業生の看護師採用意向」を尋ねた質問の回答を記載。 

それぞれの回答者の中での、回答数と構成比(%)を記載した。構成比(%)は表頭の「調査数」が 100%となるように計

算。 

*パーセンテージは小数点以下第二位を四捨五入し記載 

*未回答・無効回答を除いて集計 

*dif＝関心層での比率－全体での比率 

 

  

Q7)必要性 ｄｉｆ

調査数 107 100.0% 47 100.0% 29 100.0% 76 100.0% 4 100.0% 27 100.0%

必要性を感じる 36 33.6% 25 53.2% 4 13.8% 29 38.2% 4.5% 2 50.0% 5 18.5%

ある程度の必要性を感じる 37 34.6% 14 29.8% 13 44.8% 27 35.5% 0.9% 0 0.0% 10 37.0%

あまり必要性を感じない 10 9.3% 3 6.4% 4 13.8% 7 9.2% -0.1% 2 50.0% 1 3.7%

必要性を感じない 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% -0.9% 0 0.0% 1 3.7%

わからない 23 21.5% 5 10.6% 8 27.6% 13 17.1% -4.4% 0 0.0% 10 37.0%

採用を希望しない わからない全体平均 採用したいと思う 採用を検討したいと思う 関心層
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6．補記 

アンケート説明文 1/4 
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  アンケート説明文 2/4 
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アンケート説明文 3/4 
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  アンケート説明文 4/4 
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アンケート調査票 1/2 

 

- 学生の確保（資料） - 80 -



29 
                        

アンケート調査票 2/2 
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＜就任（予定）年月＞

- 学長
山﨑
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　純一
ジュンイチ

＜令和5年4月＞

医学博士
桐生大学学長

（平成2年4月～令和6年3月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

- 教員名簿 - 1 -



 

審査意見への対応を記載した書類（7月） 

 

（目次）医療保健学部看護学科 

 

１. 本学全体において、大学設置基準 13条に定める専任教員数のうち、半数以上は原則と

して教授とする規定を満たしていないため、適切に改めること。（是正事項）・・・１ 
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（是正事項）医療保健学部看護学科 

１. 本学全体において、大学設置基準 13条に定める専任教員数のうち、半数以上は原

則として教授とする規定を満たしていないため、適切に改めること。 

 

（対応） 

 医療保健学部看護学科に専任教員（教授）を 1名追加し、大学設置基準 13条の規定を満

たす専任教員（教授）数とする。また、今後においても教授の補充を継続的に実施し、教員

組織の更なる充実を図る。なお、教育効果の向上のため当該教員の就任に伴い科目担当教員

の一部変更を行った。 

 

（新旧対照表）学則の変更の趣旨等を記載した書類（８ページ） 

新 

※保健師助産師看護師学校養成所指定規則による 

大学 

 

設置基準上必要

な専任教員数 

()は教授の数 

専任教員数 

助手 

教授 准教授 講師 助教 計 

看護学科 12(6) 11 6 4 4 25 5 

栄養学科 10(5) 6 2 3 4 15 5 

別科助産専攻 3(0) ※ 0 1 2 0 3 0 

大学全体の収容定員に応

じ定める専任教員数 
11(6) ― ― ― ― ― ― 

計 33(17) 17 9 9 8 43 10 

旧 

※保健師助産師看護師学校養成所指定規則による 

大学 

 

設置基準上必要

な専任教員数 

()は教授の数 

専任教員数 

助手 

教授 准教授 講師 助教 計 

看護学科 12(6) 10 6 4 4 24 5 

栄養学科 10(5) 6 2 3 4 15 5 

別科助産専攻 3(0) ※ 0 1 2 0 3 0 

大学全体の収容定員に応

じ定める専任教員数 
10(5) ― ― ― ― ― ― 

計 32(16) 16 9 9 8 42 10 
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